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大奥のサクラ


現代大奥女学院まるさんっ！









日日日








角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『え～、新将軍の豊とよ臣とみ秀ひで影かげです』


　四百年の歴史を誇ほこる大奥女学院。


　その広大な敷しき地ちのほぼ中央、記念式典のときなどにのみ用いられる講堂である。


　舞ぶ台たい演劇でも行えそうな広さの壇だん上じようでは、ごく平へい凡ぼんな青年が拡声器マイクを片手に、のほほんと語っている。


『最初に断っておくと──本来なら亡なき父であり前将軍だった吉よし刳くるの地位を継つぐのは妹の黒くろ姫ひめか、その選んだ旦だん那なのはずでした。けれど妹が行方ゆくえ不明の今、俺が代理として一時的にこの役目を任されてます』


　若き新将軍、豊臣秀影である。


　黄金や紅色が配置されたあからさまに悪あく趣しゆ味みで豪ごう華かな、初代秀ひで吉よしの時代から用いられている将軍家の伝統衣い装しよう。そのド派手な晴れ着に逆に着られているような、あまりこれといった特とく徴ちようのない風ふう貌ぼうである。


　唯ゆい一いつ、顔の半分に残る無む惨ざんな火傷やけどの痕あとが──彼の過か酷こくな半生を物語っていた。


『もちろん妹の行方は捜そう索さく中ですが、その足取りは現在──不ふ穏おんな状じよう況きようにある長なが崎さきの出島で途と絶だえてしまいました。その地を占せん拠きよする正体不明の異国の勢力、『黒船』の調査とともに、慎しん重ちように対処していかなくてはなりません』


　本人は妹の不在をどう思っているのやら、すくなくとも壇上に立つ彼に動どう揺ようめいたものは見られない──だが注意深いものが見れば、その指先がほのかに震ふるえていることに気づいたであろう。


　こんなところで演説などせず、いますぐ走り回って妹を捜さがしたいのかもしれなかった。


　それを押し殺すように、呑のん気きな笑え顔がおを仮面をかぶるように浮うかべて。


『ともあれ、俺は永らく政治の中ちゆう枢すうから遠ざけられていた身の上です──いろいろ見当ちがいのことをやらかすかもしれません。みなさんに支えられながら、がんばってこの大任を務めていけたらと思っております』


　その耳当たりのいい言葉に、けれど反応はなかった。


　講堂には大奥女学院の生徒──おおよそ三千人の見み目め麗うるわしい少女たちが集まっていた。


　だが一様に表情は強こわばっており、むしろ怯おびえているみたいだった。


　当然だ、将軍の交代はけして無視できぬ政変である。


　地じ盤ばんが引っくりかえるようなものだ。


　どうしようもなく、体制はおおきな変化を強しいられる──この若き将軍はその無害そうな見た目に反して、暴君だった前将軍を革命クーデターで廃はいし、その地位を強ごう引いんに奪うばったというきな臭くさい噂うわさすらあった。


　これから始まるのは、長くつづいた前政権のなかで溜たまった腐ふ敗はいした澱おりを、一いつ斉せいに除去するための暴圧的な正義の執しつ行こうなのか。


　あるいは、より血と悪意にまみれた地じ獄ごくなのだろうか……。


　誰だれもが戦せん々せん恐きよう々きようとし、じっと将軍の次なる言葉を待っていると。


『まぁ話しておきたいことはたくさんありますが、その前に──ひとつだけ』


　真しん摯しに、征せい夷い大たい将しよう軍ぐんは言った。


『さくらちゃ～ん♪　見てるぅ？　将軍になったよ～、だから俺と結けつ婚こんしよう！』


　三千人の女生徒が、同時にずっこけそうになったという。





　ここは大奥女学院。


　新たな時代が産うぶ声ごえをあげた、まだ何色にも染まらぬ学び舎ハーレム。




　第一幕　大奥地下監獄　はきだめにつる







　　[image: ]　[image: ]　[image: ]





　征夷大将軍豊とよ臣とみ吉よし刳くる死亡。


　序列一位『絲妃あらくね』死亡。序列二位『赫あか竜とんぼ』行方不明。序列三位『腐死蝶ういるす』行方不明。序列四位『金きん獅じ子し』死亡。序列五位『一本角ゆにこおん』行方不明。序列六位『銀ぎん狼ろう』行方不明……。


　将軍および高位の序列の持ち主がすべて姿を消し、さらには大おお阪さか城や『大奥』の建物のほとんどに悲ひ惨さんな被ひ害がいが及およんだ将軍御ご前ぜん試合から、二週間。


　各種設備の修復および新将軍秀ひで影かげを奉ほうじ新体制へ移行するための準備は遅ち々ちとして進まず、生徒たちは自室で息を潜ひそめ──授業も何もかも休止されたため、まんじりともできずに不安な夜をすごしつづけた。


　長期休きゆう暇か、と呼ぶには暗く陰いん惨さんな日々が過ぎて。


　ようやく迎むかえた、新将軍就任の記念式典である。


　大阪城などの建物はいまだほとんどが破損したままだが、かろうじて生活を送れる程度には補修も終わり、とりあえず『大奥』は活動を再開したのだが。


　いまだ先行きは不ふ透とう明めいであり、誰もが未来を憂うれいながらこの場に集まっていた。


『あれ、さくらちゃん～？　聞こえてないのかな～、やっほう～♪　もういちど言うよ～、俺のほうは君を受けいれる準備ができたよ──さぁ、結婚しようすぐしよう！』


　そこにきて、これから自分たちが仕えるべき新将軍秀影がいきなり愛する少女への求婚プロポーズをかましたので、全員がどう反応していいかわからずに呆ぼう然ぜんとしていた……。


「ひ、秀影さまったらもう──」


　立ち並ぶ三千人の少女たち、その最前列で。


　呼びかけられた張本人である──『大奥』では『百手むかで姫ひめ』の名で認にん知ちされているさくらは、両手で顔を覆おおって羞しゆう恥ち心しんにぷるぷる身を震わせていた。


　名前のとおりの、桜色の長い髪かみの毛がうつくしい少女である。大奥女学院の制服をきちんと身にまとっており、その両手両足には念入りに禁きん欲よく的な革帯ベルトが巻きつけられている。


　背中には四本の刀を差し、完全武装の態ていだ。


　それも当然である──現在、さくらは己おのれの保護者であったものたちを悉ことごとく失い、さらには新将軍の寵ちよう愛あいを受ける身として非常に危あやうい立場にあった。


　将軍に可愛かわいがっていただき、故郷に利益を還かん元げんすることが目的である『大奥』の生徒のなかで、さくらは頭ひとつ抜ぬきんでた状態にある。


　そのひとり勝ちをゆるせぬ何者かに、いつ暗殺されてもおかしくはない立場なのだ。


　そのうえ、先日の将軍御前試合にて己を常に守ってくれていた『銀狼』は行方不明、『水蛇みずち』は死亡──同盟関係を結んでいた家臣団レギオン『ライオンキングダム』もその盟主『金獅子』を失い、とてもこちらの世話を焼いている余よ裕ゆうはない。


　まさに、孤こ立りつ無む援えんなのだった。


「そのぐらい察してくださいよ──もうっ、秀影さまったら……相変わらず空気読めないんですからっ。こんな、ひとがいっぱいいるなかで──けけけ、結婚とかっ」


　もじもじと、身をくねらせて。


「そのお気持ちは嬉うれしいですけど、世せ間けん体ていというものを考えていただきたいというかっ、でも嬉しい♪　あぁんもうっ、これ以上秀影さまのことを好きになったらどうするんですかぁっ♪♪」


　意外とまんざらでもなさそうだった。


　その色いろ惚ぼけた雰ふん囲い気きに周りの生徒全員が一斉にイラッとした気配がしたが、次の秀影の言葉で思わず抜ばつ刀とうしかけたものたちも動きを硬こう直ちよくさせる。


『ところで、『大奥』では長年にわたって血で血を洗う戦せん闘とう行こう為いが繰くりかえされてきました。けれど、俺が新将軍に就任したからには、あらゆる私し闘とうを禁じようと思います』


　秀影はのほほんとした雰囲気のまま、けれど瞳ひとみの奥に決意をこめて。


『序列戦、および先日の将軍御前試合のような集団戦など──そのすべてを、俺は認めません』


　断固とした口調だった。


　愛する少女が血まみれで戦いつづけていたこの『大奥』の地獄のごとき有様に、秀影はずっと心を痛めていたのだろう。


『正当防衛、たとえば『黒船』などの外国勢力などからの大阪城の防衛や──あるいは建前のとおりに賊ぞくに辱はずかしめられそうになったとき自決するためのみに、その武力の行使を限定的に許可しようとは思います』


　もともと、そういう理由から『大奥』の生徒たちは武装していたのだ。


　いきなりの全面禁止は法律上、いろいろと難しい。将軍が黒と言えば白いものも黒くなるのが『大奥』とはいえど、強権発動してすべてを無理にねじまげれば反発も起きる。


　ゆっくり、けれど確実に──秀影は『大奥』を変革していこうとしていた。


『生徒の序列は、おもに学業の成績と、幕府への貢こう献けん度どで決定していこうと思います。みんな勉強をがんばる等して、健すこやかにこの国と俺を支えてくれたら嬉しいです』


　生なま臭ぐさい話、かつての『大奥』の陰惨な有様は多数の生命が失われつづけてきた、という点から論外ではあるのだが──それによって利益を得ていたものは多かった。


　公然と行われていた賭と博ばくや、出資者スポンサーなどからの『大奥』の生徒への大量の金銭の流入──それに伴ともなうおおきな利益の循じゆん環かん。そのすべてを強引に差し止めてしまえば、この何の後ろ盾だてもない新将軍は快く思われずに、すぐにでも排はい斥せきされるであろう。


　生命は尊い、殺しあいなど野や蛮ばんだ、それはもちろん正論ではある。けれど世の中というのは、綺き麗れい事だけで廻まわっているわけではない。


　利害関係を調整して、周囲の──とくに強大な大名たちの反感を封ふうじ、綱つな渡わたりのように、慎重にすべてを刷新していかなくてはならない。


　秀影が周りから疎うとまれ、おおきな反発を呼んでしまえば、『大奥』は──幕府は、ひいてはこの国は、空中分解してしまう。


『黒船』という明確な外敵が出現した現状、幕府の瓦が解かいは避さけなくてはいけない最悪の筋書きシナリオであった。


　ひとの汚きたない裏側ばかりを見てきた、諜ちよう報ほう組織『腐肉食堂ハゲタカ』の一員でもある秀影には、それは考えるまでもない自明の理であろう。


　呑のん気きなように見えて、この若者もいろいろ考えているようだった。


『そしてみんなで、俺とさくらちゃんの愛を応おう援えんしてくれると嬉しいです♪』


　真顔でこんなことを言っちゃうあたり、女心はわかってない気がするけど。


　周りからの、まさに怨おん敵てきを見るがごとき視線をひしひしと感じながらも──さくらは、秀影の立派な立ち振ふる舞まいに、その夢にまで見た将軍としての彼の姿に、気がつけば感かん涙るいしていた。


　頰ほおに、熱いものが伝う。


　幸せだった。


　無論、まだ道は長く険しい。


　周りから祝福され、さくらと秀影がほんとうに幸福のまま結ばれるには──多大な労苦と努力が必要だろう。失われたものも多すぎる、諸もろ手てをあげて喜ぶわけにもいかない。


　けれど、これはひとつの節目だった。


　さくらが望む光り輝かがやく未来への、第一歩なのだった。


　何よりも、愛する彼が自分と同じ幸せを目指し──そのために尽じん力りよくしているのが痛いぐらいにわかって、さくらは胸が打ち震ふるえ、その涙なみだはとめどなく頰を伝うのであった。


　哀かなしいこと苦しいことばかりだった。


　すでに己を守るものは剝はがれ落ち、独りぼっちで憎にくしみのなかにいる。


　けれど、この胸に愛があるかぎり、さくらはここで咲さき誇ほこれる。


　そう思えた、信じられた──だから、さくらは幸せだった。


　けして冷たくも痛くもない、心地ここちのよい涙であった。


「ねぇねぇ、だいじょうぶ──」


　不意に、真横から手ぬぐいハンカチが差しだされた。


　ぼろぼろと、みっともなく泣きじゃくっているさくらを心配し──横に立っていたものが気を利きかせてくれたのだろう。


「泣いてちゃ、美人が台無しだよ？」


　あどけない、どこか中性的な声だった。


　驚おどろいて顔をあげたさくらが見たのは、こちらを覗のぞきこむひとりの少女だった。


『大奥』の生徒は出資者スポンサーに己を印象づけるため、奇き妙みような見た目や言動をするものが多いが──この少女も例外ではなく、異様な出いで立ちをしている。


　背せ丈たけは、さくらと同じぐらい。


　年ねん齢れいもたぶん同い年──十四、五歳ぐらいに見えた（『大奥』の生徒はその身に宿す異能の代だい償しようとしてまともに老化をしない場合があるので、断定はできないが）。


　大奥女学院の制服を生き真面目まじめに着ていて、指ぬきの革手袋グローブをはめている。拳こぶしの位置に梵ぼん字じが記された手て甲こう、同様に金属製らしい靴くつにも脚あし甲こうが輝いていた。


　身体からだも筋肉質でほどよく引きしまっていて、格かく闘とう家か──みたいな印象だった。


　耳元を特とく徴ちよう的な真しん紅くの補聴器ヘツドフオンで覆っており、それと連結した鎧眼鏡ゴーグルが顔の半分を隠かくしている。その隙すき間まから、虫の触しよつ角かくみたいに短めの黒くろ髪かみがぴょこんって跳はねている。


　ついでに、胸むな元もとが──冗じよう談だんみたいに膨ふくらんでいて、まるで果物でも詰つめたみたいだ。


　そのせいで制服はおおきく押しあげられていて、何だかとっても窮きゆう屈くつそうだ。


　さくらと同じで最前列に並んでるということは、かなり高位の序列の持ち主なのだろうけど──ぜんぜん見覚えのない相手である。


「ほら、涙を拭ふきなよ」


　手ぬぐいハンカチを差しだしながら、その少女は鎧眼鏡ゴーグルを押しあげ、素す顔がおを覗かせる。


　くりくりとした両目が可愛らしい、小動物めいた風ふう貌ぼうだ。


「あ、ごめん。急に話しかけちゃって、『おまえ誰だれだよ』って感じだよね。『絲妃』の時代には裏方仕事ばっかりだったから、会ったことなかったし。そっちは有名人だから、何だか勝手に知りあいみたいに思ってたよ」
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　朗ほがらかに微笑ほほえんで、少女は手ぬぐいハンカチを渡わたすついでに元気よく握あく手しゆをしてくると。


「あらためて自己紹しよう介かいをしちゃうと──ぼく、『蛍ほたる』」


「ぼ、ぼく？」


　男の子の一いち人にん称しようだ。


　というかこの『蛍』と名乗った少女は、何だか言動も雰囲気も少年的ボーイツシユだった。


　かつて相対した『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』の『雀すずめ蜂ばち』も、男装の麗れい人じん、といった感じだったけれど──それともまたちがって、やっぱり中性的というのが相応ふさわしい表現な気がした。


「上位の序列の持ち主が全員いなくなっちゃったから、繰りあがって、ぼくは序列三位ってことになるのかな。きみも四位になったんだよね、まぁ近い序列どうし仲良くしよ♪」


　友好的に微笑まれたので、さくらは思わず表情を和やわらげたが。


　今さらながら『蛍』という名前とともに必ず語られる、不気味な異名を思いだした。


『大奥』の爆ばく弾だん魔ま。


「たしかに、これは爆乳と呼ぶに相応しいおおきさですね──」


「何かどうでもいい部分に感心された気がするけど」


　恥はずかしそうに、己の胸元を隠すようにして、『蛍』はくちびるを尖とがらせる。


「『百手姫』、このあと時間あるかな？　伝えておきたいことがあるんだけど」


「えっ？　でも、わたしは──」


　壇だん上じようでまだ何やら話している秀影を見る。


　ほんとうなら、今すぐ飛びだしていって彼と添そい遂とげたい。公衆の面前で求婚プロポーズされてしまったわけだし、彼は名実ともに征せい夷い大たい将しよう軍ぐんとなったのだ──名目上は彼の所有物であるさくらは、望まれたからにはこの身を差しだす義務がある。


　それは己の夢でもあったのだ。


「ごめんね、悪いけど拒きよ否ひはしてほしくないんだ」


『蛍』は無む垢くな雰囲気のまま、感情の読みとりづらい中性的な声こわ音ねで。


「きみの身体に爆弾を仕掛けた。ぼくに逆らったら──ドカンってしちゃうよ」
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　そのあと。


「──ホントにごめんね！」


　さくらの目の前で、『蛍』は拝むように両手をあわせた。同時に思いっきり頭をさげたので、補聴器ヘツドフオンに繫つながった長い導線ケーブルが「びよん！」と勢いよく真上に跳ねあがる。


　新将軍就任記念式典のあと、『蛍』に手を引っぱられてつれてこられた『大奥』の食堂である。


『大奥』の生徒は序列十位以上で特権をもつもの以外は基本的に外出を禁じられているので、敷しき地ち内にたいていの生活に必要な設備はあるのだ。


　敵が多い『銀ぎん狼ろう長なが屋や』に所属していたさくらは、毒を盛られたり不意討うちされたりする危険があるので、なるべくこのような公共の場所にくるのは避けていたけど。


　よって勝手がわからず、もたもたしていると『蛍』に「ここで食券を買うんだよ」などと手取り足取り教えてもらえた。


　どうにも調子がくるう。


　──きみの身体に爆弾を仕掛けた。


　あの言葉が事実だったとしたら、『蛍』はさくらの命を握にぎっていることになる。それゆえの余よ裕ゆうだろうか。


　だが間ま違ちがいなく『攻こう撃げき』を受けたのだ、さくらの心証は最悪である。もはやふたりは敵対関係といっていいのに。


「ここの食堂は大味だけど、量が多くていいよね～」


　ほくほく笑え顔がおで、山盛りのカツ丼どんをぱくついている『蛍』を見ると、何だか毒気を抜ぬかれてしまう。


　相手の雰ふん囲い気きがあまりにも無害なので、こちらが一方的に険悪になっていてもむなしく、さくらは頼たのんだ幕の内定食にそっと箸はしをつける。


　まだ『大奥』が再始動したばかりで、食材も乏とぼしいのか、献立メニユーも少なかった。


　食堂にも生徒の姿はほとんどなく、向かいあって腰こし掛かけたさくらと『蛍』の周りはがらんとしている。


　しばし、黙もく々もくと食事をして。


「警けい戒かいするのも当然だけど、これ以上は何もしないから怖こわい顔しないでほしいよ」


『蛍』は眉まゆ尻じりをさげて、もぐもぐ頰を動かしながら。


「爆弾なんか仕掛けてごめんね」


　何気なく言われたが、実際どうなのだろう。


　ほんとに爆弾なんか仕掛けられたのだろうか。


　だとしたら、いつだ？　と記き憶おくを反はん芻すうし、さくらは推測する。たぶん、あのとき──「だいじょうぶ？」と『蛍』がこちらに声をかけ、手ぬぐいハンカチを渡してきたときだ。


　あの手ぬぐいハンカチか、その後に触ふれた彼女の指先に、何か仕込まれていたのだろう。


『蛍』の能力はわからない。『大奥』において名高い爆弾魔だ、その実力ははったりではないだろう。


　ちいさな爆弾を身体に付着させたのかもしれないし、さくらの肉体そのものを爆弾化したのかもしれない。


『時空間爆弾』の副作用として発現する異能力は、多種多様だ、どんな理解しがたい能力が存在しても不思議ではなかった。


　相手の能力を探さぐろうというように、じっと睨にらみつけていたら、『蛍』はほっぺたにご飯つぶをつけたまま泣きそうな顔をした。


「ほんとに、ごめんね。でも『蠅王べるぜぶる』にやれって言われてさ。いや、ひとのせいにしちゃいけないよね」


　心から申し訳なさそうなので、思わず「いえいえ、そう気に病やまずに」などと言ってあげたくなるが、その善良な雰囲気に騙だまされてはいけない。


　今、さくらは喉のど元もとに刃やいばを突つきつけられているに等しいのだ。


　食しよく欲よくもわかずに、目の前の少女を観察する。


『蛍』は食べるごとに触角のように跳ねた髪かみの毛が「ぴょこぴょこ」動き、愛くるしい。ご飯の食べかたもおおざっぱで、やっぱり体育会系って感じ。


　心配するふりして手ぬぐいハンカチを渡して、そこに爆弾を仕掛けるような卑ひ劣れつな性格にも見えないけど。


『蠅王』にやれと言われた、という話だった。


「『蠅王』はね、きみが目め障ざわりみたいなんだ」


　こちらの心を敏びん感かんに察して、『蛍』は困ったように言った。


「どうも自分は姿を見せずに、裏からすべてを操あやつるのが好きな陰いん険けんなやつでさ。ぼくも好きじゃないんだけど、序列上位者からの命令には逆らえないしね。って、やっぱりひとのせいにしちゃってるな」


「『蠅王』といえば、いまの序列一位ですか」


　どうやら『絲妃』と同質の、陰いん謀ぼうを巡めぐらせる性質の女らしい。


　腕わん力りよくだけでは序列一位──『大奥』の頂点なんかにはなれない、ということだろうけど。


「わたし、そのひとには会ったこともないのですけど。恨うらまれる理由がわかりません、どなたかと勘かん違ちがいされてるのでは？」


「う～ん、でも『蠅王』はきみのことをよく知ってると思うよ。事情通っていうか、地じ獄ごく耳っていうか、『大奥』のことなら何でも詳くわしく理解してるやつだから」


　この会話も聞こえてるかもね、と『蛍』は不ふ愉ゆ快かいそうに周りを見回した。


　どうも彼女も不承不承、『蠅王』に逆らうよりは、と消極的にその命令に従ってさくらに接せつ触しよくしてきたようだ。


　しかし、どこからか見られてるかもしれない、というのは不気味な話だ。居い心地ごこちが悪く、身体に仕掛けられた爆弾への不安も相あい俟まって、さくらはこわばった表情のまま俯うつむいた。


「安心して、こっちの用件を聞いてもらえたら爆弾を解除するから」


『蛍』はそんなさくらを元気づけようとするみたいに、おおげさな身み振ぶりを交えて語った。


「信じてもらえないかもしれないけど、ぼく、ほんとはこんなことしたくなかったんだ。でも『蠅王』のやつには弱みを握られててさ、逆らえないんだよ。『絲妃』とちがって『蠅王』は反はん抗こうしたら即そく座ざに殺しにくるほど残ざん虐ぎやくじゃないけど、すごい性格悪くてヤなやつなんだよ～」


　もはや半べそをかいている。


　何というか実際、頭を撫なでてあげたいぐらいであった。


　彼女も何だか被ひ害がい者しやのような気がする。悪いのは策を巡らしさくらと『蛍』をはめた『蠅王』だ。


　そう考えたほうが、いまは精神衛生上よさそうだった。


　誰も彼もを疑い怨うらみ敵意をもって接するのは、疲つかれる。今のさくらに、そこまでの心の余裕はなかった。


「ほんとにね、ぼくはむしろ、きみの味方をしたかった。ううん、せめてお礼を言いたかったんだよ。感謝してるんだ、『絲妃』を倒たおしてくれたこと」


　予想外の言葉に、さくらが目を見開くと、『蛍』ははにかんだ。


「ぼくはね、『絲妃』にも脅おどされて無理やり言うこと聞かされてた。弱いやつだよね、情けないよ。でもさ、怖かったんだ。故郷を、家族を、大事なものを人ひと質じちにされて、ぼくはどうしても逆らえなかった」


「それは、仕方ないことだと思いますよ」


　同じように『絲妃』に脅され、苦く悩のうの果てに命を落とした『水蛇』を思いだした。


　自分の命よりも大事なものを敵の手中に握られたとき、それでも勇気をもって踏ふみだせるものはいない。


　さくらは、すでに故郷を失い、もはや天てん涯がい孤こ独どくの身の上だった。愛するひとも、将軍の血統という立場に守られていた。


　人質にされるものがなかったから、思いきりよく戦えたのだ。


　状じよう況きようがちがえば『蛍』と同じように、『絲妃』の蜘蛛くもの巣から逃のがれられずに悪の手先となっていたかもしれない。


「そんな恐おそろしい『絲妃』に、きみたち『銀狼長屋』は立ち向かい、見事に大勝利を遂げたんだよ。きみたちは、『大奥』の英えい雄ゆうなんだ。すくなくとも、ぼくはきみたちに感謝してる。他ほかの生徒もみんなそうだよ」


　そうなのだろうか。


　自分たちは、価値のあることをしたのだろうか。


『水蛇』の、『金獅子』の、多くのものたちの死は、無む駄だではなかったのだろうか。


　だとしたら嬉うれしい。


　涙なみだがでそうなぐらいに。


　視線を落とし、しばし散っていった仲間たちに祈いのっていると。


「厚かましいにも程ほどがあるけど、『絲妃』を倒しこの国に革命クーデターをもたらしたきみの実力を見込んで、頼みたいことがあるんだ」


　本題なのだろう、居住まいを正して『蛍』はこちらを見み据すえた。


　すでにカツ丼は完食し、米こめ粒つぶひとつも残っていない。


「単刀直入に言って、きみにはある事件の解決を依い頼らいしたい」


「事件、ですか？」


　将軍御ご前ぜん試合からこっち、『大奥』は体制の変化によるもろもろの雑事でてんてこまいなだけで、平へい穏おんなものだと思っていたけれど。


「何かが起きてるんですか？」


「『大奥』の生徒が消えてる」


　声をひそめて、『蛍』が周りの目を気にしながら。


「誘ゆう拐かいされてるのか、逃にげだしてしまったのか、消し飛ばされてるのか、それはわからないけど──行方ゆくえ不明になっている生徒が、将軍御前試合からこっち、合計ですでに十数名にもなっている」


　それがほんとうなら、あきらかな異常事態だ。


　原因不明の、生徒の消失。


　血が流れ、死者がでているのではないぶん、どこか危機感がないが。


　薄うすら寒い不安があった。


「でも、今日の集会を見たかぎり──そんなに生徒が減っているようには思えませんでしたけど」


　生徒が消えているなら、もうちょっと騒さわぎになっているはずである。


　すくなくとも、消えた生徒の関係者は落ちついていられないはずだ。警戒し、行方不明の仲間を心配し、どうしても動どう揺ようが態度にでる。


　でも今日の集会では、そんな様子はなかった。


　いたって平和な雰囲気だった。


「そうだろうね」


　意見を述べると、『蛍』は素す直なおに頷うなずいた。


「それも当然だよ、消えたのは一いつ般ぱん生徒じゃない。いまの『大奥』の事情には関かかわってない、大奥地下監かん獄ごくに囚とらわれていた生徒たちなんだ」


「地下、監獄？」


　知らない言葉だった。


　さくらが首を傾かしげると、『蛍』は何でも聞いて、という子犬みたいな態度で。


「どうやら『絲妃』が秘ひ密みつ裏りにつくった施し設せつみたい。その死後に発見されて、事情があってそのまま利用されてる」


　また『絲妃』だ。


　あの毒婦は死んだが、その残ざん滓しはいまだ『大奥』にわだかまったままなのだ。


「どうやら『絲妃』が己おのれの能力の強化のため、その実験台として用いるために誘拐した生徒や、己の能力が通じにくい相手を隔かく離りするためにつくった施設らしい。今は、逆に『絲妃』の部下としておぞましい行こう為いの片棒を担かついでた連中のなかで、とくに罪が重いものが収しゆう監かんされてる」


　独裁者だった『絲妃』とて、孤こ独どくだったわけではない。その右みぎ腕うでだった『赫竜』をはじめ、多くの部下を脅し、また心しん酔すいさせて操っていた。


　そのなかでも、とくに彼女の悪意に染まっていたものたちが、いまは投とう獄ごくされているのだろう。


　いま、『大奥』は新将軍を迎むかえ平和になったように見える。だがその光り輝かがやく新時代の陰かげに、排はい斥せきされ、そんな穴ぐらに押しこめられた連中もいるのだ。


　勝てば官軍なのだろうけど。


「ともあれ、誘拐された生徒はすでに『大奥』では死亡扱あつかいみたいだし、新しく投獄されたのも『絲妃』の腹心、いまの『大奥』の本流からは外れてしまったものたちだからね」


『蛍』が溜ため息いきをついた。


「そんな連中が消えたところで、誰だれもあらためて騒いだりしないさ。だからといって看過できない。いまは地下監獄で被ひ害がいが収まってるけど、これが『大奥』全体に波は及きゆうする災さい禍かでないと誰にも断言できないからね」


　だからこそ、その事件の調査と、真相の解明をさくらに依頼しようというわけだ。


　でも疑問なのは、なぜ自分なのだろう？


「きみには、そもそも地下監獄に入ってもらおうと思ってたからね」


『蛍』は食後のお茶を口に含ふくみ、一息ついてから。


「あ、言い忘れてたけどぼくは『大奥』の司法や警備を担当する『執しつ行こう部ぶ』って家臣団レギオンの、副長をやってる。部長は序列二位の『鎌かま切きり』っていうんだけど──まぁ今はいいや、その地下監獄はいま『執行部』の管かん轄かつになってるんだよね。だから、ぼくらにはきみを司法に基もとづき投獄することができる」


　それは聞いたことがあった。


『大奥』にも法はある。それに違い反はんすれば『執行部』が介かい入にゆうし、司法に照らして処しよ罰ばつする。まぁ、『絲妃』には何もできない傀かい儡らいにされていたようだけど、幕府から司法権を与あたえられた『執行部』はかなりの地位と権力をもっている。


「きみたち『銀ぎん狼ろう長なが屋や』には、将軍殺し、および革命クーデターを企くわだてた国家反逆罪の嫌けん疑ぎがかけられている」


「それは──」


　考えてみれば、それはぐうの音もでないほどの正論である。


　本来ならば、将軍殺しなど計画しただけで一族郎ろう党とう皆みな殺ごろしにされてもおかしくないほどの大罪だ。世紀の大悪党であった『絲妃』を倒すため、という大義名分があったため己らが正義のように錯さつ覚かくしていたが、世間的に見たら『銀狼長屋』は国家を揺ゆるがした謀む反ほん人でしかないのだ。


　自分たちのしたことに、後こう悔かいはない。


　むしろ、誇ほこりすら抱いだいている。


　だが世間の目は厳しい。どれだけ声こわ高だかに自分たちに正義があったのだと主張しようが、法律は公平に、さくらたちを裁くであろう。


「もちろん、みんなわかってるよ。ほんとうの悪党が誰だったかって。きみたちを罪人として処罰することが、どれだけ非道ナンセンスなことかって」


『蛍』は勇気づけるように、身を乗りだして主張した。


「だから、ぼくが全力で弁護する。何とか、最大限に減げん刑けいできるように努力する。すくなくとも、その身に危害が及およばないように配はい慮りよする。爆ばく弾だん仕し掛かけたぼくが何を言っても説得力ないだろうけど、信じて」


　一いつ生しよう懸けん命めいに、そう言うので。


　さくらは何だか微笑ほほえましくなった。


　権けん謀ぼう術じゆつ数すうが渦うず巻まく『大奥』では、珍めずらしい性質の女の子だ。どことなく、『銀狼』に似ている。あるいはその母であり目標だった『金獅子』に。


　つまり善良なのだ。


　愚おろかしいぐらいに。


「でも、まったくの無罪っていうのはありえない。世せ間けん体ていを鑑かんがみて、何らかの処罰はしなくちゃいけない。でないと、法の意味がない。これは『執行部』として、けっして譲ゆずっちゃいけない最低限のけじめだ」


『蛍』は真っ直すぐにこちらを見て、おおきな胸むな元もとに手を添そえると。


「だから、きみには将軍殺しおよび革命クーデターをくわだてた罰ばつとして、という名目で、大奥地下監獄での懲ちよう役えきを申し渡わたしたい」


　話が繫つながってきた。


「罰はきちんと与えたということで、『執行部』としては言い訳がきく。同時に、きみが地下監獄で発生している謎なぞの生徒消失事件を解決すれば、それは実績になる。きみの名声が高まり、さっきの集会で将軍さまが言っていた『幕府への貢こう献けん』と判断され、序列もあがるはず」


　生き真面目まじめに。


「ぶっちゃけるよ。この事件を解決できたら、ぼくは序列三位の地位をきみに譲る。そうやって、ひとつずつ序列を駆かけあがるんだ。自分の実力を、有用性を証明し、周りの全員に祝福されながら」


　こちらを指さして。


「でないと、きみは将軍に寵ちよう愛あいをうけて、序列を無視して求婚プロポーズまでされたずるくて憎にくたらしい女だ。『大奥』の生徒のすべてが、きみを怨うらむ。だけど実力で序列一位を、正妻の地位を勝ち取れば、誰もきみに文句なんて言わなくなる」


『蛍』は、宣告してきた。


「ひとつひとつ、実績を積みあげて、きみは『大奥』の頂点にのぼるんだ。そのときこそ、ぼくらは全員が心からきみを祝福し、喜んで仕える。きみを女王とし、この国の母として──かしずくよ」


　それは、苦しく過か酷こくな道だが、がんばって背せ伸のびすれば届くかもしれない未来だった。


　秀影は、先に望むべき未来に辿たどりついた。


　今度は自分の番なのだろう、とさくらは思うしかなかった。





　舞ぶ台たいは示され、退路は断たたれた。


　あとは、じょうずに踊おどりきるだけだった。
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『蛍』と別れたあと。


　彼女はほんとうにこちらに最大限の配慮をするつもりのようで、無理に監獄へ押しこめることもなく「準備とかいるだろうし、三日後ぐらいに迎えにいくからね」と申し訳なさそうに言って去った。


　その間に逃げることも考えたが、身体からだに仕し掛かけられた爆ばく弾だんがある。


　これもまた秀影と結ばれるためには、必要な試練だと思えば──やはり面めん倒どうだし不ふ愉ゆ快かいだが、乗りこえてやろうという気き概がいもでてくるのだ。


　ともあれ。


　懲役期間がどれほどになるかはわからないが、きっと短くはないだろう──せめてお世話になっている相手に挨あい拶さつはしておこうと、近ごろ仲のよい『女じよ王おう蜂ばち』と面会した。


　将軍御ご前ぜん試合からこっち、さくらは彼女の住居である『蜂はちの巣す屋や敷しき』に居い候そうろうしている。


「汝なんじも大たい概がい、忙いそがしいであるな」


　独特な声でそう言ったのは、巨きよ大だいな女である。


　単純に背が高いだけではなく、均整のとれたうつくしい身体つきでそのままおおきい。今の『大奥』は比ひ較かく的に平和なためか、その本ほん拠きよ地ちのためか、見慣れた戦せん闘とう衣である十じゅう二に単ひとえではなく身軽そうな室内着である。


　長い黒くろ髪かみも頭のうえで何度か折りたたむように結ゆわえられ、生活臭しゆうがする。


　彼女とは敵同士だった、いちど敗北もしている。その所属する家臣団レギオン『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』に壊かい滅めつ的な打だ撃げきを与えたのも自分だ、お友達とも呼べない相手だが──。


　基本的に世話好きなのか、何やら思うところがあるのか（見方を変えれば、さくらは彼女とその家臣団レギオンを解放したともいえる）、わりと良くしてくれていた。


「上からの命令じゃあ、仕方ありませんよ」


　さくらは苦く笑しょうするしかなかった。


『大奥』の女生徒たちは、おおくが家臣団レギオンと呼ばれる小集団に身を置いている。


　高位の序列の持ち主の形成する軍団で──生せい活かつ基き盤ばんを強者の庇ひ護ご下におくことで己の身を守り、その見返りとしてその主あるじに奉ほう仕しをする、いわば主従関係だ。


　戦闘集団、ただの互ご助じよ組織、薬くす師しや爆弾処理などの特とく殊しゆ技能者たちの協会などなど、その性質は多た岐きに及ぶ。


　だが、さくらの所属する『銀狼長屋』は事実上、瓦が解かいしたようなものだ──おまけに住居を移したばかりだった天空校舎『獅し子し宮きゆう』はそれを維い持じ管理していた『金獅子』の死とともに落下、四散している。


　行き場をなくし、一いつ匹ぴき狼おおかみを気取るしかないかと思っていたのに。


「どうせ部屋も余っておるし──」


　こちらの事情を相談したら、『女王蜂』は当たり前のように。


　さくらが収監されている間は、落下した『獅子宮』から回収された荷物なども含めて、彼女が預かってくれると言ってくれた。


「懲役が終わったあとも、ずっと妾わらわの『蜂の巣屋敷』で暮らしてもよいのだぞ。もちろん、べつに『ＷＢＳ』に所属しろというわけでもない──序列でいえば妾より汝のほうが高位であるしな、筋がとおらぬ。だが見ていられぬよ、今の汝は」


「心配せずとも、べつに不満はありませんよ」


　さくらは強がって、必要最低限のものだけ手提げポシエツトに詰つめると、『女王蜂』を見あげる。


「将軍殺しは重い罪です。誰かが、罪を贖あがなわなくてはいけないのです」


　胸に手をあて、微笑む。


「それは、友と母を失い当て所どなくさまよっているのだろう『銀狼』姐ねえさんではなく──この『大奥』に残ったわたしであるべきです。他ほかに何もできないだけで、恩返しにもならないかもしれませんけど」


「ちっちゃいくせに、背負いこみすぎである」


　そりゃあ、あんたから見たらだいたい『ちっちゃい』だろ、と思った。


　なぜか子供にするように頭を撫なでてきながら、『女王蜂』が困ったように。


「世話ぐらい焼かせろ。ひとは孤こ独どくには生きられない、たまには頼たよれ。幸い、妾は頑がん丈じようでおおきい。当面の足場としては、てきとうな相手であろ」


　えへん、と何だか可愛かわいらしく胸を張られてしまった。


　善良なのだ。もちろん、彼女は仲間たちの不利益になると判断すればいくらでも冷れい酷こくになれる、だがそのぶん身内には甘い。


　そのあったかさに、縋すがりつきたくもあった。


　でも今は、迷めい惑わくをかけている申し訳なさのほうが強かった。


「俯うつむくな」


　知らずさがっていた視線の先に、『女王蜂』は腰こしを折って無理に頭をねじこむ。


「胸を張っていろ。汝らは、誰だれもが怯おびえ唯い々い諾だく々だくと従うだけだったあの暴君『絲妃』を倒たおした英えい雄ゆうである」


　肩かたに手を置かれ、真っ直ぐに覗のぞきこまれる。


「汝らは『大奥』を救ったのだ。みんなそれを知っている。犠ぎ牲せいもあったろう、汝自身も傷ついただろう、それでも成し遂とげたのだ。みんな感謝している。支えたいと望んでいる──周りを見ろ、つらいならそう言え、己おのれのなかに埋まい没ぼつするのはよせ」


　それは、胸が震ふるえるほど力強い励はげましだった。


「妾がいる。汝を慕したうものたちもいる。『銀狼』もきっと生きている。それに誰よりも、汝を愛してくれる将軍さまがいるのだろうが」


　秀影の優やさしい笑え顔がおが、脳のう裏りに反はん響きようした。


　なぜだか泣けてきた。


「羨うらやましいほどに、汝は孤独ではないはずである」


　その言葉を、証明するみたいに。


　不意に、携けい帯たい電でん話わが着信を示す振しん動どうを放った。驚おどろいて取りだし、『女王蜂』を気にしながらも画面を見た。見知らぬ番号が並んでいる。


「ほらな」


『女王蜂』は気さくに微笑むと、肩をすくめる。


　何だか腹立たしかったが、さくらはくちびるを尖とがらせて携帯電話を耳に当てると。


「は、はいっ。もしもし、どなたでしょう？」


　丁てい寧ねいに問うた。


　すると、長い沈ちん黙もくのあと──。


『もし　もし』


　慣れていないというふうな、ぎこちない口調で。


『さくら　か？　きこえて　おるか？』


　聞き間ま違ちがえるわけがなかった。


　この声を。
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　さくらの両目に、見る見る涙なみだが溢あふれた。自分でも驚くぐらいに。


　喉のどが震え、声がでずに、腰が抜ぬけちゃいそうだった。


『もし　もし？』


　また問われたので、さくらは目元をごしごしと擦こすると、掠かすれきった声で。


「……姐さん？」


『うむ』


　つうじた、と嬉うれしそうにつぶやいてから、電話の向こうから。


『われ　は　『ぎんろう』　に　ござる』


　懐なつかしくも抑よく揚ようのない、木もつ琴きんを叩たたくような、可愛らしい名乗りがあった。


「姐さん！」


　我が慢まんできなくて、さくらはその場に膝ひざをつくと、大切に携帯電話を耳に添そえ──その場で泣きじゃくった。張りつめていた緊きん張ちようの糸が切れた気がした。


　頭がぐちゃぐちゃ、わけがわからなくて──とにかく安心して。


「『銀狼』姐さん！　姐さん、姐さん……！　無事で……！　わたし、心配──生きてるって、信じてましたけど！　怖こわかった、姐さん──よくぞ生きて……！」


　洟はなをすすって、神に祈いのりを捧ささげるように、携帯電話をかたく肌はだに押しつけて。


　跪ひざまずいたまま。


「『水蛇』が、『水蛇』が死んじゃったよ姐さん──」


『きいておる』


『銀狼』の声は平へい坦たんだ、でもそれは彼女の体質の問題である。


　無感情なわけではない。


『いちおう、『おおおく』の　じじょう　は　ききおよんで　おる。いま『ゆにこおん』とふたりで　おるのだが。かのじょ　が　『らいおんきんぐだむ』と　やりとり　を　していて　う　うう』


　言葉が途と切ぎれ、理性的な説明を『銀狼』はできずに。


『うう　～』


　唸うなった。


『かのじょ　は　『みずち』　は　せっしゃ　の　こころ　の　とも　であった。あったかくて　やさしくて　すきだった。かなしい　…』


　声が、沈しずむ。


『かなしい　…』


　ふたりは、しばし大事な仲間のために泣いた。


　彼女は──『水蛇』は、本人はかたくなにそう名乗らなかったが、『銀狼長屋』の一員で、友で、支えであったのだ。


　もう二度と会えない。


『でも　『みずち』の　おかげ　で　せっしゃ　も　おかあさま　も　かてた。かのじょ　の　ぎせい　を　む　に　せぬため──われら　いきてゆこう　さくら』


　ちいさな、さくらの保護者は、母が搔かきいだく赤子に語りかけるように。


『まだ　かなしい。とても　とても。かなしくて　つぶれてしまいそうなほど。でも　せっしゃ　が　いる。ここ　で　いきている。それを　わすれないで。いま　は　とおく　はなれているけれど　ふたり　『みずち』の　たましい　と　ともに　ある』


「姐さん──」


『そう　せっしゃ　さくら　の　ねえさん　だもの』


　愛で、包みこむように。


『なけ　さくら　せっしゃ　も　なく──ないたら　ふたり　で　あるきだそう』


「姐さあん……」


　言葉どおりに、さくらは馬ば鹿かみたいに泣いた。身体中の水分がなくなるぐらいに。将軍御ご前ぜん試合から、痛みを決して見せぬ肉にく食しよく獣じゆうのように、必死に保っていた心の水平。それが乱れ、たっぷり溜ためこまれた哀かなしみがやってきた。


　ずっと我慢してきたのだ。


　あるいは、目を逸そらしていただけで──ずっと、それは胸のなかにあった。出血を自覚していないみたいに、身体からだから体温は失うせ、心は死にゆこうとしていた。


　支え、抱だきしめ、癒いやしてくれるひとがいた。


　ようやく安心し、さくらは哭なけたのだ。


『水蛇』。


『水蛇』……。


　嗚お咽えつがとまらず、呼吸ができないぐらいだった──そんなさくらに、『銀狼』はゆっくりと己の置かれた立場を語った。


　将軍御前試合の終幕から──今に至るまでの、それは『銀狼』の辿たどった物語だった。


　あのとき。


　こちらの計画した革命クーデターのとおりに『銀狼』は単身、大おお阪さか城へ向かい──『絲妃』に追いつめられたが、母『金獅子』に助けられ、ともにあの巨きよ悪あくを打だ倒とうした。


　その後、乱入してきた『赫竜』と死力を尽くした戦いになったという。


　両者、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたが大阪城が半はん壊かいするほどの死し闘とうを繰くりひろげ──なかば共とも倒だおれになったという。『銀狼』は『赫竜』の紅ぐ蓮れんの炎ほのおに灼やかれながらも彼女に一いち撃げきを叩きこんだが、そこでちから尽つきて失神──気づけば『一本角』の背に負われていたとか。


　かつて『金獅子』の崇すう拝はい者だった『一本角』は脅きよう迫はくされ『絲妃』の下僕とされていたが、その死と同時に自由となり、己の過あやまちを償つぐなうために『銀狼』を保護した。


　彼女の治ち療りようを受け、体調が回復するまでしばし大阪城を離はなれて──潜せん伏ぷくしていた。


『銀狼』はずっと意識がなかったという。


　おおいなる哀しみと激戦による負傷と疲ひ労ろう、すべてがちいさな彼女を思いの外に消しよう耗もうさせていた。だが伝説の薬くす師しである『一本角』の心づくしにより戦せん闘とうで失われた片手もまだろくに動かないが繫つながって、いまは元気を取り戻もどしつつあるらしい。


　つい今朝方、ようやく目覚め──連れん絡らくをとれるぐらいに回復したので、『一本角』から携帯電話を借りた。そして『大奥』内部の『ライオンキングダム』のものに仲ちゆう介かいしてもらって、こうして無事を連絡してくれたのだ。


『銀狼』は申し訳なさそうに、ちいさな声こわ音ねで。


『しんぱい　を　かけた。ひとり　に　して　すまない』


「ううん……、ううん姐ねえさん──信じてました、生きてるって。わたしはだいじょうぶ、もう、元気百倍です」


　言うと、『銀狼』は『せっしゃも』と穏おだやかに応こたえてくれた。


　胸が熱くなる。


　また涙が零こぼれたが、苦しいものではなかった。


『銀狼』は、『一本角』とともに『金獅子』の故郷へと向かって──彼女を荼だ毘びにふすために移動中なのだという。『絲妃』と決着をつけ壮そう絶ぜつに果てた、あの誇ほこり高い女の亡なき骸がらは回収する余よ裕ゆうがなかったが、その志を受け継ついだ『銀狼』がいる。


　葬そう式しきを執とり行い、けじめをつけたら──また帰ってくる、そう誓ちかってくれた。


　元将軍吉刳、『絲妃』、そして『金獅子』の正式な葬そう儀ぎはすでに執り行われている。国をあげて。さくらはまだ自由の身ではないが、懲ちよう役えきが終わったらお礼を述べるために、その仏ぶつ壇だんを見み舞まおうと思った。


　──ありがとう『金獅子』、姐さんを守ってくれて。


　ちからが漲みなぎってくる。


　強く生きている『銀狼』の声を聞き、気持ちを受けとって、さくらは目が醒さめる心地ここちだった。まだ苦しいけど。全身がばらばらになりそうなほどに。


　でも、だいじょうぶだ。


　ふたりなら。


『銀狼』はいつ戻れるかわからない。正式に、彼女は『金獅子』がのこしていた遺書にしたがってその領地を受け継いだらしい。事後処理や事務仕事がおおくあったし、ほとぼりが冷めるまで『大奥』に戻るのも難しいだろう。


　彼女はいちおう、革命クーデターを企くわだてた重犯罪人ともいえるのだ。


『ほんとう　は　とんで　かえりたい』


『銀狼』は素そ朴ぼくに、つまり真っ直すぐに。


『さくら　を　だきしめて　あげたいよ』


「わたしも──」


　さくらはぬくもりを感じようとするように、携帯電話を耳に強く擦りつけた。


「姐さんに会いたい」


　でも。


　それは今ではない。


　優やさしいひとたちが生命をかけて守ってくれた未来と、きちんと向きあい、すべてが落ちつくまでは──寂さびしいけれど、己おのれの戦場を生きのびなくてはいけなかった。


　でも、乗りこえていける。


　そう思えた。


「姐さんが帰ってくるまでに、わたしは後始末を終えて──すべてを、整えておきます」


『むり　は　するなよ』


　問題は山積みだ。


　仇かたきはおおくが斃たおれ、残るは行方ゆくえ不明の『赫竜』のみ。立て直しの最中にある『大奥』のなか、さくらは監かん獄ごくへ幽ゆう閉へいされ、おまけに奇き怪かいな事件を解決しなくてはならない。『黒船』の存在も不気味だし──。


　できることは少ないけれど、また生きて『銀狼』と再会するために。


『では　な。また　れんらく　する』


『銀狼』は名残なごり惜おしそうだったが、まだ体調が万ばん全ぜんではないのだろう、声が苦しそうだった。無理をしてほしくないので、さくらも頷うなずいた。


「はい、姐さん。また──」


『なにやら　『ゆにこおん』が　しゃしん　を　おくるとか』


『銀狼』は機械が苦手なのでよくわかっていないようだが、最後にそう言い添えて、通話が途切れた。写真？　何だろう、と思っていたらすぐに写真が添てん付ぷされた通信メールが届いた。


　何気なく見て、さくらは「ブッ」と噴ふいた。


　清潔そうな、病室である。寝台ベツドに座りこんだ『銀狼』は、なぜだろう──ぺんぎんの着ぐるみをまとっていた。片手をあげて、すごく可愛かわいい。いつもの無表情な顔だけが露ろ出しゆつしており、この地方では一いつ般ぱん的な服装だと聞いた、というむねの文章が添そえられていた。


　騙だまされてる。


　そんな『銀狼』の背後では、何やら満足げな純白の女──『一本角』が、なぜか両手にお魚ふうのぬいぐるみを抱かかえて、すごくイイ笑え顔がおを浮うかべている。


　何だこれ……。


「『一本角』さん──何だかお友達になれそう……！」


　興奮してハァハァ息を荒あららげ、さくらは落ちこんでるのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきた。
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　三日後。


　約束どおりに、さくらは『大奥』地下監獄へと収しゆう監かんされることになった。


　位置は大阪城の真下であり、成る程ほど『絲妃』の秘密基地だった──というのも頷ける。


　天下の将軍御ご座ざ所しよの地下にそんな怪あやしげな施し設せつをつくりあげるとは、あの女はどこまで理り不ふ尽じんな権力を握にぎっていたのだろうか。


　よくもまぁ、そんな暴君『絲妃』を倒たおせたものだ──。


「こっちだよ」


　巧こう妙みように隠かくされた地下への階段を、『蛍』に先導されて歩いている。


　もっと物々しく番兵などを引きつれて歩くことになるかと思っていたが、『蛍』ひとりのみだ。


　さくらの身体には爆ばく弾だんが仕し掛かけられているのだ──最悪、ひとりでもこちらを取り押さえられると判断したのか。単純に人手不足か。


「よかった、ちゃんと逃にげずにきてくれて──正直、不安だったんだよ」


　今日も何だか男の子のような『蛍』は、さくらのすこし前を歩いている。


　その武骨な補聴器ヘツドフオンと鎧眼鏡ゴーグルを眺ながめつつ、さくらは己の生活用品などが入った鞄かばんを背負い、歩く。荷物はさほど多くはない。『獅子宮』の落下にともない私物の多くは失われており、新たに買い直した着き替がえや化け粧しよう道具などなど。


　そして、『銀狼』や『水蛇』などといっしょに撮とった写真──。


　もちろん、先日の遊興デートの最中に撮さつ影えいした、秀影の写真も。


「さくらを導いてください、秀影さま──」


　写真をじっと見つめていたら、たまらなくなって。


『導く導く！　俺はさくらちゃんのためなら火のなか水のなか！』


「あぁん、秀影さま──愛してます、ちゅっちゅ♪」


　写真の秀影と声こわ色いろなどをつかって妄もう想そうを繰りひろげていたら、『蛍』が「うるさいよ『百手姫』～？」と当然のお叱しかりをとばしてきた。チッ。


　でも、不安なのだ──行き先は監獄だ。何が起きるかわからない。


　武装は没ぼつ収しゆうされていないが、義ぎ肢しはいちど壊こわれたら修復が難しい。


『水蛇』を荼毘にふすため故郷へ戻ったという『阿あ呆ほう鳥どり』が帰ってくれば──とも思うが、どこまで、この身体は保もつだろうか……。


「足あし下もとに気をつけてね、転げ落ちたらたぶん死んじゃうから」


　階段は長く深く、地じ獄ごくにでも繫がっているかのようだった。


　暇ひまだし不安だったので、さくらは『蛍』に話しかける。


「ずいぶんと、わたしは侮あなどられているみたいですね──転んだりしませんよ」


「馬鹿にしているわけじゃないんだよ、べつに怖こわがってもいないけど」


「だから、わたしの護送もあなたひとりで充じゆう分ぶんだと？」


「ぼくの人望がないだけだよ。人手も足りないし──新体制に移行する幕府のなかで、誰だれもが動どう揺ようしている。だけど、地下監獄で起きてる事件は誰かが解決しなくちゃいけない。ぼくには他ほかにやることもあるし、きみに頼たよるしかないんだ」


　相変わらず真っ直ぐに、こちらを肩かた越ごしに見つめて。


「それより、これから入にゆう獄ごくするにあたって──挨あい拶さつしてほしいひとがいる」


　触しよつ角かくのような跳はねねっ毛を揺ゆらしながら、『蛍』は思いだしたように。


「この監獄には『絲妃』の部下だったやつが多いって言ったよね、彼女と敵対していたきみは、たぶん居い心地ごこちがよくはないと思う。だから捜そう査さを円えん滑かつに進めるため、この監獄ではある人物の庇ひ護ごを受けてもらう、それで他の囚しゆう人じんはきみに手出しできなくなるはずだ」


　純じゆん朴ぼくな彼女にしては珍めずらしく、眉まゆをひそめて。


「ちょっと奇き妙みよう、というか独特というか──何かこう、いろいろ厄やつ介かいなひとだから、何を言われてもびっくりしないよう心構えをしておいてね」


　不安すぎるが、さくらは小首を傾かしげて。


「この地下監獄とやらの、獄長さんみたいなかたですか？　『これからお世話になります』とご挨拶をするのは、まぁ礼れい儀ぎだと思いますけどね──」


「この監獄は『執しつ行こう部ぶ』の管かん轄かつなんだけど。だから、獄長っていう立場にいるのは序列二位にして部長の『鎌切』なんだよ──でも、あの子は責任感皆かい無むだしな、挨拶の必要はないかな？」


　酷ひどい物言いである。


『鎌切』か──どんな人物なのだろう。


　高位の序列のものは当然、『大奥』内部で噂うわさには聞いたりする。『鎌切』といえば冷れい酷こく無情な処しよ刑けい人、生徒たちに厳げん罰ばつを与あたえる逆らってはいけない相手──という印象だったのだが、どうも想像した人物像とはかけ離はなれている気がしないでもない。


　それよりも。


「では、いったい誰に挨拶を？」


「説明が難しいというか、ぼくごときがその素す性じようを明かしていいのかな」


『蛍』も煮にえきらない口調である。


「そのひとは『絲妃』の時代から囚人として、この地下監獄に隔かく離りされていたんだ。あの『絲妃』ですら、それ以上のことはできなかった──かなりの、重要人物だね。『絲妃』亡なきあと釈しやく放ほうされたはずなのに、この地下監獄に居座りつづけてる迷めい惑わくなひとだよ」


　えっと、と手帳を取りだして。


「この『大奥』での源氏名は『吸血姫ばんぱいあ』──となってるね、俗ぞくには『姫ひめさま』なんて呼ばれてるみたい。ただ序列の外にいるひとだし、彼女は彼女であるだけで御台所正妻と同等以上の権力をもっているんだよ」


　どういうことだろう？　と思ったが、疑問を追つい及きゆうする前に階段の終点についた。


「詳くわしいことは、実際に会って直接聞くといいよ」


　説明が面めん倒どうになったのか、『蛍』がそう言った。体育会系だなあ。


　呆あきれていると、『蛍』は丁てい寧ねいに分厚い扉とびらを解かい錠じようし、開いた。


　奥は細長い通路になっていた。その左右には鉄てつ格ごう子しの嵌はまった独どつ居きよ房ぼうがいくつも並んでいる。囚人はかなり多く、ほとんどの檻おりが埋うまっていた。


　収容されているのも『大奥』の生徒だ。基本的に見み目め麗うるわしく、独居房のなかも高価な調度などが目立つすごしやすそうな空間である。鉄格子さえなければ、かなり快適そうではあった。


　もともと『絲妃』の部下だったものが多いという話だし、彼女を革命クーデターで倒したさくらにはみんな敵対心ばりばりで、酷く睨にらまれた。野や次じや恨うらみ言も聞こえてくる。


『執行部』の『蛍』がいる手前、今は何もしてこないが──これは気をつけていないと、闇やみ討うちなんかの危険すらあった。


　たしかに、誰かの庇護でも受けていないと、怖くて夜も眠ねむれないだろう。


「簡単に構造を説明しておくね」


『蛍』がさくらを庇かばうように、導線ケーブルを揺らし周囲を威い嚇かくするようにして。


「ここが監かん房ぼう、囚人たちの住居だね。ご覧のとおり、最低限の生活設備はある」


　まぁ狭せま苦くるしいが、個室ではある。あまり面積がないとはいってもさくらの長屋での居室より広いぐらいで、思った以上に暮らしやすそうだった。


「お風ふ呂ろは共同で、決められた時間に全員まとめて入浴する。お手洗いなんかは呼び鈴りんを鳴らせば係のものが案内するし、体調が優すぐれないときなんかも遠えん慮りよせずに言ってね」


　至いたれり尽つくせりだ。


「食事は日に三度、お菓か子しなんかも食べられるよ。その他、生活必ひつ需じゆ品や娯ご楽らく品なども注文してくれれば、最大限に手配するからね」


　見るとたしかに甘いものをかじっていたり、一心不乱に原げん稿こう用紙に書きものをしているものもいる──監獄、という名が似合わないぐらいだった。


　もちろん『絲妃』がここを管理していた時代はもっと凄せい惨さんな場所だったのだろうが、あの巨きよ悪あくが倒された今、国の宝であるお姫さまたちをぞんざいには扱あつかえないのだろう。


「いちおう脱だつ獄ごくを目もく論ろんだり、囚人同士の諍いさかいなどがあった場合──『執行部』が介かい入にゆうするから、あまり妙みようなことは考えないほうがいいよ」


　さくらには『蛍』の爆弾が仕掛けられている（能力に制限時間などがあるのならもう解除されてるかもしれないが、身を張ってまで確かめたくはない）。言われなくても、迂う闊かつな真似まねはしないつもりだが──。


「この通路の奥の扉から別室に繫つながっていて、お風呂なんかの生活設備、特別な懲ちよう罰ばつ房ぼうや、娯楽室などがある。定期的に運動の時間があるから、身体からだが鈍なまることもないはずだよ」


　思いだしたように、『蛍』が付け加える。


「あぁ、きみは義肢だったっけ──運動は免めん除じよされるかもしれないね。必要なら医師が派は遣けんされるから、不調があったら気楽に連れん絡らくしてね」


　好待たい遇ぐうだなあ……。


「どうぞ、こっちだよ」


　奥の扉を解錠し、進む。その先も通路を延々と歩き、何やら豪ごう奢しやに飾かざりつけられた目に痛い真しん紅くの扉に辿たどりつく。他の部屋からあきらかに隔離されているし、扉も頑がん丈じようそうな材質で、錠前もいっぱいついていた。


　化け物でも封ふう印いんされていそうな物々しさである。


『蛍』はてきぱきと鍵かぎ束たばで解錠しまくり、丁寧に扉を開いた。


　さくらは警けい戒かいしながらも、彼女につづいて入室する。


　啞あ然ぜんとした。


　広々とした部屋である。余よ裕ゆうで走り回れそうだ。王おう侯こう貴族の城のなか、といった感じの華か美びな装そう飾しよくが目立つ。あちこちに金の縁ふち取どり。足下には絨じゆう毯たん。最高級品の調度が並び、中央には天てん蓋がいつきの寝台ベツドまであった。


　目がくらむほどの、派手派手しくも高貴な居室である。


　部屋の持ち主の身分が理解できようというものだ──いったい『吸血姫』とやらは何者なのだろうか、一国の姫だったさくらすら見たことのない豪ごう華かな部屋である。


　同時に、気づいた。


　部屋の片かた隅すみ。化粧台の物もの陰かげに、ひとりの女が立っている。


　完全に気配を消していたが、いちど認にん識しきしてしまえば無視できない──巨きよ大だいな肉にく食しよく獣じゆうのような威い圧あつ感かん。中ちゆう華か風ふうの太ふと股ももがおおきく剝むきだしになった衣い装しようをまとっていて、長身で女性的な凹おう凸とつが目立ち、だが全身が筋肉で引きしまっていて隙すきがない。


　眠っているかのような吊つりあがった糸目。かさぶた色の髪かみの毛はひっつめている。


　真横に、彼女の背せ丈たけと同じぐらいのおおきな青せい竜りゆう刀とうをたてかけて──腕うで組ぐみし、狐きつね目めの奥でこちらを静かに見み据すえている。


　お姫様ではなく、戦場で輝かがやく女武者の美だ。


　──強い。


　その女の全身から放たれる闘とう志しは、『大奥』序列十位以上の剛ごうのものに匹ひつ敵てきした。


　さくらは咄とつ嗟さに女たちの戦国──『大奥』に生きるものの当然の反応として、身構えた。腰こしのあたりに手を添そえ、武器である血刀の感かん触しよくを確かめる。


　こいつが『吸血姫』──？


　成る程ほど、いかにも只ただ者ものではないといった雰ふん囲い気きだけれど。


「…………」


　武者風の女はしばし値ね踏ぶみするようにこちらを眺ながめていたが、やがて頰ほおを搔かいて。


「あ、自分はただの従士。下っ端ぱなんで、そう畏かしこまらなくてもいいっすよ～」


　と気楽に言った。思いの外にやわらかい口調だった。


　この鍛きたえあげられた戦士っぽい女が、ただの下っ端……？


　さくらが戸と惑まどっていると、女のすぐ真横──目立たないふうに配置されたちいさな扉がゆっくりと開いて、誰かが恐おそる恐る、といったふうに顔をだした。


「お姉ちゃん、何だか騒さわがしいけど──もしかして、もうお客さまきちゃった？」


　さくらは驚おどろいた。のんびり語るその人物は、武者風の女とそっくりだったのだ。


　双ふた子ごだろうか。背丈と顔立ちはほとんど同一だが、こちらも糸目がちなものの垂れ目で、柔にゆう和わな雰囲気。身体もあまり鍛えてないようで、女性的にふんわりしている。まとう衣装もこれまた中華風だが、踊おどり子風に飾られていて、装身具もつけている。


　色っぽい容姿だが、その女はあくまで優やさしげに、子供っぽく頭をさげた。


「あぁ、やっぱり──えぇと、ようこそ『大奥』地下監かん獄ごくへ。あのぉ、歓かん迎げいのためにちいずけえきを焼いたんだよぉ。ずっと欲しかった異国の料理本が手にはいっちゃって……♪」


　嬉うれしそうに語っている。


　武者風の女とは対照的な雰囲気だ、顔立ちが似ているので余計にそう思う。香かおるのは、その言い分どおりに甘くて食しよく欲よくをそそる、焼き菓が子しの匂においだった。


　武者風の女は踊り子風の女──たぶん妹のほっぺたに指を添えて「味見しただろ、食べかすついてるぞ」「ひゃん、ばれちゃったぁ……♪」などとイチャイチャしている。


　気が抜ぬける光景であった。


　身構えているこっちが馬ば鹿かみたいだ。


「あのう」


　どうしたもんかと思って声をかけると、武者風の女が手をぴらぴらとふった。


「あぁ、挨拶っしょ？　そんな礼儀を尽くさなくてもいいのになぁ、うちのアホ……じゃないや、姫さまなんかにさ。付きあっても疲つかれるだけっすよ。今日言ったこと明日には忘れてるようなやつだしさぁ──」





「誰だれかあたくし様の悪口を言ったわねーっ!?」





　突とつ然ぜんだった。


　天蓋つきの寝台ベツドの掛かけ布ぶ団とんが吹ふっ飛び、ひらひらと舞まって落ちた。驚いてさくらがそちらに視線を向けると──。


　寝台ベツドの上に、その鮮せん烈れつな少女は仁に王おう立だちしていた。


　腕組みし、なぜか自信満々に。


　印象は、華はなやか、に尽きる。


　彼岸花のような真紅の髪の毛は長く、寝ね乱みだれているものの麗うるわしく強きよう烈れつだ。これまた中華風の、袖そで丈たけの余った衣装を身にまとっていて、黄色い天てん冠かんを拾ってかぶった。


　愛らしい顔立ちをしている。前向きで明るくて魅み力りよく的だ。


　年ねん齢れいは、さくらよりも幼い。子供だ。ちいさな指先で美び麗れいな細工が施ほどこされた扇おうぎを拾いあげる。そのまま背骨の限界に挑ちよう戦せんするかのように、思いっきり仰のけ反った。


　えへん、って感じだ。


「聞きなさい愚ぐ民みんども！　あたくし様はついに決めたのよ！」


　状じよう況きようも何もかも無視し、全世界に向けて言い放つように。


　刺し繡しゆうが施された扇を、ばぁんっ、と花開かせながら。


「そうよ決めたのよ名前をね！　この国の正統なる王者であるあたくし様が率いる超ちよう絶ぜつ無敵の戦せん闘とう集団、……その名は『鮮せん血けつ組ぐみ』ッ!!」


　全員置いてきぼりに、勝手に何かを語り始める。


「いくつか候補があって決めかねていたのだけど、他ほかのはどうもピンとこなくて──紅べに天てん狗ぐ党、曼まん珠じゆ沙しや華げ団……でもね、やっぱり鮮血組だわ！　高貴なあたくし様に相応ふさわしいでしょ？　いつでも先決！　ひとりで専決！　それが『鮮血組』ッッ!!」


　呵か々か大たい笑しようしているが、さっぱり意味がわからない。


　戸惑うこちらを無視し、真紅の少女は寝台ベツドのうえで元気よく足を踏ふみ鳴らした。


「こらーっ、あたくし様が動きだしたのよ！　あんたたち下僕もぼうっとしてないで行動開始よ！　活動よ革命クーデターよ準備万端整えて行進よ！　いいえ凱がい旋せんよ！　あたくし様の伝説の始まりよ──おほほほほほほ!!」


　ひとしきり高笑いすると、双子の踊り子風なほうを閉じた扇で指さして。


「『血ち祭まつり』ッ！」


「は、はひっ──何でしょう姫さまっ!?」


「あんた今すぐ我らが『鮮血組』に相応しい超ちよう高貴で超かっこいい衣装を製作なさい！　そうね、法はつ被ぴがいいわ！　どんな服の上からでもまとえるようなものよ！　赤染めで背中に白しろ抜ぬきで『血』の文字ね！　同じ意い匠しようで旗もつくるわ、百本ぐらい！　大軍団に相応しい感じのをね！　今日のうちにつくってあたくし様に提出すること！」


「え、えええ……百本？　今からですかあ……？」


「当然よ、今よ今！　今が日本の夜明けなのよ!!」


　無む茶ちやなことを言いながら、今度は双子の武者風のほうに扇をつきつける。


「『血ち眼まなこ』ッ！」


「何すか姫さま」


「あんたは今からそっちの監房へ行って囚しゆう人じんどもを集めて使えそうなのてきとうに勧かん誘ゆうしてきなさい！　そうね、入団試験を行うわ！　超難しいやつ！　それを乗りこえてきた優ゆう秀しゆうなものたちを鍛えあげて『鮮血組』の軍備を整えるのよ！　あたくし様が率いる無敵集団だもの、生半可な覚かく悟ごのやつはふるい落としていいわ!!」


「え～……ってかそんな思いつきでつくられた怪あやしげな組織に入団を希望するひとはいないと思うっすけど──」


「何でよ、あたくし様の軍団なのよ！　畏おそれ多くて誰も手を挙げないなら首根っこ摑つかんで引きずってきなさいよ！　あんたの腕うでは何のためについてんの、あたくし様のためでしょ!?　ぐだぐだ言ってないで行動なさい、早くなさいっ!!」


「もう、いつもいつも──めちゃくちゃなんだからなぁ……」


　ぶつぶつ言いながらも、『血眼』と呼ばれた女は青竜刀を肩かたに担かつぎ、意外と機き敏びんに監かん房ぼうのほうへと消えていった。


　得意げにそれを見送って、自分はとくに何もしない『姫さま』──これが噂うわさの『吸血姫』なのだろうか、いかにも理り不ふ尽じんなちっちゃい少女が、ようやくこちらを見た。


　きょとん、としてから。


「あら何よ、あんたたちは──あたくし様の部屋に勝手に入ってきてんじゃないわよ、不敬罪よ。あんたは、たしか『蛍』だったかしら。いつ見ても化け物みたいなおっぱいしてるわね。何だか腹が立つわね、むしろ笑っちゃうわよ……おほほほほほ!!」


　失礼なことを言いながら馬ば鹿か笑わらいして、そして『吸血姫』はこちらを見た。


　そして、驚きに目を丸くする。


　しばし動かずに──真っ直すぐ、こちらが怯ひるむほど無む垢くに眺めてくる。


「な、何ですか？」


　正直この破は天てん荒こう、という言葉でも足りないぐらいの少女にどう対応したらいいかわからず、立ち尽つくしていたさくらに──。


『吸血姫』は唐とう突とつに寝台ベツドから跳ちよう躍やくし、羽根が生えているのかと思うぐらい身軽に、ひとっとびに正面まで移動してきた。


　着地し、こちらの目の前で背筋を伸のばし──楽しそうに、扇をつきつけてくる。


「あんた『百手姫』ね！」


　いきなり名前を呼ばれ「……へ？」と絶句するさくらに、彼女はだらしなく余った袖そでを垂らして腕組みし、なぜかとっても嬉しそうに破顔した。


「成る程そうね、そういうこと──ここで運命が交わるのね、いいわね物語っぽいわね。あんた、知ってるわよ。新聞で読んだもの……。現将軍豊臣秀影の最愛の少女、悲劇のうちに幕を閉じた亡ぼう国こくの姫ひめ君ぎみ。いいわいいわ、ときめくわ──ずっと会いたかったわ！」


　手を伸ばし、こちらの桜色の髪の毛を指先ですくって、頰に当てる。


「うふっ、写真で見るより──きれいねぇ……」


　あくまで無む邪じや気きに、きらきら輝く笑え顔がおで。


「ねぇ、何だか──あたくし様たち、ずぅっと前から友達だった気がしないっ!?」


　えぇっと……？？？




　第二幕　将軍御座所　はあれむらぶこめ
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　元『大奥』序列二位──『絲妃あらくね』のいちばんの腹心として暴れに暴れ、大量破は壊かい兵器のような、などと評され恐おそれられた『赫あか竜とんぼ』は、病びよう床しように臥ふせっていた。


　先日の将軍御ご前ぜん試合で、体力と気力のすべてを消費しきり、瀕ひん死しなのであった。


　過か酷こくな戦いだった。


　これまで経験したことのない、地じ獄ごくのような。


　立てつづけの連戦だった。（偽にせ者ものだったが）『百手むかで姫ひめ』に苦戦し、『金きん獅じ子し』にぶん殴なぐられ、『水蛇みずち』なんかに追いつめられた──でも、そこまではいい。厳しい戦いになると覚悟はしていた。


　奥の手を用い、限界まで消しよう耗もうした段階で虫の知らせを感じて向かった大おお阪さか城で、『赫竜』は絶望と出会った。


　敬愛していた『絲妃』の死。


　そして、強敵である『銀ぎん狼ろう』との死し闘とう。


　心身ともに傷つき疲れきって、『赫竜』はまさに満まん身しん創そう痍いであった。


　肉体の消耗ならいい。


　だが、姉へ依い存そんすることで保っていた『赫竜』の自じ我がは、その支柱を失いひどく脆もろくなっていた。熱をだし、全身に激痛が走るなか、悪夢に魘うなされ睡すい眠みんもろくにとれない。


　打ちのめされていた、魂たましいが。


　世界の中心だった、『赫竜』のすべてだった姉様──。


　彼女が死んだということが、いまだに納なつ得とくできない。ありえない、地面が消えたようなものだ。『絲妃』がいないのに、自分がおめおめと生き残っているのも……。


「ウ、ウ」


　呻うめき、『赫竜』は涙なみだを溢あふれるままにして、嘆なげいた。


　最強の破壊力をもつ女は、ただ寂さびしくて哀かなしくて、己おのれの無力さに泣いた。


　狭せまい部屋である。


『黒船』という正体不明の勢力に占せん拠きよされた長なが崎さき、その出島──陸からなかば切り離はなされた、人工の浮島メガフロートである。そこにいくつもある、持ち主が死ぬか逃とう亡ぼうするかしてからっぽだった民家を勝手に借りて、生活している。


　木造の、古ぼけた建物だ。


　基本的な生活をおくるには不自由ない程度の設備が整っているが、大阪城から離れるにつれて幕府が独どく占せんする科学技術は滲しん透とうしてこない。『大奥』の贅ぜい沢たくな暮らしに慣れきった身の上としてはわりと不便だった。


　すきま風が酷ひどく、黴かびっぽくて陰いん気きだ。


　人間が暮らすためにつくられた、けれど、ほとんど馬小屋だ。


　それはいい──子供のころに戻もどっただけだ。何も持たず、何も信じずに、俯うつむいて生きてきた。苦痛を呑のみこみ、泣きながら暮らしていた。あのころに……。


『赫竜』の両親は異人だ。貿易船が難破し、長崎に流れついた。でも、『赫竜』はずっと出島で暮らしてきた、肩を寄せあった異人たちの集落で。


　とはいえ知ち己きはいない。物心つく前に、心ないものたちによって誘ゆう拐かいされ見せ物小屋で育ったからだ。物もの珍めずらしい異人の、しかも炎ほのおという派手な能力は注目の的で、下げ卑びた好こう奇きの視線に晒さらされながら生きてきた。


　両親は慣れぬ異国の土地と、難破したときに負った怪け我ががもとで早そう世せいしたという。寄る辺もなくなり、『絲妃』に拾われるまでずっとみじめな人生を送ってきた。泥どろまみれになり、残飯をすすり、鞭むちで打たれる家か畜ちくの生活を──。


　この出島には、だから嫌いやな思い出しかなかった。


　できれば戻りたくはなかった。


　でも土と地ち勘かんがあるのはたしかだし、『黒船』に占拠されているのも相あい俟まって公的な権力が及およばない、しばらく身を隠かくすには他ほかに選せん択たくの余地はなかった。


　身体からだもまともに動かない。この出島まで辿たどりつくまでが限界で、あとはずっと臥せっている。安静にしていないと、冗じよう談だんではなく野垂れ死ぬだろう。


「ケホッ、ゴホッ……」


　咳せきこみ、『赫竜』はおでこに手を当てて、ついでに涙を拭ぬぐった。


　情けない。


　異能力は肉体に依存する。『赫竜』の能力は強大だが、そのぶん身体に負ふ荷かをかける。ふつうの人間だって、ほんとうの全力を発揮すれば筋肉や骨格が破は綻たんする。疲ひ労ろう骨折のようなものだ、身体を酷こく使しした『赫竜』の全身は蝕むしばまれ、ぼろぼろだった。


『銀狼』との戦いでうけた怪我も、けして浅くはない。


　彼女は、お世辞抜ぬきで強かった。


　鍛きたえあげられた鋼鉄のような戦士だった。


　実力も疲労もお互たがいに拮きつ抗こうしており、戦せん闘とうは泥どろ沼ぬまとなって、互いに折り重なるようにして倒たおれ伏すようにして終わった。負けたとは思わないが、勝ってもいない。


　痛み分けだ。


「クソッ」


　姉を殺した『銀狼』──憎にくたらしいちびすけ、せめて切り刻んでやりたかった。


　相手も無傷ではない、しばらく活動ができないぐらいには痛めつけたろう。


　けれど、けっきょくその命を奪うばうには足りなかった。


　楽に勝てると思っていたわけではない、侮あなどってはいなかったが──ここまでとは思わなかった。もっと準備をして、策を練り、こちらも鍛え対策を施ほどこさねば、次また戦えば今度は危あやういかもしれない。


　彼女は、育ての親の死を乗りこえて、さらに強くなった。


『絲妃』を失い、ひたすら沈しずみこんでいる自分とは真逆に。


　それも悔くやしい。歯がゆい。戦闘は引き分けたが、心では負けている気がした。


「ウウ……」


　獣けもののように唸うなって、己の熱が暑苦しくて、布ふ団とんを蹴け飛とばした。


　いまの『赫竜』は、例の魔ま女じよのような見た目ではない。あの格好は目立つし、戦闘用に丈じよう夫ぶにつくられているため動きにくい。焼け焦こげて使いものにならなかったから、棄すてた。尖とがり帽ぼう子しもいつのまにか落としていたようだ。


　くすんだ色の髪かみをふたつの三つ編みに結ゆわえ、垂らしている。あまり好きではない、そばかすの浮うかんだ異人らしい目鼻立ちのくっきりした顔がん貌ぼう。そのへんでかっぱらってきた肌着Ｔシヤツに包まれた豊かな胸は、荒あらい呼吸のたびに上下している。


　下穿きジーンズは古着なのであちこち裂さけていて、まさに下町スラムの子供のようだった。


　全身が汗あせばみ、濡ぬれそぼっていて気持ちが悪い。


　けれど肉にく食しよく獣じゆうが己の怪我を悟さとられないようにするみたいに、必死に苦痛を堪こらえて、強がって、喘あえいでいた。我が慢まんするだけで、他に悲劇をやりすごす方法を知らなかった。


「姉様……」


　また涙が零こぼれた。


「姉様──」


　愛いとしい『絲妃』を呼んだが、彼女はもうこの世界のどこにもいない。


　痛みと哀しみの袋ふくろ小こう路じに、迷いこみ、出口を見つけられないでいた。


「おばさま」


　不意に部屋の扉とびらが開き、奥から誰だれかが声をかけてきた。


　心配そうに。


　室内の灯あかりはつけていなかったから、廊ろう下かの電灯を後光のように背負って、その人物の顔が一いつ瞬しゆんあいまいで──だから、見み間ま違ちがえた。


　姉様。


　よく似ている、いっそ不気味なぐらいに。


　だけど、ちがう──『絲妃』ではない、彼女はいちどだって、心配そうな表情なんて浮かべなかった。すりよってきて、気き遣づかうように覗のぞきこんだりも……。


「魘されておったの、外まで声が聞こえておったぞ。気分が優すぐれぬのか……？」


　豊とよ臣とみ黒くろ姫ひめだ。


　お団子に結わえて、余った黒くろ髪かみを左右に垂らしている。これも古着の、黒い和服姿だ。たしょう目立つのと、防寒もかねて、さらに上着をまとっている。もこもこした手て袋ぶくろを、袖そでからだしている。


『絲妃』に似ているのも当然だ、母娘おやこなのだ。『絲妃』の忘れ形見。彼女が産みだした悪意の子……。けれど、姉とはちがってふつうの子供だ。よく泣きよく笑う、可愛かわいらしさ以外は何ひとつもっていない、弱くて愚おろかなちいさな娘むすめ。


　何で、こんなの攫さらってきてしまったのか。


『赫竜』は自分のかつての行動が理解できずに、今日も黙もつ考こうする。


　建前はある。


『絲妃』に命じられていたのだ、黒姫の生命を守れと。その意図はわからない、母が娘を案じていた、という可能性はない。あの『絲妃』だ。何か理由があったのだろうけど、『赫竜』には姉の考えなどさっぱりわからない。


　だが、これは『絲妃』の最後の命令だ。


　それを遵じゆん守しゆしただけだ、と己に言い訳する。


　けれど。


　もちろん黒姫は『大奥』に残っても、べつに生命を奪われはしなかった。むしろ幸せになったかもしれない。だから、『赫竜』がやったことは余計だ。


　ただの誘拐である。


　何もわからぬ子供を、その愛する兄から引き離し、みすぼらしく飼い殺しにしている。


　犯罪である。


　怨うらまれてもよかった。


　なのに、黒姫は文句も言わない。『赫竜』は動けないのだ、逃にげようと思えばいつでも逃げられる。追いかけて捕つかまえる体力もこちらにはない、出島から外にでるには難なん儀ぎするだろうが、ともに暮らす道理はない。


　去りたければ去ればいいのだ、それは可能だ──なのに、なぜかともに暮らしている。彼女を拉ら致ちした『赫竜』を、おばさま、と慕したってくる。


　意味がわからない。


「待っておれ、今日は朗報があるのじゃぞ」


　上着を脱ぬぎ、丁てい寧ねいにそのへんに吊つるして、黒姫は微笑ほほえんだ。


「たんと食材を手にいれてきたからの、滋じ養ようのつくものをつくってさしあげるのじゃ♪」


　見ると、彼女のすぐそばに買い物籠かごが置かれている。


　葱ねぎや、卵。重たそうな米に味み噌そ、なるほど食材がたくさん詰つまっている。


　けれど、『赫竜』は訝いぶかしむ。


「チビ、アンタ何処どこデソンナモノ……？」


「『チビ』でなくて黒姫じゃもん」


　むすっとくちびるを尖らせて、黒姫は。


「どこって、あれじゃ──近所の、親切な方々に、ちょっとの……」


　言いにくそうに。


「その、農作業とか、荷物運びとかを手伝ったのじゃ。黒の能力も、力仕事には便利での──だから、正当な報ほう酬しゆうなのじゃ。近所のおじいちゃんおばあちゃんがの、優やさしいひとたちでの、たっぷりおうちでとれた食べ物とかを……」


　そこまでだった。


『赫竜』の視界が、見る見る真っ赤に染まった。


　怒いかりで、何も考えられない。


　得意げに、「褒ほめて褒めて」といわんばかりに胸を張った、ちいさな黒姫の。


　顔面に、思いっきり平手をぶちかました。


「ぎゃんっ!?」


　黒姫は呆あつ気けなく後ろ向きに倒れ、涙なみだ目めを白黒させてこちらを見あげてくる。『赫竜』は全身から湧わきあがる熱を抑おさえもせずに、烈れつ火かのごとくそれを睨にらんだ。


「姉様ノ娘ガッ、物もの乞ごイノ真似まねヲシタノカ！」


　吼ほえた。


「アンタハ最強ノ姉様ノ遺志ト能力ヲ受ケ継つグ、タッタヒトリノ子供──コノ世界ノ支配者ニダッテナレル、ソレガ俗ぞく物ぶつドモノ情ケニ縋すがッテ食イモンヲ恵めぐンデモラッテキタノカ！　ソレヲ喜ブノカ！　恥はじヲ知レッ！」


「おば、さま……」


　黒姫はほっぺたに涙を伝わせて、首をふるふるとふった。


「だって、黒はっ──が、がんばって……なのにっ」


　ぶたれた頰ほおが、腫はれあがってくる。それに指を添そえ、それでも心配そうにこちらを見つめてくる黒姫の純じゆん粋すいな瞳ひとみが、耐たえ難がたくて、『赫竜』は怒ど鳴なった。


「誰ガ頼ンダノ・ヨォ！　勘かん違ちがイスルナ、小こ娘むすめ！　懐なつイテクルナ、鬱うつ陶とうシイ──アタシナンテ放ほうッテ逃にゲレバイイ！　ドウセ死ニカケノ病人ヨ、簡単ヨ！　ベタベタ擦すリ寄ッテキテ、媚こビヘツラッテ、姉様ノ娘ナノニ！」


　勝手な言い分だ、わかっている。


　だが激情はとめられなかった。


　我慢ならなかった。


　姉に似ているその顔で、くだらない一いつ般ぱん人どもに頭をさげ、泥と汚お物ぶつにまみれて働いている彼女を想像するだけで──腸はらわたが煮にえた。姉はもっと気高く、勇ましく、美しく……。『赫竜』の憧あこがれだった。誇ほこりだったのだ。


　それを穢けがされた気がした。


「だって……」


　黒姫は洟はなをすすって、しばし震ふるえてから、叫さけんだ。


「だって、おばさま死んじゃうもの……！」


　母を呼ばわる赤ん坊ぼうのように。


　魂たましいのすべてで。


「ひどい熱だし、どんどん衰すい弱じやくしてるし、ろくに食べてないし。眠ねむってないし、死んじゃいそうだから──だから黒は何もできないのに、失敗ばかりなのに、頭をさげて働いてきたんじゃ！　お金の稼かせぎかたなんてわからない、この能力も嫌きらいじゃ！　でもそれしかできることがないから、物もの乞ごいだって何でもよかったから！　だから……！」


　まとまらない、幼いことば。


　だけど、『赫竜』の胸に突つき刺ささった。


「何デヨ」


『赫竜』は呆ぼう然ぜんとして、理解できずに、嗚お咽えつをあげる黒姫を見つめる。


「アタシ、アンタニ酷ひどイコトバカリシテキタヨネ……？」


　優しく接したことはなかった、打ちのめして、ほとんど虐ぎやく待たいしてきた。


　今だって、殴なぐって、怒鳴ってしまった。


　酷ひどいやつだ。


　鼻をつまんでそっぽを向かれてよかった。


「何デ……？」


　それ以上は何も言えなくて──体力もなくて、『赫竜』は押し黙だまった。急に馬ば鹿か馬ば鹿かしくなった。黒姫は天てん井じようを眺ながめて苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をする『赫竜』を、涙を拭ぬぐいながらそっと見て、意地になったように。


「お、おばさまが嫌いやがっても、看病をするのじゃ。待っておれ、料理をする。ぐずんっ、黒の手にかかれば、おばさまなんぞすぐに元気いっぱいじゃもの。ぐすっ、うう……」


　まだ涙が残っているけど。


　その健けな気げな姿に、さしもの『赫竜』も感じるものがあった。


　あの『絲妃』の娘なのに──何で、こんな良い子に育っちゃったんだろ。


「待チナサイＳＴＯＰ」


『赫竜』は台所に向かおうとする黒姫を制止し、ゆるやかに身を起こした。ずっと寝ねたきりだったので、全身が重い。関節のふしぶしが酷く痛む。


　けれど。


「アンタノ料理ナンテ食ベタラオ腹なか壊こわスワ、ムシロ死ヌワ・ヨォ？」


「ひ、ひどっ、黒もちょっとは上達しとるのじゃよ？」


　ちなみに黒姫の手料理は、何度か『大奥』で修しゆ行ぎよう中に食べたことがあった。何をどうしたらこうなるのかという、毒と泥どろのかたまりのようなものであった。


　彼女は不器用なのだ、とても。『絲妃』もむかしはそうだったと聞く。


　儚はかない気持ちになりながら、寝ね床どこからおりて、買い物籠を片手に摑つかむ。そして、ふらふらと台所まで移動した。扉の向こう、すぐそこである。


「おばさま、動いたらいかんっ。寝てないとっ──」


　黒姫がちょこまかした動きでついてきた。


『赫竜』は鼻を鳴らした。


「フン、馬ば鹿かニシナイデ。鍛きたえエカタガチガウワ・ヨォ、アンタニ心配サレタラ世話ナイ・ワァ。ソレニ、アタシ料理ハ得意ナノ・ヨォ？」


　独りぼっちの時代があった。


　周りに敵しかいないころが。


　生きていくためには、苦労を耐え忍しのび、ずる賢がしこく立ち回っていかなくてはならなかった。涙で塩気を吸った、粗そ末まつな食材でつくられた料理を口にしながら……。


　再び、そこから始めよう。


　ひとつ、ひとつ──積み重ねて。


　面めん倒どうだけど、この子とともに。


　そう思えた。黒姫の真っ直すぐな純情に触ふれて、『赫竜』の心のなかにゆるやかに変化が訪おとずれようとしていた。それはまだ、表面にものぼらない、暗くよどんだ腐ふ海かいの奥にわずかに生まれた輝かがやきだったけれど。


　乱暴な手つきで、置き去りにされたフライパンなどをだしている『赫竜』に、黒姫がそっと擦り寄ってくる。腰こしのあたりに、ちいさな彼女の顔がある。


　こちらを見あげている。


　落ちつかない。


「おばさま、黒はおむらいすというのが食べたいのじゃ」


　泣いた鴉からすがもう笑う、子供は気まぐれだ──『赫竜』は呆あきれながら、彼女の可愛らしい要望を突っぱねて、また泣かれるのも面倒だったので。


「ＯＫ……」


　指先を口に含ふくみ、能力を発現、竈かまどに火をいれた。買い物籠から固形油の欠片かけらを投げこみ、フライパンに薄うすく広げる。香こうばしい匂においがしてくる。


　新しん鮮せんな卵を取りだしつつ、黒姫の頭をぽんと叩たたいた。


「油ガ跳はネルカラ、離はなレテナ──チビクロ」


　何気なく呼んだ愛あい称しようめいたものに、黒姫は驚おどろくぐらいに、満面の笑え顔がおになった。


「嫌じゃ、ここで見ておる」


　ぎゅうっと抱だきついてくると、嬉うれしそうに。


「こういうの、ずっと憧れじゃったもの──」


　まるで、それこそ母娘おやこのように。


『赫竜』は何だかむずむずとしたが、己おのれの胸のなかに生まれた感情の名前がわからなくて、投げやりに──黒姫をへばりつかせたまま、生きていくために料理をつくる。
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　大おお阪さか城は先日の将軍御ご前ぜん試合で半はん壊かいした。


　もともと将軍の住居であり仕事場だったのは最上階の天守閣だが──大阪城は半ばからへし折れるようにして瓦が解かいしているので、現在の将軍の住居はその中腹である。あちこち工事中の垂れ幕がかかり、壁かべにも亀き裂れつが走ったままだ。


　もともと丈じよう夫ぶな建物だったので暮らすぶんには問題がなく、晴れて征せい夷い大たい将しよう軍ぐんに就任した豊臣秀ひで影かげは日夜、ここで『大奥』とこの国の再建のため身を粉にして働いていた。


　執しつ務む机には大量の書類が詰つまれ、それに埋うまるようにして、秀影は慣れない事務仕事に没ぼつ頭とうしている。『腐肉食堂ハゲタカ』の仮面や黒装しよう束ぞくではなく、動きやすい普ふ段だん着ぎである。


「むむ……」


　火傷やけどの痕あとが残る優しげな顔を難しくしかめて、秀影はしきりに筆を走らせ、ときおり考えこんでから──将軍家に受け継つがれる朱しゆ印いんを丁てい寧ねいに押しつける。


　消去法的に将軍となったが、将軍御前試合の後始末や、全国の大名家とのやりとり、両親が歪ゆがめに歪めたこの国の是ぜ正せいのため、猫ねこの手も借りたいほどに忙ぼう殺さつされていた。


　だが、成りゆきとはいえ権力のある立場になったのだ──これまで両親のために虐しいたげられてきた民たみ草くさのため、『大奥』の少女たちのために、秀影は努力するしかなかった。


　問題は山積みだし、将軍御前試合における将軍殺しおよび革命クーデター──その容疑者として、最愛の少女さくらは監かん獄ごくへ閉じこめられている。


　何とか手を回して助けだしてあげたいが、将軍とはいえ可能なことと不可能なことはある──いまだ、面会すらかなわない。


　彼女にかけられたのは国家反逆罪の容疑である。秀影を、部下の誰だれもがさくらに近づけたくないのだろう。下手をすればその場で刃やいばを向けられる、と警けい戒かいするのも無理はない──さくらはそんなことしない、と秀影がどれだけ主張しても無む駄だだ、世間の目は冷たく公平で猜さい疑ぎ心しんに満ちている。


　まぁ世せ間けん体ていを鑑かんがみての、かるい軟なん禁きん、程度のものらしいが──それでも、心配である。


「疲つかれた……」


　心休まるときがなく、昼ひる行灯あんどんなのを好む秀影は過か酷こくな毎日に倒たおれそうなぐらいだったが、弱音を吐はいてもいられない。


　幸いに、『絲妃』の暴ぼう虐ぎやくにみんなほとほと嫌いや気けが差していたのか、平和的な施し策さくを執とり行う秀影に誰もが好意をもって協力してくれている。


　今はまだ『絲妃』時代に溜たまった膿うみをひとつずつ取り除く作業に没頭させられているが、一刻も早く体制を盤ばん石じやくなものにし、愛いとしいさくらを迎むかえにいきたい。


「さくらちゃん……」


　秀影はそっと、執務机の引きだしを開き、一枚の写真をとりだした。


　大阪城下で遊興デートをしたとき、記念に撮さつ影えいしたものである。桜色の髪かみをもつ『大奥』の制服を着た愛しい少女──さくらが、はにかみ笑顔でこちらを見つめている。


「あぁ、さくらちゃん──心配だ、君のことを考えるだけで俺の胸は張り裂さけそうだ。今すぐ将軍の地位も何もかも捨てて君のところに駆かけつけたい。けれどそんなことをしても何の意味もない、無力な俺をゆるしておくれ……」


『気に病やまないでください秀影さま、さくらはずっとお待ちしております♪』


　秀影は声こわ色いろをつかった。


「あぁ、さくらちゃん──君に会いたい。君を抱だきしめたい、話がしたいよ」


『わたしも会いたいです秀影さまっ、好き好きちゅっちゅ♪』


　写真を頰ほおに押しつけ、秀影は恍こう惚こつとする。


　こうして精神の均きん衡こうを保っているのだった。いや、見た目はむしろ完全に頭のおかしいひとだったが。


　写真にぬくもりが宿るほど長く（妄もう想そうの）さくらとイチャイチャしていた秀影だが、それで気合が充じゆう塡てんされて、よし、と腕うでまくりした。


　書類作業に戻もどろうと、写真を引きだしにいれて、筆を手にとると──。


「将軍さま」


　控ひかえめな声とともに、防犯のためわりと分厚くつくられた出入り口の扉とびらから、こんこん、と叩く音が響ひびいた。秀影は何だろう、と思ってそちらを見る。


　そういえば、ここのところ毎晩のように訪れるものがいた──『鎌かま切きり』という名前の、やたら騒さわがしい女の子だ。何で夜を選んで部屋にくるのか謎なぞだったが、ちょうど妹の黒姫と同い年ぐらいの見た目だし、可愛かわいく思ったのでお菓か子しをあげたりしてたら懐なつかれた。


　最近はこちらを『お兄ちゃん将軍』と呼び、そのへんで本を読んだりおもちゃの車を走らせたり楽しげにお喋しやべりしたりして、秀影を和なごませてくれていた。


　そのうち必ず子供っぽく大の字になって眠ねむってしまうので、彼女を寝床に運んで布ふ団とんをかぶせてあげて、自分は机に突つっ伏ぷして夜を明かすのが恒こう例れいになっていた。


　でも今の声は、『鎌切』のものではなかったような──。


「待って、いま開けるよ」


　秀影は無警戒に、のほほんと歩いて扉に向かう。


　過酷で、精神的に休まるところのない将軍としての毎日で、無む邪じや気きな『鎌切』との交流は唯ゆい一いつといっていい幸せなひとときではあったのだ。


「『鎌切』ちゃん？　いつもは勝手に入ってくるのに、今日はいったいどうして──」


　問いかけながら扉を開くと。


　そこに、見知らぬ少女が座していた。


　冷たい廊ろう下かに膝ひざをつき、三つ指をついて畏かしこまっている。頭を床ゆかに触れさせて──ほとんど土下座だ。これから折せつ檻かんを受けるかのような、苦痛に充みち満ちたような雰ふん囲い気き。


　さくらと同年代だろうか、かなり小こ柄がらだが胸むな元もとは驚くほどにふくよかだ。『大奥』女学院の制服を生き真面目まじめに着ていて、頭部を丈夫そうな補聴器ヘツドフオンと鎧眼鏡ゴーグルで覆おおっている。短めの黒くろ髪かみが、昆こん虫ちゆうの触しよつ角かくみたいに「ぴょこんっ」と跳はねていた。


「えぇっと……」


　予想外の、見知らぬ相手だったので、秀影は戸と惑まどった。


「『鎌切』ちゃんかと思ったけど、あのう──ごめんね、どちらさま？」


「『鎌切』はアホなので。というか、本来の目的を忘れ去っているようなので──代わりに、『蠅王べるぜぶる』に言われてぼくが参りました」


「ぼく？　まぁ、よくわからないけど──廊下は寒いでしょう、ほら、顔をあげてなかにお入んなさい。こっちは暖だん房ぼうがきいてるから、あったまりますよ」


　初対面の相手のため、とりあえず秀影は丁寧語である。


「ありがたきお言葉です」


　慣れない感じの、ぎこちない口調で。


「今こ宵よい、将軍さまのお相手をつとめさせていただきます──『蛍ほたる』と申します」


『蛍』と名乗った少女は、緊きん張ちように肩かたを震ふるわせ、ゆっくりと赤らんだ顔をあげた。
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　どうしよう……。


　懊おう悩のうしながら、『蛍』は熱い湯を浴びていた。


　将軍御ご座ざ所しよ（秀影の仕事部屋を含む生活空間）に内包されている、お風ふ呂ろ場ばである。檜ひのきづくりのずいぶん立派な代しろ物もので、いい香かおりのする薬湯が満たされている。


　当然、ここは将軍が激務の最中に身を清め、安心するための専用の施し設せつである。だが使用してよいか請こうてみたら「あぁ、どうぞどうぞ──ごゆっくり♪」とふつうにＯＫしてくれた。気さくな征夷大将軍だ……。


　お風ふ呂ろの使用を許可したということは。


　その後の『行こう為い』も容よう認にんしていただけたということで。


　将軍は、『蛍』をお気に召めしてくれたということで。


　つまりこの後、『蛍』はお湯で存分にとろとろに火ほ照てらせた身体からだを将軍に──。


「わ、わぁっ！」


『蛍』は頭を抱かかえ、床の陶板タイルに膝をついて真っ赤になった。


　とりあえず頭から湯を浴び、高鳴る鼓こ動どうを自覚しながら、どうしてこんなことに──と項うな垂だれる。すでに全ぜん裸らで、短めの髪の毛は肌はだに貼はりつき、その同年代の少女に比べて豊かな乳ち房ぶさはお湯の雫しずくを弾はじいて艶なまめかしい。


　それを恥はじるように両りよう腕うでで隠かくしながら、『蛍』はしくしくと泣いた。


「怨うらむよ、『蠅王』──」


　将軍御座所に赴おもむき、一夜をすごすこと。


　それが現在の序列一位である『蠅王』から『蛍』にくだされた任務である。常に人生を台無しにする『絲妃』のそれに比べれば、我が慢まんすれば何とかなるものの、実に底意地の悪い要求ばかりしてくる。


　とにかく『蠅王』という女は、他人が嫌いやがったり泣いたりするのが純じゆん粋すいに『好き』なのだ。殺してしまってはもういじめられないから、わりと些さ細さいな意地悪をするだけだけど──。


『百手姫』からは同い年のように思われていたようだが、『蛍』は発育がよいだけで彼女の二歳年下、今年でまだ十三歳である。


　つまり性教育を受けていないが、今日──自分に求められたことが何かぐらいは弁わきまえているつもりだ。


　将軍が、その所有物である生徒をどのように扱あつかうのか。


　可愛がっていただく──光栄なことである、誰もがそれを望んで『大奥』に入ったはずだった、あくまで建前上は。


　この国の最高権力者の子種を授さずかり、次代の将軍の母となる。


　それは、女として生まれた身の上では最高の栄えい誉よのはずだった。


　すくなくとも、そのために血が流れ、犠ぎ牲せいになったひとたちだっていたのだから──怖こわいから嫌だなんて、口が裂けても言えない雰囲気だった。


『大奥』とはそういう場所だから、みんな興きよう味み津しん々しんで、女学院内部で流通しているいろんな種類の新聞はそういう記事で盛りだくさんだし。生まれ育った環かん境きようがわりと下品だった『蛍』は、そういった猥わい談だんを聞くともなく聞いて育ってきた。


　下世話な話は脚きやく色しよくされよく知らないものたちの妄想も入り交じり、酷ひどく淫いん猥わいでおぞましい行為として『蛍』のなかで理解されている。


　これまでは、他人ひと事ごとのように思っていたが。


　自分はこれから、そういった行為をするのだ。


　男と女が。一枚の布団で。お互たがい服を脱ぬぎ捨て、恥ずかしい部分を口に含ふくみ擦こすりあわせて。ねっちょねっちょ……。


「おお、う──」


　変な声をあげて、いやいや、と『蛍』は身をよじるしかなかった。
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『蛍』は『大奥』の生徒の大半を占しめる、いわゆる大名の姫ひめ君ぎみではなく、権力と信しん仰こうによって日本全国に影えい響きようを及およぼす大寺院の跡あと継つぎだ。


　おもに女性に異能力が宿るこの現代では、あらゆる権力の頂点が女性に委ゆだねられるか、あるいは形式的に男性を主あるじに据すえながらその裏に無視できぬ存在として君臨する。


　とはいえ、どれだけ能力に差があろうとも旧きゆう弊へい的な価値観は拭ぬぐい去れず、『蛍』の受け継つぐ寺院は大だい僧そう正じようは男と、古来よりのしきたりで決まっていた。


　教義に女性差別的なものが含まれているため、これは仕方ないことだった。もちろん、時代にそぐわなくなっている内容はいずれ改かい訂ていされるだろうが。


　ともあれ『蛍』の父はいずれ娘むすめを『大奥』にいれ、将軍と結びつけ政教を掌しよう握あくする大たい望ぼうを抱いだいていたが──娘が成熟するまでは男として修しゆ行ぎようをつけ、いずれ大寺院を受け継ぐに相応ふさわしい立派な跡あと取とりに育てあげようとした。


『蛍』がいまだに男口調で喋ったり、中性的なのは、そのころの名残なごりだ。


　あれは、『蛍』が物心もつかない幼いころ──。


　まだ性差もはっきりしなかったちいさな『蛍』は、愛する父母から引き離はなされ、きつく『女であることがばれたら破門だ。親子の縁えんも切る』とろくでもない縛しばりを帯びながら、単身で山奥の厳格な寺院に預けられた。


　いずれ大僧正となるための、修行の日々が始まったのだ。


　本来、修行は男女がべつの場所で行うのが当然である。禁きん欲よく的な毎日は、異性を悪あく魔まに見せる。心を崩くずし、理性を侵おかし、互いが堕だ落らくする原因となる。


　もしも、『蛍』が女らしい身体つきになってきて、その正体がばれたなら──。


　想像したくもないが、男たちの欲よく望ぼうの捌はけ口になってしまう危険性すらあった。


　幼かった『蛍』はまだそんなことに思い至らないまま、ただ親と引き離された寂さびしさを抱えたまま、寺院の門の前で正座していた。


　三日三晩、寺院のかたく閉じられた門前で入門を請いつづける──という、これも伝統があったのだ。大寺院の跡継ぎとはいえそれを免めん除じよされるわけがなく、空腹と疲ひ労ろうを抱えたまま、『蛍』はきちんとそれをこなした。


　そのころからすでに膨ふくらみ始めていた胸にさらしを巻きつけ、短く切った髪かみの毛を雨あめ露つゆに濡ぬらし、男の態ていをして。


　霧きり雨さめが容よう赦しやなく体温を奪うばい、骨の芯しんまでじんと痺しびれるほどに寒かった。


　ようやく迎むかえた、四日目の朝あさ陽ひ。


　風邪かぜをひき熱をだし、ふらふらとしていた『蛍』の正面──門がおおきく開き、これから同門になる僧そう侶りよたちが満面の笑え顔がおで迎えいれてくれた。


　こんな子供なのに三日三晩もよう耐たえた、おぬしなんぞ最初の晩に逃にげだしたっけのう、惜おしいな逃げたら全員で追いかけ回して捕ほ獲かくする楽しみがあったのにのうガッハハ──。


　豪ごう快かいに語りあいながら現れた彼らは、冷えきった新入りの身体をあっためてやるためにと、お風呂を用意してくれていた。


　意識が朦もう朧ろうとしていた『蛍』は、引きずられるように寺院内の浴場に案内され。


　そこで、悪夢を見た。


　新入りとの懇こん親しん会も兼かねていたのだろう、とても僧そう籍せきにあるとは思えぬ乱れっぷりで酒は飲むわ歌うわ踊おどるわの大おお騒さわぎ──広い浴場のなかは、すでに完かん璧ぺきにできあがっている僧侶たちの大宴えん会かい場と化していた。


　おまけに当然、誰だれもが男同士で何を気き兼がねすることがある、と全裸であった。


　朦々と男臭くさい湯気が満ちるなか、蠢うごめきまくるのは、修行でもりもりと鍛きたえあげられた僧侶たちの暑苦しい巨きよ体たいであった。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした、とても同じ人類とは思えない汗あせ臭くさくも暑苦しい凸でこ凹ぼこした肉肉肉……。


　よう新入りの青びょうたん！　生っちょろい身体しとるのう！　安心せいここで一週間も生活すればワシらのような美しい筋肉の塊かたまりになるわいガハハ！　さぁ男同士──裸はだかと裸、汗あせと汗、筋肉と筋肉で語りあおうぞ！


　こちらに良い笑顔で迫せまってくる僧侶たちは、頭を剃そっているため何もかもが肉色に見えて生々しく、男性器そのもののようであった。噎むせかえるほどの獣けもの臭しゆう。滅めつ多たに風呂に入らぬのだろう、お湯にすら垢あかと油が浮うかび、汚よごれまくった僧侶たちの身体は不潔で、どこもかしこも毛むくじゃらで、ごつごつしていて、何よりもその浅黒くおぞましい股こ間かんの、股間の──。


　後から聞くかぎり、どうやら『蛍』はその場で卒そつ倒とうして医務室に運ばれたらしい。


　三日三晩も飲まず食わずだったんじゃ仕方ないわい、筋肉祭は明日に持ち越こしじゃガハハ──気のいい僧侶たちはとくに疑問に思わなかったようだが、厳しく育てられた『蛍』にとってそれは生まれて初めて見る男性そのものであったのだ。


　その後も何とか誤ご魔ま化かしつづけ、おそらく年を経るにつれて周りのものもけして隠しきれぬ『蛍』の胸むな元もとなどを見て事情を察してくれたのだろう、仲良くしてくれたが。


　今でもあの初めて見た風呂場での乱らん痴ち気き騒さわぎの光景が、疵きず痕あととして心に残っている。


　男なんか──。


　汚れてるよう……。


「うう」


　でも今夜、自分はその男に抱かれるのだ。
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　将軍に可愛がっていただく。


　いまだその行為の印象はもやもやしていて、だからこそ不安感ばかりが募つのり、『蛍』は怯おびえるしかなかった。吐はき気すらこみあげてくる、今すぐ逃げたい。


　冗じよう談だんじみている。


　ありえない、何で自分がこんな……。


「怨むよ『蠅王』、『鎌切』──」


　序列からいって、将軍に可愛がっていただく権利はまず『蠅王』に、次いで『鎌切』にあるはずだった。本来なら、誰もがそれを望むのが『大奥』だ、とても三位の『蛍』にまでその名めい誉よな行為（なのだろう、きっと……）の順番は回ってこないはずだった。


　だが『蠅王』は諸事情あって決して人前に姿を見せない。『鎌切』はどうも聞いた話、幼すぎて将軍の部屋で夜を明かす、という意味をよく理解してないっぽい。


　だから、『蛍』なのだ。


『蛍』が将軍に身体からだを差しだし、できることなら籠ろう絡らくし、愛される。


　将軍からの愛情を一身に受ける、『百手姫』が地下監かん獄ごくに隔かく離りされている間に。


　つまりは、そういうことなのだ──『蠅王』は『蛍』を脅おどし、『百手姫』の身体に爆ばく弾だんを仕し掛かけさせ、生徒消失事件の解決のため、という名目で地下監獄へと幽ゆう閉へいした。


　だがその真相は、鬼おにの居ぬ間に洗せん濯たく──将軍が唯ゆい一いつ、愛を向ける少女を遠ざけている間に、その心を他ほかの女に向けさせること。


　どうやら『蠅王』には、将軍がただひとりしか愛さない状じよう況きようが好ましくないようだった。その理由は『蛍』にはよくわからない、あらゆる手段を用いて将軍の愛を射止めるように命じられただけである。


　だがこんな、こそこそと──策を巡めぐらし、はしたなく自分からおねだりするようなこと、『蛍』の流りゆう儀ぎではない。


　間男、の逆だ。間女とでもいうのか。


　後ろ暗い、下げ劣れつな行こう為いである。


　それに、『百手姫』はこの『大奥』を救ってくれた英えい雄ゆうではないか。


　思いだす。


　守るものの多かった『蛍』は、あの毒婦『絲妃』の脅きよう迫はくに逆らえなかった。全国に寺社はあり、民たみの生活と密接に結びついている。それらは、『蛍』にとって家族だ。厳しい修行の場として己おのれを高める親のようで、いずれ大僧正となる自分が守り導くべき我が子のような存在だ。


　それを盾たてに取られた。


　今でも覚えている。


『絲妃』のあの、ねっとりと絡からみつくような声こわ音ね。


　──あんたがひとつ言うことに逆らうたびに、寺院のハゲを一いつ匹ぴきずつツブしたるなァ。


　他人のことなんか虫けらとすら思ってない、『絲妃』の──あの暗く淀よどんだ目！


　彼女には実際的なちからもあった。木造建築が幅はばを利きかせている全国の寺院に、たとえば彼女がその右みぎ腕うでだった『赫竜』などを送りこめばどうなるだろう。


　織お田だ信のぶ長なが以来の悲劇だ。全国の寺社は焼き討うちされ、僧侶は皆みな殺ごろしにされ、檀だん家かの民草すらも容赦なく食い荒あらされ──この国から、きっと仏の教えは絶たれる。


　その未来に怯えた。


　そして、『蛍』は屈くつ服ぷくした。


　命じられるまま、嫌いやな仕事もたくさんした。


　でも、『銀ぎん狼ろう長なが屋や』が──『百手姫』が、そんな暗黒の時代に終しゆう止し符ふを打ったのだ。


　暴君『絲妃』は倒たおれ、新将軍を迎え、『大奥』は生まれかわろうとしている。


　その立役者である『百手姫』の、最愛の相手を──自分は寝ね取とろうとしている。


『百手姫』に何と言えばいい。地下監獄からでてきたとき、『蛍』が将軍と密通していたことを知れば、彼女は狂きよう乱らんする。こちらに刃やいばを向ける、唾だ棄きすべき裏切りものとして。


　ちがう、自分はほんとに『百手姫』を尊敬している。


　嫌きらわれたくない。


　あの青空のように澄すみ渡わたった『百手姫』の瞳ひとみが、こちらを汚お物ぶつのように見る未来を想像し、『蛍』は震ふるえた。


「そ、そうだ」


　顔をあげ、『蛍』は逃げ道を模も索さくする。


「将軍さまに、事情を説明するんだ──ぼくに、その気はないって。無理やり命じられて、ここにいるんだって。それでも将軍が、ぼくの身体を求めたら……」


　そんな下げ衆すなら。


　投とう獄ごくされながら、きっと愛するひとを信じてひたすら耐たえている『百手姫』の純情を、踏ふみにじるような男なら。


「『百手姫』に、愛される資格なんてない。くだらない、ゴミみたいな男だ。予定どおり、ぼくが誑たぶらかして、骨ほね抜ぬきにしてやる。罪悪感もない──」


　きっと『百手姫』には怨うらまれ、殺されてしまうかもしれないが。


　それでも本ほん望もうだ。


『蛍』は決めた。


　その行為を想像するとやはり怖こわいが、目を瞑つぶってくちびるを嚙かんでじっと我が慢まんすればいい。


　あの若き新将軍は──。


　何だか、ちょっと優やさしそうだったし……。


　たとえ色いろ香かに迷ってこちらに襲おそいかかってきたとしても、酷ひどいことはしない気がした。彼は化け物のようだった前将軍吉よし刳くるや、寺院の筋肉どもとちがって、身体はほどよく引きしまった野生動物みたいで、きれいだった。


「や、やだ。ぼくったら──」


　思わず彼のはだかを想像してしまい、『蛍』は悶もん々もんと首をふるしかなかった。


　そういう行為に興味がないわけでもない、難しい年とし頃ごろなのだった。


　いわゆる思春期である。
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　泡あわだらけになった身体にお湯を浴び、すっかりのぼせた身体で脱だつ衣い所へ。


　置いてあった洗い布タオルで身体を雑に拭ふいて、首をふって髪かみの水気を散らした。


『蛍』はあまり視力がよくない──耳も、その能力のせいで難なん聴ちようである。あの補聴器ヘツドフオンと鎧眼鏡ゴーグルがないと感覚が頼たよりない。


　だからすぐに気づかなかったが、なぜか脱ぬいだはずの衣服がどこにもなかった。


「あ、あっれえ……？」


　ない、どこを捜さがしてもない。


「まさか『蠅王』のやつが──」


　あの女はどこにでもいて、何でも見て聞いて知っていて、要いらんちょっかいをだしてくる。決して己は姿を見せずに。


　極きわめて陰いん湿しつなその有様から、ついた渾名あだなが──『大奥』の亡ぼう霊れい。


『大奥』の四百年の歴史を見守りつづけると嘯うそぶき、暇ひまつぶしのような嫌がらせを日々の楽しみにしている、食えないやつ──何というか、怪かい奇き現象のような女だ。


「あん、ちくしょう……」


　服を奪うばわれたら仕方ない、この大おお阪さか城には一いつ般ぱん人もある程度は詰つめている。『蛍』の暮らす『大奥』の自室からも遠い、そこまで誰だれにも見つからずに歩ける保証はない。万が一、誰かに目もく撃げきされたらその日から渾名が『露ろ出しゆつ狂きよう』になる。


　逃にげ場は断たたれた。


　困った、将軍を誘ゆう惑わくしてみてその性格の試金石にしようとは思っていたが、こんなほとんど全ぜん裸らで迫ったらやる気満々みたいで『蛍』はちょっと恥はずかしい。


　どうしよう、その場で興奮した将軍に押し倒されたりしたら。


　酷いことをされたり。


　えっちな──。


「ひゃああ」


　耳まで真っ赤になって、えぇいもう、と洗い布タオルを身体に巻きつけた。このままでは頭が変になりそうだ、さっさと終わらせてしまおう。考えるのは苦手だ、『蛍』は体育会系だった。


　すうはあと深呼吸し、脱衣所からでて。


　暖だん房ぼうのきいた、将軍御ご座ざ所しよのなか。


「しょ、将軍さま、あのう──お風ふ呂ろいただきましたっ」


　風呂に入る前に見たのとまったく同じ姿勢で、秀影がこちらに背を向け、執しつ務む机に山と積まれた書類のなか、埋うまるようになっている。


　灯とう籠ろうの明かりが消えていて、窓から差しこむ月明かりだけが部屋を照らしていた。


「あのっ、えっとぉ──」


　喉のどが引きつって、『蛍』は目をぐるぐるさせる。


　将軍を誘惑してみるのだ、と決めたはいいものの、ゆうわくってどうすればいいんだ──ずっと男社会で育ってきた『蛍』は、こういった情事においては右も左もわからない。


「さ、ささ、先にお布ふ団とんで待ってますからその……」


　思わず逃げるように、寝しん所じよに足を向けたが。


　そこで気づいた。


　あまりにも反応がない。


　何だか引っかかって、『蛍』は将軍に歩み寄っていく。


　ぺたぺたと裸足はだしを鳴らして、失礼かとも思ったけれど彼の顔を覗のぞきこみ──。


　肩かたからちからが抜ぬけた。


「ね、寝ておられる……」


　思わず変な言こと葉ば遣づかいになった。


　実際、秀影は執務机に突つっ伏ぷし、熟じゆく睡すいしていた。書きものの途と中ちゆうで眠ねむりこけてしまったらしく、片手に筆を握にぎったままだ。口からよだれまで垂れており、あぁもう、あれこれ悩なやんで緊きん張ちようしてたこっちが馬ば鹿かみたいだった。


　気が抜ける。


　まさか風呂で身を清めている少女を忘れたみたいに、寝ちゃうとは。ありえない、礼れい儀ぎ以前の問題である。叩たたき起こしてやろうかと思ったが。


　そういえば、噂うわさだったが──秀影も、そっち方面の知識が疎うといとか。


　いちど、性教育の授業で目撃され、その無知っぷりを曝さらけだしてたとか。でまかせばかりの新聞部の報道だから話半分に思っていたが、もしそれが事実なら。


　こちらの焦あせり損である。


　彼はそもそも、『蛍』が何をしにきたのかわからなかった可能性がある。お風呂を貸してくれと言った意味すらも──だとしたら、いろいろ合が点てんがいってしまう。


　そもそも、『鎌切』がいかに幼いとはいえ、彼女は可愛かわいらしい少女だ。将軍がその気なら、何もわからぬ彼女を押し倒して好きにすればよかったのだ。


　むしろ、まだ誰にも耕されてない畑を我がものにできる、と下衆な男なら喜んだはずだ。


　でも話を聞くに、『鎌切』は秀影に絵本を読んでもらったりおもちゃで遊んでもらったりしただけだ。彼がそっち方面の知識に疎かったとしたら──それは子供を相手にしたとき、極めて当たり前の反応であった。


「あぁもう──」


『蛍』は何だか脱だつ力りよくして、溜ため息いきをついた。


　この調子ならだいじょうぶだ、秀影が無知なのをいいことに、自分も呑のん気きに風呂だけ入って布団で寝て、朝はふつうに起きて帰ればいい。


　将軍さまが手をだしてこなかったので、仕方なかった。


　そう言い訳がたつ。


『蠅王』もだめ、『鎌切』も『蛍』もだめ、となれば──将軍に可愛がっていただく権利は、序列四位の『百手姫』のものになる。


　ふたりが結ばれ、めでたしめでたしだ。


　何も問題ない、素す晴ばらしい。


「うん……？」


　何だかほんのちょっと寂さびしさめいたものも感じながら、『蛍』はふと気づいて、秀影の寝ね姿すがたをまじまじと見た。


　違い和わ感かん。


　寝息すら、ほとんど聞こえないほど深く熟睡している。


　秀影はもともと『腐肉食堂ハゲタカ』という諜ちよう報ほう機関にいたはずだ。『蛍』というよく知らない相手がそばにいるのに、このように油断して眠りこけたりするだろうか。


　そこまで暗あん愚ぐであろうか。


「将軍さま──」


　杞き憂ゆうならいい、だが一いち抹まつの不安があった。『蛍』は「失礼します」と将軍の、意外と見た目よりも逞たくましい肩を揺ゆすった。最初はおずおずと、やがて力強く。


　反応がない。起きない。


　あきらかに変だ。


　刹せつ那な、背筋にちりちりと火花にも似た感かん触しよくが趨はしった。


　──殺気。


「………ッ!?」


　咄とつ嗟さに、『蛍』は将軍の身体からだを思いっきり抱かかえて横に転がった。そこまで激しい動きをしたのに、秀影の反応がない。


　卓たく上じようを見ると、飲みかけの湯飲みがあった。


　睡すい眠みん薬やくでも盛られたのか──諜報員だった秀影でも気づかない、無む味み無む臭しゆうな代しろ物ものを？


　考えている余よ裕ゆうはない。


「ぐ、うっ……!?」


　鋭えい利りな痛みをおぼえ、『蛍』は将軍を抱えたまま、己おのれの太ふと股ももを見た。


　洗い布タオルがはだけ露ろ出しゆつした肌はだに、深々と凶きよう器きが突き立っていた。


　黒々とした紅色の、血液を固めたような──それは、不気味な小刀ナイフであった。





　　[image: ]　[image: ]　[image: ]





　刃やいばは骨まで達している。


　足が思うように動かない──機動力を断たれた、『蛍』は歯は嚙がみする。


　緊きん急きゆう事態の発生に、脳内麻ま薬やくが分ぶん泌ぴされ、瞳ひとみの奥がつんとなる。寺院で鍛きたえられた戦士──僧そう兵へいである『蛍』は、己の体内物質を修しゆ行ぎようによりある程度は活用できた。


　冴さえ渡わたった視界のなか、けれど鎧眼鏡ゴーグルの補ほ佐さがないのでぼやけている。


　ほぼ全裸だ、丸まる腰ごしである──『蛍』は戦える状態ではない、状じよう況きようは最悪だった。


　広々とした将軍御座所、月明かりに照らされた板張りの間取り。その壁かべ際ぎわ、闇やみにとろけるようにして、不気味な人物が立っていた。


　背景には、窓にたゆたう紅あかい月。


　いかにも賊ぞく、という素す性じようを隠かくした風ふう貌ぼうである。頭から足先まですっぽりと外がい套とうをまとっており、その唯ゆい一いつ、露出した頭部も銀色の仮面で覆おおっている。


　仮面の中央に位置する独眼モノアイが、やけに生物的にぬるりと動いてこちらを見据えた。


『蛍』の太股に突き立ったものと同様の小刀ナイフを片手にひとつずつ、二刀流で握りしめており、このぶんだとまだ大量に隠していそうだ。


　小刀ナイフ使い。


　それも、補聴器ヘツドフオンなどがなく感覚器が弱まっていたとはいえ『蛍』に気取られず、背後に迫せまっていた──かなりの手練てだれであろう。


　その手に握られた刃は、血濡ぬれたように紅い。


　真しん紅くの刃、と見て『蛍』には連想する人物がいた。


　だが首をふる。彼女はいま地下監かん獄ごくだ、将軍に睡眠薬を盛りこうして危害をくわえる理由がない。


「何者だッ、賊!?」


『蛍』は将軍を全身で庇かばいながら、何とか戦せん闘とう態勢になる。


　小刀ナイフは抜いたときがいちばん出血が激しい。仕方なく刺ささったままにして──片足は捨て、半身になって構える。


　だが仮面の人物は無言で応こたえず、悠ゆう々ゆうとこちらを見ている。


　何だあの余裕──疑問に思えたが、すぐにその理由がわかった。


　頭がふらついてくる。おそらく刃に毒が仕込まれていたのだ。『蛍』には薬物に耐たい性せいがあるためすぐには効果がでなかったが、猛もう烈れつな眠ねむ気けに立っていられなくなる。


　床ゆかに手をつき、歯嚙みする。


　睡眠薬だろう、おそらく将軍にも用いられた──なぜだ、即そく死しするたぐいの毒を用いれば、それで勝負は決まっていたはずだ。暗殺が目的ならそのほうが手っ取り早い。なぜ眠らせる、などという回りくどい真似まねを……。


『蛍』は推測する。


　生け捕どりにするつもりなのだ。


　相手を無力化し、攫さらう──。


　もしや、こいつが生徒消失事件を起こしている謎なぞの誘ゆう拐かい犯なのか？


　事件は地下監獄ばかりで起きていると思っていたから、油断していたが。監獄の警備などを強化したし、あちらで犯行を起こすのが難しいと判断して、畏おそれ多くもこの大おお阪さか城を狙ねらったのか。


　その推測が正しいなら、向こうにはこちらを殺すつもりは──すくなくとも今はないのだろう。だが薬の効きが弱いのを見てとったのか、仮面の人物はこちらを見据えて。


「意外と元気ですわね」


　丁てい寧ねいな、不気味な賊の見た目に似合わぬ気品のある女声で。


「助けを呼ばれても面めん倒どうですしね、もう一ひと刺さしだけ──しておきましょうか♪」


　その言葉に、かっときた。


　助けを呼ぶ、それはつまり『蛍』が戦力だと判断されていないわけだ。夜に、将軍御ご座ざ所しよに裸はだか同然の姿でいたのだ、ただの夜の女、愛人とでも思われたのか──。


　否いなである。


　己は心身を御み仏ほとけに捧ささげ、歴代の天皇も恐おそれた僧兵の末まつ裔えいである。


　その誇ほこりを踏ふみにじられた。


　だが侮ぶ蔑べつは甘んじて受けよう、今は何を言おうが負け犬の遠とお吠ぼえだ。


　敵の接近に気づかず呑気に浮うかれ、風ふ呂ろ場ばで悶もん々もんとしてるうちにこの事態だ。抜けている、まだまだ修行が足りなすぎる。


『蛍』は小声で念仏を唱えながら、意識を覚かく醒せいさせ、将軍を優やさしく横たえてその正面で仁に王おう立だち。拳こぶしを構え、敵を睨にらみつけた。


　身体を隠していた洗い布タオルがはらりと落ち、その十三歳とは思えぬ魅み惑わく的な肢し体たいが露あらわになったが、『蛍』は構わぬ。


　常在戦場──それが『大奥』の女生徒たるに当然の在りかたではなかったか。


　気を抜ぬいて、浮かれ騒さわぎ、失態を晒さらした。


　この太股に刺さった痛みと意識を蝕むしばむ毒は、己への罰ばつである。


「すうう……──」


『蛍』は息い吹ぶきを用いた。格かく闘とう家かの呼吸である。


「こおお……──」


　刃によって戦えば流血する、血は穢けがれを呼ぶ、ゆえに仏門では拳けん法ぽうが栄える。『蛍』の大寺院も例外ではなかった。仏敵を廃はいし、仕留めるため、殺せつ生しようを禁じられた僧兵は気功法とともに格かく闘とう技術を洗練させた。


「南な無む、八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつ──」


　ぶつぶつとお題目を唱えている『蛍』を、すでに意識が曖あい昧まいなのだろうとでも思ったのか、賊はむしろ増ぞう援えんを気にして室外を一いち瞥べつした。将軍御座所だ、警備の兵がいないわけがない、騒ぎに気づけばそれらが押し寄せてくる。


　どうする、『蛍』は仕留めて将軍だけ攫うか。


　けれど、できればどちらも生け捕りにしたい。


　賊が悠ゆう長ちようにもそんなことを考えているのが、感覚を研とぎ澄すました『蛍』には手にとるようにわかった。心に炎ほのおが宿り、『蛍』は裂れつ帛ぱくの気合をこめて。


「どこを見てる」


『蛍』は両手で円えん弧こを描えがき、空気の手て触ざわりを確かめて。


「馬ば鹿かにしているのか、将軍さまをお守りするのが我ら『大奥』の生徒の誉ほまれ──たとえこの身が血の海に沈しずもうとも、生首だけでもおまえに食くらいつくぞ」


　手を祈いのりのかたちにあわせると同時に、『蛍』は強く床を踏みしめて怒ど鳴なった。


「おまえの敵はぁあ──ここにいるぞぉおおおおおお!!」


「………!?」


　賊は慌あわてて身構えたが、遅おそい。『蛍』が息吹によって全身に漲みなぎらせた氣は、両足に結集し、震しん脚きやく──その爪つま先さきが床をぶち砕くだき、部屋を縦横に激しく揺さぶり、修復中の大阪城は衝しよう撃げきに斜ななめに傾かしいだ。


　その威い力りよくに驚おどろいたか、賊は身構えて「『まだ元気』どころじゃあございませんわね──」と面倒くさそうに、刃を両手に構えたまま突つっこんできた。


　だが、もうすべては終わっている。


『蛍』の足横に、こつん、とぶつかるものがあった。それは卓上から落下した、秀影の飲みかけだった湯飲みである。『蛍』はそれを爪先で器用に蹴けりあげ、こちらに突とつ進しんしてきた賊の正面に柔やわらかく放った。


　そのときにはもう、湯飲みは『蛍』の能力によって爆ばく弾だん化されている。


　足あし下もとから迫った湯飲み＝爆弾に、賊は咄嗟に対処できない。


「南無三!!」


『蛍』が吼ほえ、己の脳内で釦ボタンを押すような気持ちで──起き爆ばく。最大威力で炸さく裂れつした爆弾は周囲に紅ぐ蓮れんの炎を溢あふれさせ、賊の身体を輝かがやきと高熱で吹ふき飛ばす。


　遅おくれて、轟ごう音おん。


　破は壊かい力だけなら、あの大量破壊兵器のような女──『赫竜』に匹ひつ敵てきすると評された、『蛍』の爆弾である。その性質から多用はできないが、威力は満点だった。


　部屋中のものがまとめて散乱し、宙を舞まい踊おどり、『蛍』も衝撃で思わず後ろ向きに倒たおれこんだ。慌てて、いまだ意識のない将軍に覆いかぶさり、我が身を盾たてとして守る。


　ぎゅっと、己のほうに秀影の顔を抱だきこんで。


　目を瞑つぶる。


　守るんだ。


　絶対に。


　このひとは、平和な新時代に必要なひとなのだから。


　やがて衝しよう撃げき波はが収まって、朦もう々もうと立ちこめていた砂すな埃ぼこりや破は片へんが霧む消しようして──。


「……あれ？」


　荒あれ果てた室内に、賊の姿がどこにもなくなっていた。


　手て応ごたえはあったが、どうだろう。あの手練れが、跡あと形かたもなく吹き飛んだとも思えないが。どうせ爆ばく音おんを聞きつけた警備の兵が間もなく押し寄せてくる、不利と見て逃にげだしたのかもしれない。


　とりあえず、脅きよう威いは去った──といったところか。


「ふぅうっ……」


『蛍』は息を吐はき、全身を弛し緩かんさせた。


　何者だったのだろうか、あの賊は。


　たぶん女であった、という以外はわからなかった──どうやら将軍と『蛍』を生け捕りにしようとしていたようだし、おそらく、あの生徒消失事件と何か関かかわりがあるのだろう。消えた生徒が今のように、眠ねむらされ誘拐されていたとしたら……。


　事件は監獄内でのみ起きていると思いこみ、油断していた自分の落ち度だ。


　将軍を危険に晒してしまった。


「ぼくは、まだ未熟だ──」


『蛍』は悔くやみながらも、太ふと股ももに刺さった小刀ナイフの柄つかに手を添そえて。


「ん、くぅっ」


　引っこ抜いた。


　血の糸が引き、溶よう岩がんのように鮮せん血けつが溢れてくる。動脈は切ってない、でも放ほうっておいていいわけじゃない──かなり深い傷だ、『蛍』は素す早ばやく止血をする。


「は、ぐう。痛ぁあ、う、うう……」


　呻うめき、必死に呼吸を整える。


　奇き妙みようなことに、血色の小刀ナイフは抜いた途と端たんにぬるりと刀身がとろけて、ただの液体になってしまった。柄だけが残り、『蛍』は不気味だったので慌てて放り捨てた。


　血液を刃やいばにする能力、とかだろうか。


　持ち主が去ったため、その能力が消えて刃がただの血に戻もどった──とか。推測するしかないし、そんな場合でもない。きちんと手当てをしないと、もう動けそうにない。


　だが、何とか賊を追い払はらい、将軍を守れた。


　その達成感に、『蛍』は酔よいしれる。


　これもまた、御仏のお導きである──。


「……あひゃんっ!?」


　恍こう惚こつとしていたら、不意に全身が痺しびれた。


　未体験の、脳の奥を引っかかれるような。


　動どう揺ようしながら視線をその変な感覚のもと、自分の胸むな元もとに向けると──。


「うぅん、もう朝かい……？　何だかとても頭が痛いんだ、お酒を飲んだあとみたいだ──おや、今日の枕まくらは何だかとっても、ふよんふよんしていて心地ここちいいね……？　まるで優しく包みこんでくれる母親のごとし──」


　寝ね惚ぼけたことを言いながら、目覚めたらしい新将軍──豊臣秀影が、あろうことか彼に覆おおいかぶさっていた『蛍』の乳ち房ぶさに頭を埋うずめ、そのうえ両手の指でその柔やわ肉にくを鷲わし摑づかみにしてもにゅんもにゅんと弄もてあそんでいらっした。
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「ぴっ──」


　その、くすぐったくも未知なる感覚に、かんぜんに将軍のことを忘れかけていた『蛍』は不意を打たれて。


　苦手な男性の指先が、己おのれの大事な部分をめちゃくちゃに堪たん能のうしてる事実を理解すると。


「ぴぎゃあああああああああ!?」


　変な悲鳴をあげて、守るべき征せい夷い大たい将しよう軍ぐんをぶん殴なぐった。




　第三幕　友達同盟　ものふぉびあ
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「えぇい、『黒船』提てい督とくは──『デンキ』さまはいったい何をしておるかぁ!?」


　野太い男の声が響ひびいている。


　どこか波長がおかしく、二方向から同時に雑音混じりの声を放っているように耳みみ障ざわりで、壊こわれた蓄ちく音おん機きのようだ。


「我ら臣民が今日も額に汗あせし、屈くつ辱じよくを堪たえ忍しのび慣れぬ異国で労苦に追われているというのに──我らが主あるじはそれをねぎらいもせぬ！　『黒船』提督は我らを奴ど隷れいのようにお思いだと、みなの不満が鬱うつ積せきしておりますぞ！」


　騒いでいるのは、声のでかさに相応ふさわしく大おお柄がらな人物だ。


　男のようだが、全身を絨じゆう毯たんのように厚手の外がい套とうで覆っていて、その顔どころか瘦やせてるか太ってるかすら判断できない。


『黒船』の船員は全身を機械化しているものが大半で、人間の輪りん郭かくを失っているものも多い。生まれつきそうだった『大奥』の異形の少女たちとちがって、生きのびるために人間のかたちを捨てた彼らは、それを恥はじる。


「我らが涙なみだを呑み、艱かん難なん辛しん苦くを耐たえてきたのは何のためか──すべては未来のため！　故郷を失いさまよう宿命の我らが理想郷を見つけるためではなかったか！」





『黒船』というのは通つう称しようで、正確には帝てい国こく第三艦かん隊たいとなっている。


　旗き艦かん『黒曜石』を中心に百数十にも及およぶ護衛船、補給船、哨しよう戒かい船などで構成される大艦隊であり、それらは現在──日本のなかでも特別な土地である長なが崎さきの出島に上陸、城じよう塞さいや住居のかたちに変形して連結され、巨きよ大だいな魔ま王おう城の様相を呈ていしている。


　関ヶ原の合戦で使用された『時空間爆弾』によって生じた凍てついた霧インセクト・ケージにより、鎖さ国こくされた日本では知るべくもないが、外の世界では常に破は滅めつ的な戦争が行われており──『黒船』の故郷たる帝国も物資不足から戦線を維い持じできず、資源の補給が急務となった。


　第三艦隊はまだ誰だれにも荒らされていない、豊富な資源をもつ黄金郷として日本に狙ねらいを定め、凍てついた霧インセクト・ケージを強きよう行こう突とつ破ぱする危険を冒おかしてまでやってきた。


　だが時間と空間の乱れそのものである凍てついた霧インセクト・ケージは『黒船』を疲ひ弊へいさせ、また相次ぐ海難事故と敵国の妨ぼう害がいによって──日本に辿たどりついたはいいものの、『黒船』は航行能力を失ってしまった。


　仕方なく『黒船』の船員たちは破損した船体を居城とし、この国の政治家たちと交こう渉しようを繰くりかえしたが支し援えんを得られずに、ついに飢うえ苦しんだ彼らは暴発する。上陸し、刀かたな狩がりによって武力を奪うばわれた警備隊を蹴け散ちらし、長崎の出島を占せん拠きよしたのだ。





　この前ぜん代だい未み聞もんの『黒船』来港によって、日本は動乱の時代を迎むかえようとしている。


　だが故郷を失い異国の地で先の展望もなく、奪っては食くらう盗とう賊ぞく暮らし──『黒船』の船員たちには疲ひ労ろうと不満が溜たまっている。


　血気盛んな若者、たとえばこの『ピカドール』という船員はいっそのこと貧弱な日本など侵しん略りやくし、国ごと乗っ取ってやればいいなどと騒さわぎ立てていた。


「『デンキ』さまぁ！　『黒船』大幹部、内政担当ピカドールが罷まかり越こしましたぞ！」


『ピカドール』が喚わめきながら踏ふみこんだ、旗艦『黒曜石』の頂点──海運を祈き願がんした女め神がみ像の裏側、『黒船』提督『デンキ』の居室である。


『デンキ』は諸事情あって、常にこの場所から動かない。


　無数の認にん証しようが宙空に表示され、『ピカドール』の全身が一いつ瞬しゆんで精査される。


　鎖国の弊へい害がいで、諸外国に比べて日本は五十年は文明も科学力も遅おくれている──この程度の技術など、『黒船』では珍めずらしくない。


「『デンキ』さま！　今日という今日はお答えいただきますぞ！　『黒船』の未来について如何いかがお考えなのか！　納なつ得とくいく返事がいただけるまで帰りませんからな！」


「ふぁお」





　円盤デイスクが回転するような声をあげて、『黒船』提督『デンキ』はこちらを見た。





「何？　どうした『ピカドール』──おおきな声をだして、びっくりした……」


　人間味のない、いっそ不気味といってもいい無表情だ。


　けれど、綺き麗れいな少女である。


　西洋人形ビスクドールのようだ。


　輝かがやく檸檬レモン色の髪かみ。最上級の金剛石ダイヤモンドのような瞳ひとみ。肌はだは白く絹のようだ。


　いっそ浮うき世ばなれしている美び貌ぼうの──幼い、まだ母に甘えたい年とし頃ごろの子供であった。


　当然『デンキ』という名前は本名ではない。完全に個人の自由も権利も認めず中央集権型の機械に管理された帝国では、すべての人民が記号コードネームを与あたえられ個性を失い、ひたすら与えられた仕事をこなすだけの生しよう涯がいをおくる。


　資源が枯こ渇かつし、そのように全員が最適解をだしつづけないと破は綻たんする、末期の国デイストピア──それが『黒船』の故郷であり、根本的に抱かかえる問題であった。


「何か叫さけんでいたようだが、すまぬ──聞いてなかった。われ、漫まん画がを読んでたから」


　よく見るとその膝ひざの上に、彼女は可愛かわいらしい少女漫画を置いていた。


「『デンキ』さまぁぁぁああああああ!?」


「……？……？」


　そのやる気なさそうな態度に失望し、思わず頭を抱える『ピカドール』に、『デンキ』は当とう惑わくしているようだったけれど。


　読んでいるのは喜劇漫画のようなのだが、そのくちびるは歪ゆがみもせず、頰ほおにも赤みが差すことはない。


　彼女は脳を含ふくんだ身体からだの大部分を改造している。肉のほうが少ないぐらいだ。


　ひとは彼女をこう呼ぶ。


　魂たましいまで機械化した少女──。


「で、『デンキ』さま……我らの……」


　床ゆかに手をつき絶望にひたっていた『ピカドール』が、奮起し顔をあげて訴うつたえた。


「我らの窮きゆう状じようをいかにお考えかぁっ──このような、いかがわしい本を読んでいる場合と思っておいでか！　資源が枯渇し飢え渇かわく故郷を！　今も互たがいに支えあい泥どろ沼ぬまのなかで喘あえいでいる同どう胞ほうたちを思えば！　くだらぬ娯ご楽らくなどに手がのびることはないはず！」


「『ないはず』と言われても」


『デンキ』は何で怒おこられてるのかわからない、という雰ふん囲い気きだ。


「日本の文化、おべんきょ」


　見て見て、と日本製らしい漫画を開いてくる。


「われは、いずれこの国の支配者になる。だから──おべんきょ」


　片言というかぎこちない口調なのは、彼女が見た目以上に幼いからだ。さらに彼女は常に『黒船』の本体ともいえる旗艦『黒曜石』の中ちゆう枢すうと直結しており、自じ我がが乏とぼしい。


　でも、それは彼女の個性であって、欠点ではないはずだった。


「理解せよ、『ピカドール』。われも、みなの苦しみを放置したいわけではない」


　その言葉に、基本的に噓うそはない。真っ直すぐで、単純明快だ。


　機械のような少女の、素す直なおな言葉を、『ピカドール』も疑わなかった。彼女は勘かん違ちがいしておかしな真似まねをすることはあるが、その行動の理由は善意であり、いつだって『黒船』の仲間たちのためであった。


　同時に、『ピカドール』は伏ふしたまま、歓かん喜きに震ふるえる。


「わ、私めの名を、覚えていただけているとは──」


「われは、『黒船』提督『デンキ』である」


　凍こおりついたような無表情のまま、けれど可愛らしく、むふんと胸を張って。


「ひとりはみんなのために、みんなはひとりのために。それが帝国、それが『黒船』──おぬしらのすべてが、われのすべて。逆も同じ、われら一心同体のきょうだい」


　良い子なんだよなぁ、と『ピカドール』は溜ため息いきをついた。


　クソ真面目まじめだからこそどうでもいい情報まで真しん剣けんに検討し、学びとろうと努力し、おかげで頓とん珍ちん漢かんなこともやらかすが──。


　それでも彼女は、『黒船』の女王だ。


　君臨するものの資質を確実に備えている。


　──未熟ゆえに失敗が多いというなら、我らが支えればいいだけのこと。


「『デンキ』さま」


　そう決心しつつも、『ピカドール』はいつものように淡たん々たんとした態度で。


「船員たちの不満はもはや限界です、あらゆる理想は目の前の欲よつ求きゆうにたやすく踏みつぶされてしまう──実際的な苦しみの前には、どんな至言も無力です。現実的な対処が必要な段階でしょう、我らはもはや虫の息といっていい」


「ふぁお」


『デンキ』は円盤デイスクが回転するような声をあげると、項うな垂だれてしまった。


　ぴくりとも表情は動かないが、彼女の内側で猛もう烈れつな葛かつ藤とうが行われている。


　それを、『ピカドール』は理解し──抱だきしめて、ちがう、寄り添そってさしあげたかったが、これは『デンキ』が為い政せい者しやとなるのに必要な行程だ。


　最終判断は自分でしなければ、王ではなくただの傀かい儡らいだ。


「暴力は、その十倍の暴力で戻もどってくる。憎にくしみは、その百倍の憎しみで戻ってくる──けれど、この国は外交できる状態ではない」


　この国はいま、おおきな政権交代で揺ゆれ動いている。


　長崎の出島を不法占拠している『黒船』を放置しているぐらいだ、話しあいの席につくなど夢のまた夢であろう。


「われらに差しだせるものも、ない。損をし、不利益をこうむれば帝国へ資源を供給するわれらの本ほん懐かいも果たせない、ならば奪ってでも──となる、か」


『デンキ』は哀かなしそうだった。


「われら、盗賊となるか」


「飢えた民たみ草くさのためなら王は盗賊となりましょう、泣く赤ん坊ぼうのためなら母親は包丁を握にぎりしめましょう。綺麗事の段階は終わったのです、『デンキ』さま！」


『ピカドール』の、悲痛な重みをともなう訴えに、『デンキ』はびくりと背筋を震わせる。


　ちいさな手をぎゅっと固めて、必死に他ほかに方法はないか考えている。


　彼女は帝国における王族の血筋だ──生まれつき優ゆう秀しゆうで機械との相あい性しようが抜ばつ群ぐんによかった彼女は生まれたときから『黒船』の中枢と直結させられた。ふつうの子供らしい喜びも知らず、父や母に抱きしめられた思い出もないままに。


　今、大量虐ぎやく殺さつの引き金をひこうとしている。


「私めが、私めが泥どろをかぶりまする！」


『ピカドール』が胸に手を当て、哀あわれな少女に訴えた。


「私めが暴れまわり、奪い尽つくし盗ぬすみ尽くし、悪名の一いつ切さいをかぶりましょう──『デンキ』さまは何も存じあげなかった、それでも構いませぬ！　この『ピカドール』にお任せあれ。『黒船』の未来の一助のためなら、粉ふん骨こつ砕さい身しんいたしまする！」


　言葉どおりに、善意のみの発言ではないだろう。


　重苦しい生活に嫌いや気けが差し、暴れ回りたいだけなのだ──根本的には。八つ当たりに近い、けれどそれは今の『黒船』船員の大多数が抱える鬱うつ憤ぷんだった。


　うまくその激情を逃にがしてやらなければ、矛ほこ先さきは『デンキ』に向き──内乱が起こり、『黒船』は自己崩ほう壊かいする。


　それは避さけなくてはいけない最悪の筋書きシナリオだった。


「わかった」


『デンキ』は瞑めい目もくし、しばし押し黙だまっていたけれど。


「どうやら、すでに『モモ』のやつは勝手に行動をしているらしい。今さらのように報告書を送ってきておる。むしろ、われらはどうやら出で遅おくれたぞ、『ピカドール』──」


「な、何ですと！　あのイカレ女、外と様ざまのくせに勝手な真似を！」


「仲間のことを悪く言うな」


　溜息をついて、『デンキ』はあちこちに鎮ちん座ざする巨きよ大だいな機械の群れのなかに──この暗いのに、ぶつかることなく分け入って。


　ごそごそと何かを引っかき回すような音のあとに、再び姿を見せた。


　その手のひらに、美び麗れいに装そう飾しよくされた一丁の拳けん銃じゆうが握られている。


「『ピカドール』、これを」


　その黒光りする小型の銃じゆうに、どんな威い力りよくが秘ひめられているのか──『ピカドール』は畏おそれ多いというように全身を震わせた。


「わ、私めに貴重な『才古銃サイコガン』を……!?」


「盗とう賊ぞくにも武器はいる。民を救った盗賊は王になる」


『デンキ』はそっと『才古銃サイコガン』と呼ばれた銃を、『ピカドール』に手て渡わたした。何か崇すう高こうな儀ぎ式しきのように、恭うやうやしく。『ピカドール』は喜き悦えつにひたり、己おのれの主あるじの言葉を聞いている。


「英えい雄ゆうとなれ『ピカドール』──われら労働者ロボツト、帝てい国こくの奉ほう仕し者。けれど、おまえのたましいは人間の輝きをもつ」


　ほんのわずかに、『デンキ』が微笑ほほえんだ。


　それは笑え顔がおと呼ぶには、あまりにも痛々しい、ぎこちないものだったけれど。


「われは、羨うらやましい」


　未来も肉体も何もかもを奪うばわれた少女は、すぐに笑顔とともに己の苦痛も無表情のしたに押しこんで──荘そう厳ごんに、王者として命じた。


「ゆけ、誇ほこり高き『黒船』の戦士『ピカドール』よ。『黒船』の未来のため、この国の豊富な資源、つまり──」


　それが、いずれお互いにとっての最悪の敵となる『黒船』と『大奥』の、因いん縁ねんの始まりを告げる言葉であった。


「強い異能力をもつ人間たちを、収穫してくるがいい」
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　さくらの『大奥』地下監かん獄ごくでの生活は、それなりに健すこやかで平和だった。


　何不自由なかった。


　外にでられないのは不便だったが、生活に必要なものは手早く潤じゆん沢たくに揃そろえられたし。考えてみれば『大奥』という場所そのものが塀へいに囲まれた密室なのだ、行動範はん囲いが狭せばまっただけで籠かごの鳥なのは最初から変わらない。


　囚しゆう人じんたちはあの破は天てん荒こうな少女、『吸血姫ばんぱいあ』を中心にゆるく結束しており、血なまぐさい戦いもない。


　監獄なんて名前が似合わないぐらいに、仲良く、和わ気き藹あい々あいとしていた。


　あの『吸血姫』は何でだか予想以上の権力者らしく、看守もまともに注意できない重要人物のようで、彼女に気にいられたさくらの待たい遇ぐうはよかった。


　よっぽど酷ひどい喧けん嘩かや規則違い反はんがあれば『執しつ行こう部ぶ』が介かい入にゆうしてくるようだが、それもなく。


　何で『吸血姫』に仲良くしてもらえるのかわからないのが不安だが、まぁ懐なつかれて悪い気はしないし、言動は変だが彼女もその従者っぽい双ふた子ごも善良な好人物に思えた。


　日々是これ好日、こんなに素す敵てきなことはない。


　とはいえ、怠なまけてもいられない。さくらは真面目である。冤えん罪ざいならば抵てい抗こうするが、この懲ちよう役えきは納なつ得とくできる理由あっての刑けい罰ばつで、むしろ甘すぎるぐらいだ。


　粛しゆく々しゆくと受けいれ、お勤めを果たすのみである。


　もちろん、『蛍ほたる』に依い頼らいされた謎なぞの生徒消失事件についても忘れていない。


『吸血姫』に協力してもらい、捜そう査さを始めているが──生徒たちはほんとうに、ある日突とつ然ぜん「ふっ」と消えてしまうようにしか思えず、真相は遅ち々ちとして究明できないでいた。


　手がかりすらも摑つかめないまま、それなりに平へい穏おんに地下監獄での生活がつづいていく。
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　地下監獄に幽ゆう閉へいされてから、二週間が経過した。


　さくらの一日は、おおむね単純だ。


　朝は早く起きる。


　そして以前は『水蛇みずち』がやってくれていた義ぎ肢しの調整を行い、身だしなみを整える。


　その後は、監獄内にある食堂でみんなで朝ご飯。なぜか寄ってくる『吸血姫』のお喋しやべりにつきあって、自分からは何もしない彼女に「あ～ん」って食べさせてあげたり。


　口元をやたら汚よごす彼女が見てられなくて、手ぬぐいハンカチで拭ぬぐってあげたりすると。


「あなた、優やさしいのね……」


　とか、また変に好感度を稼かせいでしまう。


　どんどん（無む駄だに）気にいられているような……。


　ともあれ、午前中は自主勉強をする。当然、授業にはでられないため自習するしかない。教科書などはあるので、わかるところは己で学び、難しいところは囚人のなかで学業が進んでいるものに教えを請こう。


　そういった交流は、わりと苦にならないほうだ。


　そして一区切りつくと、戦せん闘とう訓練を行う。
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　習練場である。


　地下とは思えぬほどに広く、走り回れそうな規模がある。ちょっとした体育館で、床ゆかは板張り。誰だれに見せる場所でもないせいだろう、あの煩わずらわしい硝子壁シヨーケースも当然なく、のびのびと動き回れる。


　窓などがないため換かん気きが悪く、いくら広いとはいえ地下監獄じゅうの住民たちがひしめいているので息苦しい。数十名はいるだろうか、思い思いに座りこみ、あるいは肩かたを寄せあってこちらを注視する目、目、目……。


　まぁいい、視線には慣れている。


『大奥』の少女にとって、それは毎日のように浴びるものではあったのだ。


　思いながら、さくらは大奥女学院の制服姿で──習練場の中央に立ち、しっかりと木刀を握りしめて身構えている。その周りを、三々五々に観衆が取り囲んでいる構図である。


　野や次じなども飛んでくるが、基本的に『大奥』の生徒だ、可愛かわいらしい声である。みんな血気盛んだが、不思議と嫌いやな感じはしなかった。


　奇き妙みような一体感のなか、さくらは正面に向き直る。


　そこに、毎日のこうした訓練に付きあってくれている──あの『吸血姫ばんぱいあ』の従士の片割れ、『血ち眼まなこ』が立っている。


　名前とは裏腹に両目はかたく閉じられ、糸のように細められている。中ちゆう華か風ふうの下半身に切れこみの走った衣い装しようは艶なまめかしく、手にしているのもさくらのものより太く長い木ぼつ剣けんだ。長槍やりの間合いが彼女のお好みらしい。


　かさぶた色の髪かみをひっつめ、お色気とは縁えん遠どおいかと思わせて──ときおり覗のぞく太ふと股ももの白さ、揺ゆれる胸むな元もとの肉づきは『大奥』では珍めずらしい野や趣しゆ溢あふれる美だ。


　彼女は手練てだれで、さくらは（革帯ベルトの補ほ佐さがないとはいえ）十本やって一本も取れない。最近は『血眼』には片手しか使わない手加減をしてもらってるぐらいである。何でこんな戦士が監獄の奥であの我が侭ままな『吸血姫』の従士なんぞに甘んじてるのだろうか。


「参ります！」


　宣言し、さくらは思いっきり踏ふみこむ。


　問答無用の真っ直すぐな疾しつ駆く。桜色の麗うるわしい髪が流体ジエツト噴ふん射しやのように後方に舞まった。


　負担が多いため革帯ベルトはつけてないが、この程度の動きはできる。『水蛇』のつくってくれた義肢は自ら新しん陳ちん代たい謝しやし、己を頑がん健けんにしつづける生身の肉の機能すらあった。


　訓練をさぼれば衰おとろえるが、逆に鍛きたえあげればこれまで以上の威力を発するはずだった。


「面打った！」


　真正面からの振ふり落とし。だが『血眼』はのんびりと、片手で構えた木剣でその一いち撃げきを軽かろやかに横に流した。


　その肩の筋肉が盛りあがり、攻こう撃げきを逸そらされて姿勢を崩くずしたこちらの眉み間けん狙ねらいの突つき。回転しながらかわし、左右中央、とお手本どおりの三連剣けん舞ぶ。


　だが、いくら打っても『血眼』は手て応ごたえなくふわりと回かい避ひ、あるいは受け流す。まるで幻げん覚かくと戦っているみたいだ、こんな背が高く体格も立派なのに、まるで当たる気がしない。


　だが上へ攻撃を集中させたのは当然、敵に盲もう点てんをつくるためだ。


　さくらは三連撃を布石として身体からだを沈しずめ、自分の十八番おはこである床を滑すべるような動きで『血眼』の周りを回遊する。高速で這はい回る『百手むかで姫ひめ』の捉とらえがたき動きを、けれど『血眼』はかるく片目を開いて微笑み。


「いいかげん、見慣れてきたっすよ！」


　的確に木剣を打ち落とし。こちらの木刀に比べていかにも巨大な重量が落ちてくる。当たれば頭ず蓋がい骨こつぐらい圧おし潰つぶれそうだが。


「馬ば鹿かのひとつ覚えだって、極きわめれば芸です！」


　さくらは吼ほえる。


　身を沈めているかぎり、人体の弱点である身体の前面は隠かくされ、丈じよう夫ぶな頭蓋骨と背骨、背筋に甲かつ冑ちゆうのごとく守られ、たいていの打だ撃げきは防げる。さらに、真上からの攻撃は太刀たち筋すじが限定される。落ちてくる軌き道どうしかないのだ。


　奇き抜ばつな動きに見えるが、実にお手本どおりの、優等生のさくらが練りあげた戦法なのだ。


　実際、千せん変ぺん万ばん化かの太刀筋を見せる『血眼』の木剣が、このときだけは軌道が読めた。さくらは素す早ばやく己の木刀で床ゆか板いたを突き破り、刺さした。


　木剣が遅おくれてその木刀を打つ。その衝しよう撃げきだけで全身が痺しびれたが、その刹せつ那な──木剣が木刀を床に杭くい打うちした一いつ瞬しゆんで、さくらは猛もう然ぜんと回転した。突き刺した木刀を軸じくに、横回転。蹴けり足で『血眼』の足を刈かる。


「むっ!?」


　だが敵もさるもの、咄とつ嗟さに真上に跳とんだ。だが詰つめ将しよう棋ぎで、その戦法は間ま違ちがいである。すべてはさくらの作戦どおり──人間は空中で猫ねこのようには動けない。さくらは床を手で殴なぐり、己を真上に跳はねあげて。


　腰巻きスカートが翻ひるがえるのも構わぬ、垂直に跳びあがる両足揃えた跳び蹴りドロツプキツク。


　狙ねらいは『血眼』の顔面。


　──決まった！


「おっとっと」


　勝利を確信したさくらの蹴り足を、『血眼』が己の身体に当てながらも抱だきこみ、全身でさくらに絡からまるようにして。


　巴ともえ投なげ。


　宙を回転した『血眼』にぶん回され、体重の軽いさくらは呆あつ気けなく吹ふっ飛ぶ。歓かん声せいをあげる観衆の真上を通過し、そのまま丈夫な壁かべに激げき突とつ。


「がふっ!?」


　前のめりに転てん倒とうしたさくらに──。


『血眼』が床に着地すると同時に、身体をひねって己おのれの木剣を野球のごとく投げた。


　噓うそみたいに、さくらの真横に木剣が突き刺さる。


　外れた、わけではないだろう──外してくれたのだ。


「はい、一本」


『血眼』が汗あせもかいていない笑え顔がおで、こちらを見み据すえた。


　ぜんぜん余よ裕ゆうである。


　同時に観衆が歓声をあげ、勝ったの負けたの騒さわぎ始める。最近、ふたりの訓練は賭かけごとの対象になっていた。さくらが勝つのが大穴。あとはもう、何分で負けるかの賭けになってるのが悔くやしいところであるが。


　今回はわりと粘ねばったので外れたひとが多いらしく、悲ひ喜き交こも々ごもの声が響ひびいていた。


『血眼』は群衆をかきわけて歩み寄ってくると、こちらに手を差しのべてくる。


「今のはけっこう良かったっすよ？」


「けほっ、けほっ」


　背中を打ったせいで肺が痙けい攣れんし、咳せきこみながら。


　さくらは悔しげに、汗だくの頰ほおを拭って起きあがった。


「『血眼』さん、何で空中であんなに動けるんですか、能力とか使ってませんよね？」


「あたしの能力は必ひつ殺さつ技わざというか、一発撃うったら人生終わっちゃう感じのやつなので～」


　よくわからんことを言いながら、『血眼』は上じよう機き嫌げんに。


「いやぁ、楽しいっすね。あの手この手で攻せめてくれて──最近は妹も訓練に付きあってくれないから、ここまで動けるひとが相手してくれると腕うでが鈍にぶらなくていいっす」


「そちらは片手だというのに、いちども勝てない手前──馬鹿にされてるようにしか思えませんが。うう、手が痺れました」


「床に刺した木刀であたしの木剣を受けたっすからね。単純な腕わん力りよくがちがうんだ、あぁいう強ごう引いんなのはあまり感心しないっすよ？　あのとき仮に足あし払ばらいに成功してても、手が痺れてちゃ武器を握にぎれないからどうしても決定打に欠けるっす」


「わたしは四本も刀があるから、さいあく何本か捨ててもいい感じなんです──口とか、足で刀を使っても何とかなるぐらいには練習してますから」


「器用だなぁ、というか真面目まじめっすよね。太刀筋が読みやすくて損っすよ？」


「師し匠しようが真っ直ぐなひとなので。というか、ふつうは読めないんですよあの戦法は。何で対応できるんですか、どうかしてます」


　ぶつぶつ文句言いながら、床に刺さったままの木刀を引っこ抜ぬく。『血眼』はこちらを何だか優しく眺ながめて。


「しかしまぁ、あの一瞬でよくあたしの一撃を木刀で受けられましたね。打点はちいさかったから、わずかでもズレてたら大惨さん事じっすよ。目がいいんだ、思いきりもいい。いい師匠なんすね、よく鍛えてくれてる。能力を解禁してたら、あたしもやばかったかも」


「はい、『銀ぎん狼ろう』姐ねえさんはこちらが泣くか失神するまで修しゆ行ぎようをやめてくれない、とても素す晴ばらしい師匠です」


「自分が褒ほめられると拗すねるのに、師匠を褒めると喜ぶんだ。……可愛いなぁ♪」


　素でつぶやくと、『血眼』はこちらの頭を撫なでてくれた。


　何だかお姉さんができたみたいだ。


「あんたが根こん性じようあるのは、師匠に厳しく育てられたからなんすね。うちの姫さまなんかいちど手て酷ひどくやっつけたら『もういい！　『血眼』の意地悪！　死ね！』とか言って二度と習練場に近づきませんでしたよ」


　寂さびしそうに、こちらの汗でべたつくほっぺたに手を添そえて。


「地下監かん獄ごくにいる間は、あたしを師匠と思ってよいっすよ」


「わたしの師匠は、『銀狼』姐さんだけです」


　にっこり笑顔で言うと、むしろ嬉うれしそうに「あぁもう、可愛いなぁ……♪」と『血眼』はお人形さんにそうするように、やたらこちらの乱れた髪の毛を指先で整えてくれた。


　くすぐったい。


「しかしまぁ──」


　周りを見回し、「次は？　次の勝負は？」という感じに地下監獄でなぜか流通している小額紙し幣へいを握りしめ、目を輝かがやかせている観衆を眺めて。


「しかしまぁ、気がつけば地下監獄の名物みたいになってますけど」


「娯ご楽らくがないっすからね、仮にも監獄なわけですし。将軍さまが私し闘とうを禁じた今、この地下監獄は唯ゆい一いつ、お上の目が届かずに切った張ったが見られる場所だ。訓練と言いはれば誤ご魔ま化かせるし、いつも賭と博ばくの対象だったのが『大奥』の生徒だ、賭けるのが楽しいんでしょう」


　他人ひと事ごとみたいに言う。『血眼』は『大奥』のことを、何だか客観的に見てるみたいだ。


「ここの連中は単純すよ、罪を犯おかして幽ゆう閉へいされた荒あらくれものたち。だからこそ、強いものは素す直なおに賞賛するし、喜んで従うでしょう。野や獣じゆうの群れなんすよ」


「かつて『絲妃あらくね』の側近だった連中も多いと聞きますけど」


　実際、『絲妃』たちを革命クーデターで倒たおしたさくらのことを、地下監獄にきた当初は露ろ骨こつに敵視してる連中もいたのだが、今ではそういった軋あつ轢れきも和やわらいできている気がする。


「だからこそ、っすよ──彼女らも『絲妃』の強大さ、圧あつ倒とう的な悪の魅み力りよくに惹ひかれていただけっす。それ以上の強さのもの、あるいはそれ以外の魅力をもったものと出会えば、鞍くら替がえすることもあるでしょう。悪党、乱暴者の集団なんてそんなもんっすよ」


『血眼』はむしろ居い心地ごこちがよさそうに、微笑ほほえんで。


「実際、ここの連中はひととおりあたしが訓練とかでけんもほろろに負かしてるんで、そんなあたしにここまで食いついてくるあんたの力量をみんな認め始めてる。弱みを見せれば侮あなどられるでしょうが、強ければ引っぱっていける。きっとこの連中も、姫さまの心強い味方になってくれる」


　実際、この地下監獄のものたちは『吸血姫』を中心に結束しているように見える。


『絲妃』も閉じこめるしかなかった権力者。彼女の不思議な魅力は、周りのものを惹きつける。単純に、長いものに巻かれろという気分で彼女に寄り添った連中も、いつのまにか心からの忠誠を誓ちかっている。


　不思議な、王者の風格をもつ少女なのだった。


「ま、『絲妃』は暴君でしたしね、誰だれも喜んで従っちゃいなかった。側近、腹心と呼ばれてた連中だってね。弱肉強食の原理さえ弁わきまえてれば、付きあいやすい連中っすよ。同じ空間でずっと暮らしてると情も移る、いつのまにか仲間みたいになって結束する、悪党ってのはそういうもんだ」


「我がことのように語りますよね」


「あたしも、むかしは盗とう賊ぞくだったんでね」


　さらりと、『血眼』は言った。


「京の都を妹といっしょに荒あらし回ってたなぁ──むかしの妹なんて、とても今の腑ふ抜ぬけた姿からは想像もできないぐらいの、怖こわい女でしたよ。でもね、そんな小悪党だったあたしらも姫さまに出会って変わった、あの子はそんな健全な推進力をもってる」


　言うと調子に乗るので本人には言いませんけど、と『血眼』は微笑む。


「守ります、命にかえても。どうしてか、姫さまはあんたにご執しゆう心しんらしいしね──仲良くしてやってください。あんたが思ってる以上に、あれは寂しい子なんすよ」


「まぁ善処しますけど、……『血眼』さんは、姫さまが大好きなんですね」


　きっと監獄の連中も同じだろう。


『吸血姫』といっしょにいると、何だか楽しいことになる。その程度の動機で、みんなが関かかわり始めている。『吸血姫』はそれを無む邪じや気きに喜び、途と方ほうもない思いつきでどんどん行動する。『絲妃』がいなくなった今、もはや『吸血姫』を縛しばるものは何もない。


　きっと今も、あの可愛かわいらしい顔ににやにや笑いを浮うかべて、良からぬことを企くわだてているのだろう。


　でも、だとしたら──。


「変ですよね、姫さまは地下監獄のすべてを掌しよう握あくしているように思えます。でも、そんな彼女ですら地下監獄で起きている生徒の消失事件について、ほとんど何も知らなかった」


　さくらが懲ちよう役えきを終えるには、地下監獄の事件を解決する必要がある。


　だから、まずは聞きこみをしたのだ。地下監獄の頂点は間違いなく『吸血姫』だ、その従士である双ふた子ごも含ふくめて監獄のことについては知らぬことがないぐらいだった。


　だが、彼女らにしても生徒の消失は理解しがたい現象のようだった。


「あたしらも不気味に思ってんすけど、どうにも手がかりがないんすよね。地下監獄の生徒が消えたぐらいじゃ誰も騒がない、あたしら自身で解決するしかないんすけど」


　くちびるを尖とがらせて、『血眼』は腕を組む。


　肉厚的な胸むな元もとが、押しあげられて強調される。


「そもそも地下監獄ってのはほとんど私的な行動ができない場所っす、鉄てつ格ごう子し越ごしに独どつ居きよ房ぼうのなかは丸見えですから、誰かに異変があればすぐにわかる。あたしらは例外っすけど、食事やお風ふ呂ろまで集団で利用する。独りになる時間はほとんどない」


　さすがに厠かわやなんかでは独りになるが、地下監獄の荒くれものたちはみんな『大奥』の生徒だった──鍛きたえあげられた戦士だ、たとえば賊ぞくに襲おそわれたとしても無む抵てい抗こうなわけがない。騒ぎ、抵抗し、誰かが異変に気づくだろう。


　なのに、ひっそりと──消えるように、ひとりひとり行方ゆくえ不明になっている。


　不気味だった。


「あたしも調べてみたんすけど、ほんとうに──いつのまにか消えてる感じなんすよね。多かったのは誰か面会人がきた、って記録が残った直後に、いなくなる」


　不思議そうな『血眼』に、さくらは「それはわたしも調べました」と頷うなずく。


「でも面会人は生徒が消えたあとも、ふつうに暮らしてるようです。事件については何も知らないみたいでした、面会人も毎回ちがいますし──よくわかりません。むしろ知人が行方不明になったのを知って、みんな心配してるみたいでしたよ」


　そのあたりは『蛍』に連れん絡らくをとり、調べてもらったのだ。


　どうにも不可解である。


「面会人を能力か何かで操あやつり、囚しゆう人じんを誘ゆう拐かいしている──とかでしょうか、あるいは変身能力か何かで面会人に化けて……。でも、それでも誘拐されかけたり襲われたりしたら、囚人は抵抗しますよね。睡すい眠みん薬やくで眠ねむらせてる、とか？」


　だいぶ真実に肉にく薄はくした感じがするが、根こん拠きよはない。


　これからは面会などのときは看守をたくさん立ち会わせたりなど、警けい戒かいが必要だろう。『蛍』にもそう連絡をしておくべきだ、さくらに看守＝『執しつ行こう部ぶ』を直接動かす権力はない。


　序列四位とはいえ、いまの立場は囚人だ。


　不自由さが厭いとわしいが、与あたえられた立場で最大限に善処するしかない。


「敵の正体も、起きてることも不明な現状──気をつけることしかできないっすけど」


　溜ため息いきをつく『血眼』に、さくらはふと思いついて。


「あの『鮮せん血けつ組ぐみ』でしたっけ、姫さまがつくろうとしてるよくわからない集団も、もしかしたら各個撃げき破はで消されてる囚人たちを守るための、互ご助じよ組織なのかもしれませんね。姫さまも、何だか生徒が消えることに心を痛めていたみたいですから」


「いやぁ、そこまで考えてないっしょあのガキは」


　忠誠を誓ってるはずなのに、歯に衣きぬ着せぬ『血眼』に、さくらが呆あきれていると。


「お姉ちゃん～？　『百手姫』ちゃん～？」


　群衆のなかを器用にすりぬけて、双子の妹──『血ち祭まつり』が姿を見せた。


　武人じみた姉と比べて、たいへん優やさしそうで柔やわらかそうで、彼女が登場するだけで荒あら々あらしく汗あせ臭い習練場の雰ふん囲い気きが和らぐようだった。


　彼女はにこやかに微笑んで。


「うふふ～、毎日ご苦労さまだねぇ──『百手姫』ちゃん、お姉ちゃんにいじめられたりしてない？　何か酷ひどいことされたら、わたしに言ってね？　仕返ししてあげるから♪」


「いえ、『血眼』さんには、とても良くしていただいてます」


　さくらは素直に応こたえた。


「『血眼』さんは尊敬できる武人です、学ぶところは多いです。関係ないのにわたしの捜そう査さに協力までしてくれてますし、むしろご迷めい惑わくをかけてばかりで──」


「うわぁん、真面目な良い子だよ～♪　かわゆいよ～♪」


『血祭』が嬉しそうに、そのふんわりした胸元にさくらを抱だきこんできた。呼吸ができないぐらいの密着感に、さくらは変な気分になりそうだった。


　いい匂におい……。


　お母さんみたい……。


「んもう、お姉ちゃんったら。ちっちゃい『百手姫』ちゃんを──本気で殴なぐったりとか、おとなげないことしてないよね～？」


「しませんよ、失礼な。何か用なんすか『血祭』、習練場に顔だすのは珍めずらしいっすね？」


「うふ～♪　あいすくりいむってのをつくったから、みんなに食べてもらおうと思ったんだよぉ。異国の料理本が手に入っちゃって……♪」


　てへ、みたいに舌をだす『血祭』だった。


　年上のひとにこう言うのもあれだが、可愛いひとだなぁとさくらは思った。


　とても元・盗賊には見えなかった。


「冷たいお菓か子しだから、お風呂あがりにでも食べてね。汗だくじゃない、『百手姫』ちゃん。お風ふ呂ろ沸わいたみたいだし、みんなで一いつ緒しよに入ろぉ♪」


　解決の兆きざしを見せない生徒消失事件など、懸け念ねんの種は多かったけれど──。


　こんなふうに、さくらの地下監獄での生活は何だか家庭的アツトホームですらあったのだ。
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　大浴場である。


　もともと囚人たちが決められた時間にまとめて入浴するための施し設せつなので、やたら広い。泳げるぐらいで、地熱を利用した半天然温泉だ。壁かべには富士山だの歌か舞ぶ伎き役者だのがでかでかと描えがかれ、無む駄だに豪ごう華かだ。


　監かん房ぼうにもちいさなお風呂はついているし、みんな箱はこ入いり娘むすめのお姫ひめ様さまだ、肌はだを晒さらすのは嫌いやがる。『大奥』にもいくつも公衆浴場はあるが、無防備になる場所でもあるので、さくらも滅めつ多たにこんなおおきな浴場に入ったことはなかった。


　すこし浮き浮きする。


　地下監かん獄ごくのこの設備の充じゆう実じつっぷりは何だろうか、至いたれり尽つくせりである。


　などと思いながら感心してきょろきょろしていると、「お手伝いしよっかぁ？」と双子の妹、『血祭』がこちらの服に手をかけた。


　善意しか感じない表情だったけれど、何やら手つきが妖あやしげである。心なしか表情もとろんとしている。


「だ、だいじょうぶです。そこまでお世話になるわけにはいきません、自分で脱ぬげます」


「ちぇっ」


「気をつけてください、『百手姫』。うちの妹は可愛い女の子が大好きなんすよ」


　などと言いながら、『血眼』が嬉うれしそうに中ちゆう華か衣い装しように手をかけ、豪ごう快かいに脱だつ衣いする。


「汗かいたんでお風呂はありがたいっすね、……えっと、あたしらもご一緒してだいじょうぶっすか？」


「わたしもわたしも！　お背中流しちゃう♪」


「えぇまぁ、下々のものに手を触ふれられるのは嫌、とか言うほどお姫様じゃないですよ」


　故郷でもお姫様扱あつかいされてはいなかったので、むしろ気を遣つかわれるのに慣れてない。


　戸と惑まどいながらも、きちんと服を脱いで丁てい寧ねいに畳たたみ、脱衣籠かごにいれていく。『血祭』が楽しそうにそれを眺ながめて。


「わぁ、『百手姫』ちゃん。美味おいしそ……じゃなくて、きれいねぇ。可愛いなぁ、お持ち帰りしたいなぁ♪」


　獣けものの目をしている。


　さくらも可愛いちいさな子が好きだが、そういう視線を自分に向けられるのは慣れていなかった。けっこう怖いものなのだな、反省。


　思っていたが、左右で。


「お風呂っ、みんなでお風呂っ」


「『血祭』、はしゃぎすぎ。あんたもね、年相応の落ちつきってもんをもちなさいよ」


　などと語っている、姉妹の。


　下着で覆おおわれた胸元が、あまりにも立派だったので「おおう」と息をのむ。よく似たふたりの、破は壊かい力すら感じる肉体に挟はさまれて、圧あつ倒とうされる。


　おおきく豊かで柔らかそうで、ふわふわ。『血眼』のほうが鍛えているぶん起き伏ふくにめりはりがあるが、『血祭』は単純にでかい。何だこれ……。


　頭がくらくらする……。


　さくらはごくりと生なま唾つばをのんで。


「おふたりとも、いったい何を食べたらそんな身体からだになっちゃうんですか？」


「いや聞かれても」


　双子は顔を見合わせ、すこし考えてから。


「う～ん、遺伝じゃないすか？」「遺伝かなぁ？」


　とか、夢も希望もないことを言ってくれた。


『血眼』が苦く笑しようし、一糸もまとわぬ姿になると、洗い布タオルで身体を隠かくして。


「こんなもん、邪じや魔まなだけっすよ。戦せん闘とうのときとか、こいつに体重もってかれることもあるし。表面積が広いとそれだけ敵の攻こう撃げきがよく当たりますし。むしろ『百手姫』が羨うらやましいっすよ」


「うう、明日の訓練ではコテンパンにしてやりますから！」


「何で!?」


　驚おどろいてから、『血眼』は苦笑い。


「あんまり見ないでほしいっすね、あたしは傷だらけっすから」


　言われてみると、『血眼』は全身に傷きず跡あとがあった。でもそれは、彼女の敬愛する主あるじや妹を守るための名めい誉よの負傷だろう。


『大奥』では、傷だらけなのは珍しくない。


　さくらだって、両手両足に隠しきれぬ義ぎ肢しと生身の接続する線がある。


　だから言った。


「いいえ、とてもきれいです」


　素す直なおに言うと、「えぇっと、照れるっす」「ずるいお姉ちゃん、抜ぬけ駆がけ！」と双子にきゃあきゃあ騒さわがれた。


　その声に気づいたのか、浴場のなかから。


「ちょっと、みんなで何を楽しくお喋しやべりしてるのよ！　あたくし様も混ぜなさいよ！　寂さびしいじゃない！」


　と全力で叫さけぶ『吸血姫』の声が聞こえてきた。


　姿を見ないと思ったら、どうも先にお風ふ呂ろをしていたらしい。


　さくらが入浴するのを知って、先回りしていたのかも。


　みんなで顔を見合わせ、浴場へと向かった。はだかで立ち話をするには寒い季節だ。


　浴場のなかはもうもうと靄もやがかかっており、けれどあちこち贅ぜいを尽つくしたつくりなのはわかった。いろんな種類のお風呂がいくつもあって、なぜかひときわ高い位置にあるちいさな湯船に、『吸血姫』が入浴していた。


　いつも豪華な衣装に隠されたその身体は幼児体型で、彼岸花色の髪かみの毛も濡ぬれて肌にはりつき、子供っぽい。


　彼女の年ねん齢れいはさくらの三歳下で、まだ十二歳だという。成る程ほどたしかによく見ると成長の兆しもあって、ふくらみかけだったりするが、まだまだ幼い。


　むすっと頰ほおを膨ふくらませ、こちらを見下ろしている。


「何よ、遅おそいわよ。あたくし様を待たせるなんて大罪よ、償つぐなわせてやるわよ。みんなで何を喋ってたのよ、あたくし様を仲間外れにしてさ、ずるいわ」


　すっかり拗すねている。


　それを、双ふた子ごが眩まぶしそうに、誇ほこらしそうに見上げる。『吸血姫』には傷ひとつない。その髪も艶つややかで、きれいだった。


　彼女にひとつの汚よごれも痛みも与あたえないのが、この双子の望みなのだろう。宝物のようなこのちいさな少女を、とても大切にしている。


「早くこっちにきなさいよ！」


　足をばたばたして湯ゆ飛沫しぶきを飛ばす『吸血姫』に、さくらは苦笑する。


「まずは汗を流ながして身体を洗わないと、それが礼れい儀ぎです」


「真面目まじめね……」


　寂しそうに、『吸血姫』が「じゃ、洗ってあげる」とざぶざぶ湯をかきわけて、身体を隠しもせずにおりてきた。


　ぺたりぺたり、と裸足はだしの音を響ひびかせて。


　風呂いすに腰こしかけたさくらの背後で、恥はじることなど何もない、と仁に王おう立だち。


「へへっ」


　笑うと、どうもお気にいりらしい、さくらの髪の毛を手に取って頰に押し当てた。


「やっぱり、きれいね……」


　何だかくすぐったくて、さくらはその明け透すけな好意が、やっぱりどうも馴な染じまない。


　異能力の発現とともに、肉体に顕あらわれた変容。故郷では何だか恥ずかしくて、ほっかむりをして隠していた。


「あまり好きではないのですけどね、この髪の色。他人とちがいますし、秀ひで影かげさまが誉ほめてくれるまではけっこう、劣等感コンプレツクスだったんですよ」


「そう？　他ほかにはないって素す敵てきじゃない、特別ってことだもの。あたくし様はそう思うわ、きれいなものはきれいよ」


　子供の無む垢くさで、『吸血姫』は断言する。


「好きだわ、さくらの髪。あたくし様の次にきれいよ、つまり宇宙で二番目にきれいよ」


　えへんと、ぺたんこな胸をはられた。


「どうも、何かすんませんね。うちのガキは、失礼で」


『血眼』が謝る必要はないのだけど、申し訳なさそうな顔をするので、さくらは「いいえ」と首をふった。


　むしろ嬉しかった。


『吸血姫』は正直だ。気き遣づかいではなく、素直に賞賛してくれているのがわかる。


　何で彼女がこんなに自分に好意を向けてくれるのかが、やはりわからないので、しこりはあるけれど。


『吸血姫』は思ったままを述べる。幼いのだろうけど、ほっとする。公平だからだ。


「さぁ、きれいキレイにしたげるわよ♪」


　慣れないふうに洗い布タオルを泡あわまみれにして、触れてくるので、さくらは恐きよう縮しゆくする。


「いえ、自分でできます」


　もしかしたら、『吸血姫』はとっても高貴な身分のひとだ。畏おそれ多い。


　さくらも元は姫だが、故郷は滅ほろんだ、『銀狼』に見いだされなければ誰だれにも顧かえりみられない、ただの流る民みんだった。


　その遠えん慮りよを感じとったのか、『吸血姫』は不満そうにくちびるを尖とがらせて。


「じゃ『血眼』、さくらを洗ってあげなさい」


「はいはい。ったく、いつも姫さまの思いつきのしわ寄せがこっちにくるんだからもう」


　ぶつぶつ言いながら、『血眼』がこなれた仕草で、さくらの背に触れる。その指先の動きが洗い布タオルごしに感じられて、「ひん♪」と思わずさくらは変な声をあげた。


「いいなぁ、髪は洗わせてね。さくらの髪は、あたくし様のものよ」


　となりで、こちらは『血祭』に当たり前のように身体を洗われながら、『吸血姫』が主張してくる。


　お互たがい泡まみれになりながら。


　さくらは前々からの疑問を口にする。


「何で、あなたはその、わたしなんかにこんなに良くしてくれるんですか？」


「『なんか』とか言わないでよ」


『吸血姫』は足をぱたぱたさせて、こちらを純真に見上げてくる。


「ねぇ、さくらは運命って信じる？」


　こちらの本名をくちびるにのせて、彼女は語る。


「あたくし様は信じるわ、そしてそれは自分自身のちからで突とつ破ぱすることもできるってね。あたくし様はずっとそうしてきた、いつも失敗してきたけど」


　胸に手を当て、真心をこめて。


「でも、素敵なこともあったわ。だから、あたくし様はそういうきらきら輝かがやく運命を、愛する。そしていつかそうして集めた宝物に囲まれて、その真ん中で君臨するのよ」


　よくわからないことを、大真面目に。


「なぜなら、あたくし様は運命に愛されたこの国の正統なる王なのだから♪」


　自信満々に言い切る主を、『血眼』が呆あきれたように眺める。


「またそれっすか。……すんませんね、夢見がちなガキの妄もう言げんに付きあわせて」


「ちょっと『血眼』、混ぜっかえさないでよ！　覚えてなさいよ、お尻しりぺんぺんするわよ！」


「まぁでも、ありがたいです」


　さくらは素直に己おのれの気持ちを述べた。


「最初はどうなることかと思いましたけど、みなさんのおかげで、毎日楽しいです。悩なやんでる暇ひまもないぐらいに。だから、ありがとうございます」


　頭をさげると、『吸血姫』は面めん食くらったような顔をして。


　すぐに、えへへ、と破顔した。


「さくらは良い子ね、だから好きよ」


　手を伸のばし、また髪に触ふれられた。


　べつに、嫌いやではなかった。


　和なごやかな空気のなか、けれど、とさくらは俯うつむく。懲ちよう役えきは、きつい。でも、これは自分が受けなくてはいけない必定の罰ばつ。


　ならば、せめてその間にすこしでもちからを蓄たくわえて。出所したとき、あのひとの役に立てるように。


「ふふ、よい顔ね。それでこそ、あたくし様のさくらだわ」


『吸血姫』は歌うように。


「ねぇ、あなたのこと、ずっと前から知ってたのよ。新聞で読んでね、憧あこがれてたの。その活かつ躍やく、きれいな姿、生き様……ぜんぶ、好きだった。あたくし様の英えい雄ゆうだったの」


　幼い憧しよう憬けい、と一いつ笑しようにふすことはできなかった。


　彼女にとってそれは、大事なもののように思えた。


「だから、会えて嬉うれしい。こうやって、肩かたを並べて生活できて、夢みたいだわ。あなたには迷めい惑わくかもしれないけど」


　その言葉を、繰くりかえす。


「ねぇ、あたくし様たち、やっぱりね──ずぅっと前から友達だった気がしない？　あたくし様にとっては、そうなのよ。あなたもそう思ってくれたら、これ以上ないぐらいに幸せな感じだわ♪」


　その真っ直すぐな好意に、やっぱりどう反応していいものか、さくらは困ってしまうけど。


　不快ではなく、何だか胸があったかくなった……。
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　お風呂あがりだ。


　すべすべ卵たまご肌はだで、さくらは牛乳を口に含ふくむ。うん、まだ成長期。がんばる。


　監かん獄ごくではとくにやるべき仕事もなく、夕方からはのんびりと『吸血姫』のお喋りに付きあうのが日課になっていた。


　これまで彼女はいったいどんな生活を送っていたのか、ときどきひどく無知なことがあって、積み木だとか絵本だとか、子供っぽい遊びをえらく喜んだ。


　どんな幼少期をすごしてきたのだろうか。


　彼女はすきんしっぷを好み、一いつ緒しよにいるときは無む警けい戒かいに寄り添そい、甘えてきた。


　今も。


「動かないでね」


『吸血姫』の広い居室、その寝台ベツドに腰かけたさくらの後ろで、姫さまはこちらの髪を梳すいている。丁てい寧ねいに、壊こわれものを扱あつかうように。


　ふたりの髪の長さは同じぐらいで色も似ているし、どちらも『血祭』が用意した同じ浴衣ゆかたをまとっていたから、まるで姉妹のようだった。


　たまに頭頂に鼻を押しつけ、すんすんと香かおりを楽しみながら、『吸血姫』はまだすこし濡れているさくらの髪を撫なでるように愛めでている。


「もうちょっと、強くしてもだいじょうぶですよ」


「ううん」


　さくらの言葉に、『吸血姫』は何だかうっとりして。


「きれいな髪かみだもの、大事にしなくてはいけないわ。さくらの髪、とても好きよ……」


「そんなに好きなら、すこし切って差しあげましょうか？」


「いいのっ？」


　目を輝かせて、『吸血姫』がどこからともなく鋏はさみを取りだし「じょきじょきっ」と動かした。やや怯ひるむが、お世話になっているし──この無む邪じや気きで明るい女の子を、さくらもすこし好きになりかけていた。


「あ、あんまりたくさんは勘かん弁べんしてくださいね。ちょっとだけ、ですよ」


「う、う～」


『吸血姫』は変な声をあげると、そっと鋏を寝台ベツドに置いて。


　腕うで組ぐみした。


「やっぱり、いいわ。勿もつ体たいないもの！」


「ふふっ」


　微笑ほほえましくなって、さくらは置かれた鋏を手にとると、己の桜色の髪をひとふさだけ──切り取り、手のひらにのせた。


「どうぞ」


「あ、う、あ──」


『吸血姫』は口を開閉して、何だかとんでもないものを壊してしまったように蒼そう白はくになったけれど。切り取られた髪は、二度とは戻もどらない。


　そっと受け取り、胸むな元もとに抱だきこんだ。


　そして満面の笑えみだ。


「ありがとう……」


　桜色の断だん片ぺんを、頰ほおに押し当て、目をうるませて。


「大事にするわ、一生」


「そんなに長持ちしませんよ？」


　さくらは苦笑いする。髪とて生体のいちぶだ、腐くさるし朽くちる。


『吸血姫』はこれまた、どこから取りだしたのだろうか──真しん紅くのお守りに、さくらの髪をそっと押しいれた。有名な神社の名前と、金糸の刺し繡しゆうがあった。


「お守りにするわ、神さまなんて信じてないけど──これで、効果がでる気がする。あたくし様を守ってね、さくら……」


　お守りに書かれている文字は、子宝祈き願がん。


　生々しい単語に、さくらがぎょっとすると、『吸血姫』はくちびるを歪ゆがめた。


「この『大奥』にくる前にね、父といっしょにお参りしたの。あたくし様の役目だからね、将軍家の子種を得て子供をつくるのは」


『大奥』の生徒にとって、それは当たり前のことだ。


　誰もが故郷のため、次代の将軍の母になるためこの学び舎ハーレムにやってきた。


　でも何だか、『吸血姫』はもっともっと重たい宿命を抱かかえている気がした。こんな、ちいさな身体からだに、背負いきれないほどの。


　彼女はそっとお守りを紐ひもで結ゆわえて首からかけると「代わりに何かあげたいけど……」と寝台ベツドからおりて、見るからに高価そうな簞たん笥すをまさぐった。


「どこに仕し舞まったかしらね──えぇっと、あった。ちょうどいいから、この機会に渡わたしておくわ。あなたに会えたら、ぷれぜんとしようと思ってたのよ」


　それは宝石箱だ。


　ちいさな、手のひらに載のるぐらいの。


　貝かい殻がらでつくられた虹にじ色いろの光こう沢たくのある、玉手箱。それをとくに大事でもなさそうに片手でもつと、『吸血姫』は寝台ベツドに戻ってくる。


　膝ひざをつき、身を乗りだして──こちらに、顔を近づけて。


「受けとってくれる？」


「えぇっと、これ高価なものでは……？」


　さくらは恐きよう縮しゆくする。


　容いれものからして神こう々ごうしい、中身はいったい何であろうか。けれど『吸血姫』がこちらを真しん摯しに見つめているので、その眼力に負けて受けとった。


　自分の髪の色は嫌きらいだ、秀影が愛してくれたからすこしだけ屈くつ託たくはなくなっているけれど──そんなものの代わりに、ご大層なものを受けとるのは何だかなぁ。


「さくら、そこに正座してくれる？」


「ほぇ？」


　よくわからなかったけれど、さくらは言われたとおりにした。膝の上に、玉手箱を置く。すると『吸血姫』は恭うやうやしく箱の蓋ふたを開いて、和紙に包まれた何かを取りだした。


　そして立ちあがると、まるで儀ぎ式しきのように。


　ぬいぐるみだらけの寝台ベツドで。


「あなたと出会えてよかったわ」


　しみじみと、やや見当外れみたいなことを言った。


「あたくし様はね、あなたを知るまでずっと腐っていた。いじけて、拗すねていたわ。自分には何ひとつ自由も希望もないんだって諦あきらめて、運命に抗あらがうこともせずに、きれいに整えられたこの部屋でお人形さんみたいに生きてた」


　遠い目をして、そっと手を伸ばし、さくらの前まえ髪がみを指先でいじって。


「さくら、きれいなさくら──でもね、あなたの物語を聞いたの。その人生を、新聞や噂うわさ話ばなしでね。あたくし様は、雷かみなりに撃うたれたみたいだったわ。恥はずかしくなった、心から」


「わたし、そんな、たいしたものじゃあ……」


　さくらは当とう惑わくする。


　翻ほん弄ろうされて、踏ふみにじられてばかりだった。


　大事なひとたちを、ひとりだって守れなかった。


　両親。『水蛇』。故郷のひとびと……。そして今、愛するひとのかたわらに寄り添うこともできないまま、こんな地の底で燻くすぶっている。愚おろかな、弱い女だ。『吸血姫』が聞いたという物語は、きっと誇こ張ちようされているのだ。


「ううん、あたくし様は励はげまされたの。あなたに──愛のため未来のため血まみれで這はいずったあなたの生き様は、あたくし様の憧れだったの……」


　見ていてくれたひとがいた。


　その事実に、何だかさくらは泣けてしまった。


　溢あふれた涙なみだを、『吸血姫』が指先ですくう。それを己のくちびるに運んで、そっと舐なめた。


　愛いとしそうに。


「泣かないで、さくら。あたくし様の、さくら──あたくし様が味方よ。応おう援えんする、そばにいるわ。ねぇ、お友達になれるかしら。あたくし様は、そうなれたらいいなって、ずっとずっと思ってたの」


　幼い、憧あこがれ。


　でも輝かがやくような、無む垢くなるきもち。


　その熱い感情に脳天から爪つま先さきまで痺しびれるようになって、さくらは、何度も繰りかえした問いを今日も口にする。


「どうして、わたしなんですか？　何で、こんなに愛していただけるのでしょう？」


「そうね、一方的よね──ふつうの会話も、積み重ねた時間も、心の伝えかたも、ちっとも足りないのでしょう。でもね、あたくし様には他ほかにやりかたがわからないの。好きで好きで大好きで、どうにかなっちゃいそうで、それをあなたに伝えたいだけなの」


　目を閉じて、祈いのるように。


「あたくし様は、ずうっと閉じこめられてきた。でも、それを打ち破って、己おのれの運命と闘たたかう勇気をあなたにもらったの。とても感謝してるのよ……」


　和紙にくるまれた何かを、こちらの手のひらに握にぎらせてくる。


　重たい、感かん触しよく。


「偉えらそうにしていて、あたくし様には──この程度のものしかあげられない、今のあたくし様には。でも、受けとってくれる？」


　促うながされ、さくらは戸と惑まどいながらも、包みをはがした。


　でてきたのは、おおきな宝石が嵌はめこまれた──印いん籠ろうである。


　丸薬や煙草たばこなどをいれる、ちいさな容れものだ。黄金きんで彩いろどられ宝石がいくつも輝いている、まさに宝物だった。


　たぶん、目玉がとびでるぐらいの高級品だ。


「こ、こんなのっ──いただけませんっ、その理由がありませんっ」


　触ふれるのもおっかなくて、さくらは怖こわ々ごわとそれを見つめるしかなかった。


「いいのよ。あたくし様が持っていても仕方ないし、それに──これには見てくれ以上の価値があるの、開けてみなさい」


「…………」


　震ふるえる指先で、印籠を開いた。蓋が横にずれて、中には折りたたまれた紙が封ふう入にゆうされているのが見えた。とりあえず心して開いてみたが、古語で解読不能な文章がずらずらと書かれているだけだった。


「えぇっと、これは──」


「叙じよ勲くんというか、証書というか、許可証というか」


　うまく説明できないようだったけれど、こほん、と『吸血姫』は咳せき払ばらいをして。


「さくら、あなたに──副将軍の地位を与あたえる」


「ふ、ふくしょうぐん？」


　聞いたことのない役職名だ。


　将軍はわかるが、それは頂点であり──その下に大老や家老などがつづく。


「あなたには、そう名乗る権利があるわ。今、与えたし。あなたの祖先に、そんな役職を夢見たものがいる。あなたの知らない、時空間爆ばく弾だんに歪められなかった、本来の歴史ならあるいは──ずっと語り継つがれたのでしょう。でも現代では忘れられた地位よ」


「よく、わかりません」


　副将軍。


　いきなりそんな、正体不明の役割を与えられても、どうしたらいいのだろう──『吸血姫』はいったい何を知っていて、どんな権利があってこんな……。


　権利。


　そこまで考えて、さくらは遅おそまきながら気づいた。


　征せい夷い大たい将しよう軍ぐんも、その他の地位も、本来はただ与えられた役割である。上位の存在によって、借り受けている立場なのだ。


　そして、そういった位階を分ぶん譲じようし、地位を認めることができるのは──この国で唯ゆい一いつ、あの存在しかいないではないか。


　理解した。


『絲妃』ですら閉じこめることしかできず、地下監かん獄ごくにおいてもこの不可解な好待たい遇ぐう、『執しつ行こう部ぶ』も迂う闊かつに手出しができない、特別扱あつかい。


　当たり前だ。


　もしも『吸血姫』が、あの存在だというのなら。


　それは神話の時代からつづく、この日本列島の正統なる王者だ。


　唯一の。


「あ、あなた──」


「さくらの、想像どおりだと思うわ」


　つまらなそうに言う『吸血姫』に、さくらは呼吸もできなくなって──思わず、寝台ベツドから飛びおりると床ゆかに頭を擦こすりつけるようにして土下座した。


　全身が、痙けい攣れんしたみたいに震えている。


　畏かしこまって、声もだせない。だって、本来なら会話をすることもゆるされない相手だ。


「か、重ね重ねの、ご無礼を──あ、ああ、あなた様は……」


　どうしたらいいかわからなくて、さくらは全身で敬意を示しながら。


　怯おびえきった声で。


「て、てんの──」


「まだ天皇じゃないわよ」


　あっさりと、『吸血姫』が言った。


　その単語を。


「父は存命だしね、どうせ幕府の言いなりになってる傀かい儡らいよ──実権なんてない、京の都で飼い殺しにされてる飾かざりものよ。土地も権力も失い、敬意も実力も剝はぎ取られて、でも生命だけは残ってる。だから、あたくし様はその最後に残ったものをよすがにして生きていくわ」


『吸血姫』は、真っ直すぐな声こわ音ねで。


「戦国が不自然なかたちで終わり、その名残なごりが渦うず巻まく『大奥』ではいまだ血が流されている。暴君『絲妃』によって国土は乱れ、『黒船』の侵しん略りやくによって民心は荒すさんでいる。この災さい厄やくの時代に、生まれてきた──その巡めぐりあわせを、あたくし様は慶よろこぶ」


　あたくし様、なんて傲ごう慢まんな一いち人にん称しようだと思っていた。


　でも、そんなことなかった──足りない、むしろ可愛かわいらしいぐらいだ。


「長い戦乱と血と涙で溢れたこの時代を、きっと変える。そして、みんなが笑え顔がおで幸せに暮らせる未来をつくるわ。まだ、何ができるかわからない。でも、あなたなら──さくら、愛のため絶望と戦いぬいてきたあなたなら、それができると思うの」


「わ、わたしなんか──こんなっ、いただけませんっ」


　印籠を押しかえそうと顔をあげたら、『吸血姫』は静かにこちらを見ていた。


　歴史の重みを含ふくんだ、幼いその見た目に似合わぬ麗うるわしい表情だった。


　時代の分ぶん岐き点が、訪おとずれようとしていた。


「聞いて、さくら」


　震えあがっているさくらを、哀かなしそうに、『吸血姫』は見み据すえる。


「あたくし様は公武合体のために、父に命じられて『大奥』に入った。高貴なる天皇の血筋を、ただの荒あらくれものの末まつ裔えいでしかない将軍家にいれる、降こう嫁かね──そうして、いまこの国の実質的な支配者である幕府のお情けにすがる。それが、天皇家における唯一の女として生まれてしまった、あたくし様の義務」


　胸むな元もとに手を添そえて、清純に。


「子供をつくり、天皇家と幕府の血脈を交わらせる。そのための、政治の道具よ。ちっとも、偉くなんてない。だからそんな寂さびしい態度はやめて、さくら……」


　そっと床におりて、大切そうに、さくらの髪かみを手のひらにのせる。


　おでこに、そっとくちびるを添えて。


　魂たましいごと、気持ちを声にして伝えようとするように。


「あたくし様には、この程度しかできない。忘れられた地位を、一方的に譲じよう渡とするぐらいしか。でもね、あなたにこそ──あげたいと思ったの。あたくし様の、とっておきを。哀しみを痛みを刀にして、愛のため戦ってきたあなたにこそ」


　そのまま、ぎゅうっと抱だきしめてきた。


　あったかい、親愛の温度。


「あなたはね、あたくし様の英えい雄ゆうなの。憧れなの、さくら──一方的に、ひとりで盛りあがって、重たいものを押しつけてごめんね。でも、正体を明かしたらお友達なんかになれないってわかってたわ」


　頂点は、孤こ独どくだ。


　最高権力者の血筋の彼女は、いったいどれほどの寂しさに耐たえて生きてきたのだろうか。甘えん坊ぼうなのも当然だ、当たり前の子供の遊びを知らないのも。


　たいせつな宝物として、奥へ奥へとしまいこまれていた、ちいさな少女。


　それに偶ぐう然ぜんにでも触れてしまった今、いったいどうすればいいのだろう。


「でもね、思うの。いつか歪ゆがんだ歴史が是ぜ正せいされ、みんなが平等に暮らせるようになったら──あたくし様たちは、そのときこそ友達になれる。対等に、ふつうの女の子として。あたくし様は、それを望む。そのために戦う、あなたにもそれを強制はしないけど」


　でも、覚えていて。


　忘れないで。


『吸血姫』は声にださずに、くちびるの動きだけでそう言った。


「あなたの愛した豊臣秀影は、優やさしい将軍──守ってあげて、優しさだけでは生きられない時代だから。あたくし様は、自分にしかできないことを探しに外にでる。あなたはここに残り、己の望むがままに生きていて」


　耳元で、夢物語をねだる幼児のように。


「それぞれの戦場で、それぞれの愛のために──戦ってゆきましょう、それを友情と名づけるわ。いつか再び巡りあったそのとき、すこしでも時代は変わっている。それを信じて、生きていくわ。ねぇさくら、きれいなさくら、そのときこそ……」


　泣いているような声で、苛か烈れつな宿命を抱かかえた少女が言った。


「あたくし様の、お友達になってくれる？」
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　地下監獄には昼夜がない。


　陽ひの光が差しこまぬ穴あなぐらには、まるで時間が流れてないみたいだ。


　だから、それが何時ぐらいだったのか──深夜だったのか早朝だったのか、さくらにはよくわからない。


『吸血姫』から副将軍なる謎なぞの地位（？）を与えられた、その翌朝──だったのだと思うけれど。夢か現うつつかわからぬが、熟じゆく睡すいしていたさくらはふと身体からだに重みを感じて目覚めた。


　見ると、あろうことか『吸血姫』がさくらの胸むな板いたに覆おおいかぶさるようにして、うつぶせになって寝ね転ころがっていた。ぴたりと肌はだが密着し、なぜか両手の指を絡からめ、うっとりと間近からこちらを見つめている。


　幼い淫いん魔まのようだった。


　彼女の体温が燃えるようだ。


「ん……姫さま……？」


「寝ねていてもいいのよ、さくら」


　いやよくないだろ何してんですかあんた──とふつうなら言うところだっただろうが、かんぜんに寝ね惚ぼけていたさくらはうまく言葉を紡つむげなかった。いやいや、この国で最も高貴な血統の持ち主と深夜にこんな女の子同士なのに……。


　蹴けり飛ばすわけにもいかず、さほど不快でもなかったので──吐と息いきが頰ほおを撫なでる距きよ離りで、さくらは彼女の瞳ひとみを覗のぞきこむ。


　何だかとっても寂しそうだった。


「ねぇ、さくら──お別れを言いにきたの」


「お、わかれ？」


　まだ脳が働いていない。


　どうしてこう、この子はいつも言動が突とつ拍ぴよう子しもないのだ。


　振ふりまわされるばかりで、ちっとも追いつけない。


「でも、さくらの寝顔があんまり可愛らしかったから、ずっと眺ながめてしまったわ──だけど、もう夜が明けてしまう。吸きゆう血けつ鬼きの時間はお終しまいよね、哀しいけれど」


　よくわからないことを言うと、彼女はときおり見せるひどく老成した表情で。


　苦笑いした。


「ねぇ、さくら」


　こちらの髪の毛を、そっと指先ですくい、いつものように頰に押し当てて。


　幸せそうに。


「ほんの短い間だったけれど、あたくし様は嬉うれしかった。ずっと憧あこがれていた、あなたと暮らせたのだから。絵本のなかに入れたみたいだったわ。忘れない、あなたの生き様、言葉、きれいな髪……。一生覚えてる、あなたにまでそれを強制はしないけど」


　嚙かみしめるように、こちらの喉のど元もとにくちびるを添えて。


「でもね、これ以上は甘えちゃうから」


　ぺろりと舐なめると、舌なめずりしてから、身を起こした。


　不思議な少女は、暗くら闇やみのなか、自ら発光しているような瞳でこちらを見下ろして。


　猫ねこみたいに笑った。


「あなたとは、対等になりたいから」


　当たり前のように。


「これから、あたくし様たちはこの地下から脱だつ出しゆつする。脱だつ獄ごくね、前から計画はあったのよ。でも『絲妃』に怯えてできなかった──だから、今しかないの。今が、あたくし様たちの夜明けなのよ。もう事実上、とっくに釈しやく放ほうされてるしね。誰だれにも文句は言わせないわ」


　一方的に言うと、まだ何だか夢うつつのさくらの頰に手を添えて。


「脱出経路も、当面の予定スケジユールも完かん璧ぺきに組んだわ。思ったよりも『新しん撰せん組ぐみ』は大所帯になっちゃったから、どんな不測の事態が起きるかはわからないけど、『執しつ行こう部ぶ』も油断してる──今なら、看守を昏こん倒とうさせるなり出し抜ぬくなりして脱獄できるはずだわ」


「し、しんせんぐみ？」


　頭がうまく回らない、自分がもどかしかった。


　大事な、もしかしたら時代の節目にいるかもしれないのに。


「みんな『鮮せん血けつ組ぐみ』って名前がダサいっていうからさ、鮮血→新しん鮮せん→新撰組！　とあたくし様が華か麗れいな連想で決定したのよ、今。これからあたくし様たちは『大奥』から独立する。どんどん有名な名前になるけど、あなたにいちばんに伝えておくわね」


　自信満々に言いきると、大切そうにこちらの胸元に手を添えて。


「これから、あたくし様たちは強しいられた運命から離り脱だつする。そこは誰もが自分で自分を守らなくちゃいけない未知なる荒こう野やかもしれないけど、あたくし様はそれを選ぶわ。そして、自分自身の宿命と対決する」


　公武合体のため、幕府に降嫁してきた天皇家の娘むすめ。


　この国のお姫様の、それは自ら選んだ人生だった。


「あなたは、この『大奥』に残りなさい。ここには、あなたの愛したひとがいる。積み重ねてきた歴史がある。逃にげてはいけないと思うし、あなたもそれを望まないでしょう」


　指を絡めて。


　ほんとは絶対に離はなれたくない、自分のものにしたい──なんて、うずうずした表情で、でもそれを深呼吸して我が慢まんしたみたいな『吸血姫』は。


「またいつか巡めぐりあったとき、あなたの物語を聞かせて。そのときを楽しみにして、あたくし様も生きていくわ。指切りげんまん、噓うそついたら、そうね──」


　悪戯いたずらっぽく笑うと。


「フフ、あなたの大事なひとを──新将軍秀影を、あたくし様のものにしちゃうかもね。ごめんね、写真を見たわよ。秀影将軍、意外といけめんね？」


　枕まくら元もとに置かれた、さくらの最愛の青年の写真を一いち瞥べつして。


『吸血姫』は、くちびるを尖とがらせると。


「ちぇっ、惜おしいことしたかな──」


　つぶやくと、こちらの両目に手を添えて、視界を塞ふさいだ。


　同時に、さくらの意識が途と絶だえた。


　あとから思いだすと、あまりにも意識が曖あい昧まいだった──眠ねむかった、程度では説明できない。たぶん、『吸血姫』の能力で意識を朦もう朧ろうとさせられていたのだ。


　言いたいことだけ言って、自分勝手に、この破は天てん荒こうな少女は去っていった。


　再び巡り会うことがあるかは、誰にもわからない。
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　まさに夢のようだったけれど。


　翌朝、起きると大奥地下監かん獄ごくにはすでに誰もいなかった。がらんとしていて、人ひと気けがまったくない。静まりかえっていて、かんぜんに置き去りにされていた。


　看守の姿すらないが、どっかに縛しばりあげられて放ほうりこまれているのか、あるいは『吸血姫』がつれていってしまったのだろうか──。


　台風のようにすべてを巻きこみ、彼女は去っていった。


『大奥』の生徒としては、重要人物である彼女の脱獄を見過ごすわけにはいかない。『執行部』なりに連れん絡らくして、追っ手を放つべきなのだろうか。でも、今は取り残された感じのほうが勝っていた。何だか調子がくるっている。


「…………」


　独どつ居きよ房ぼうのなか、寝ね床どこの上で身を起こし、ぼうっとした。


　気づくと枕元に、書き置きがあった。


『吸血姫』らしからぬ達筆で、丁てい寧ねいな感謝と再会の望みが綴つづられていた。脱出経路や、彼女らがしばらく拠きよ点てんにするらしい大おお阪さか城城下町の区画まできちんと書かれていて、追いかけてきたければきていいのよ、べ、べつに寂さびしくなんてないんだから──みたいな彼女の気持ちがにじみでている、照れ隠かくしの文章がいっぱい並んでいた。


「それぞれの戦場で、それぞれの願いのために、戦っていきましょう──そう言ったのは、姫さまじゃないですか。だから、甘やかしませんよ」


　まだ胸むな元もとに残っている彼女の体温を、指先で探さぐって、さくらは苦笑した。


　そして立ちあがり、どうしようか、と考えた。


　正味な話、生徒消失事件がまったく解決の兆きざしもない状態で、『吸血姫』を含ふくめた監獄の生徒すべてが去っていったのは困る。捜そう査さどころではない。


　かといって彼女らといっしょに脱獄するのもちがうだろう、それは『大奥』への反逆になる。お目こぼしで懲ちよう役えき刑けいで済んでいるのだ、さくらのことを快く思わないものがそれを知れば、今度こそ極きよつ刑けいすらありえる。


　地下監獄から動くわけにもいかず、さりとて自分しか残っていないのでは捜査もしようがなく──途と方ほうに暮れるしかなかった。


　とりあえず、『蛍』あたりを携けい帯たい電でん話わで呼んで他ほかの生徒が脱獄したことを知らせよう。このまま、ぼうっと時間を浪ろう費ひするのも無益だ。


『吸血姫』のことを密告するつもりはない。脱獄については知らぬ存ぜぬで通せば問題なかろう。脱出経路なんかが記されたこの手紙は──。


「おっと、手が滑すべりました」


　独りごちて、手のひらのなかで手紙を植物に変じさせる。


　さくらの能力だ。


　あの『吸血姫』の髪かみの色を想起させる、一輪の彼岸花が──さくらの手のひらで咲さいた。これで、少しでも彼女が安全な場所へ逃げ延のびるまでの時間が稼かせげる。『大奥』の生徒としては背信行こう為いなのかもしれないけど、さくらはそうしたいと思ったのだ。


「変な娘こだったな……」


　つぶやき、さくらはあとでこれは押し花にでもしよう、とそっと彼岸花をそのへんの卓たく上じように置いた。


　何だかとっても機き嫌げんがよかった。
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　その直後である。


「あれ、何これ？」


　不意に、独居房の外から声が響ひびいた。驚おどろいて見ると、鉄てつ格ごう子しの向こうに見知った顔が立っている。不思議そうにきょろきょろしてるのは、『蛍』である。


　まだ呼んでもいないのに、折悪しく地下監獄の様子を見にきたようだった。彼女はさくらのことを気にかけているようで、ちょくちょく訪おとずれては何かと世話を焼いてくれたのだ。


　こんな早朝から、というのは珍めずらしいけど──。


　時計を見ると、早朝どころかまだ夜も明けきらない時刻だ。太陽がのぼってもいないだろう、深夜だ。『吸血姫』の能力か何かのせいで深く寝入ってしまったようで、さくらに疲ひ労ろう感かんはあまりなく、たっぷり眠った感じだけど。


『蛍』は困ったように、周りをきょろきょろと見回して。


「他のみんなは？　どこ行ったのかなあ？」


「えぇっと──」


　どうしよう。


　彼女は『執行部』副長、と名乗っていた──『大奥』の治安と司法を担になう立場だ、当然、脱獄なんか看過できるわけがない。『大奥』の生徒としては、洗いざらいすべてを報告するべきだが、まだ『吸血姫』たちが脱獄してからさほど時間が経たってないはずだ、慌あわてて『蛍』が追いかけたら捕つかまってしまう可能性があった。


　相手はこの国の重要人物だ、いきなり殺しにいく可能性はないと思うけど。


　あの『吸血姫』がようやく自ら望んで行動を始めたのだ、尊重してあげたい。純じゆん粋すいに、彼女を『執行部』に売りたくなかった。


　どうしよう、と卓上の彼岸花に視線を向けて──。


　………!?


　さくらは鋭するどい殺気を感じて、その場に倒たおれこむようにして転がった。その真上を、斬ざん撃げきが通過していく。真しん紅くの死の線。いとも簡単に丈じよう夫ぶな鉄格子を抉えぐりぬき、切断したその一いち撃げきが、さくらの麗うるわしい髪をすこしだけ持っていった。


「なっ──」


　慌てて身を起こし、枕元の刀置きに飾かざった四本の血刀に手を伸のばす。舌打ちし、『蛍』がその手に握にぎりしめた真紅の小刀ナイフを無造作に振ふるう。


　ばらばらと、鉄格子が輪切りにされて落下。


　見晴らしがよくなった独居房の外、通路に立つ『蛍』は逆光で表情が見えない。


　目と口元が笑えみのかたちに歪ゆがむのだけがわかった。


　あの真っ直すぐな『蛍』らしからぬ、不気味な哄こう笑しようであった。


「うふふ、避よけましたわね」


　己おのれの胸元に手を添そえて、壁かべ際ぎわに退たい避ひし身構えたさくらを舌なめずりして眺ながめると。


「『こいつ』よりも反応が早いじゃない、序列は下のはずなのにね──実戦経験豊富ってことかしら、噂うわさどおりですわね『百手姫』とやら？　今ので死ぬか意識を失っていれば面めん倒どうがなく済みましたのに、……ちょっと痛い目を見ますわよ？」


　元気で少年的だった『蛍』らしからぬ、無理につくったような気品のある口調。


「ほ、『蛍』さん……？」


　ちがう、同じ顔をしているが──あきらかに別人だ。


『蛍』のことをよく知ってるわけではないが、それが確信できた。


　何者かが化けている。


「あなた、誰だれですか？」


「あら、もう別人だとわかりましたの？　もっと動どう揺ようしてくれてもいいのに、似たような能力を持ってるの？　いいですわね、あなた──すてきな素材になりそうですわ」


　艶えん然ぜんと微笑ほほえんで。


「将軍を捕ほ獲かくし人ひと質じちにして、引き換かえに『大奥』の生徒を得る。その目もく論ろ見みも外れたから、当初の予定どおり強い異能力をもつ『吸血姫』とやらを狙ねらいにきたのですけど。彼女もいなくてがっかりしてたら、思わぬ拾いものですの♪」


『蛍』の顔をした何者かは、両手の小刀ナイフを振るった。


　刃は渡わたりが短い武器なのに、異様に斬撃が伸びてくる。


　さくらは咄とつ嗟さに屈かがんでかわした。その真上を通過し、壁かべに切れ目が走る。鋭えい利りな切断面を覗のぞかせ、簞たん笥すが斜ななめに斬きられて中身を散乱させながら崩くずれ落ちた。


　あの小刀ナイフ、理り屈くつはわからないが──ほとんど飛び道具のような射程距きよ離りがあるようだ。


「ほらほら♪　袋ふくろの子こ猫ねこちゃんですわよ……♪」


　賊ぞくは縦じゆう横おう無む尽じんに小刀ナイフを振るってくる。いけない、逃にげ場がなさすぎる。敵の斬撃の軌き道どうも読みにくい。さくらは身を低くし狭せまい独居房のなかを猛もう烈れつに駆かけた、ここから脱だつ出しゆつしなくては攻せめ潰つぶされる。


　戦せん闘とう準備をしている余よ裕ゆうはない。寝起きである──義ぎ肢しを円えん滑かつに動かすための革帯ベルトは巻いていない。あれをしたまま寝ると神経が活性化したままで眠れず、下手をすれば損そん耗もうして壊こわれる。『水蛇』の調整を受けられない今、義肢は不ふ穏おんに軋きしんだ。


　どころか、刀を差すための飾り帯すら締しめていない。四本の血刀を抜ぬくこともできず、ただ両手に持っているしかない。薄うす手での寝ね間ま着き姿だ、一撃を食くらったら致ち命めい傷しようになりうる。


　不都合な要素が多すぎる、敵はそれを狙ったのだろうけど。


　この賊は暗殺者──なのだろうか、あまり『大奥』にはない卑ひ怯きような攻め筋だ。


「あらあら、不調？　可哀かわい想そうに、……手加減しませんけど！」


　鞭むちがしなるようにして、小刀ナイフの刃やいばが伸びる伸びる──かろうじて避けたさくらの横で、座ざ卓たくごとそこに置かれた彼岸花が真っ二つになって散った。


　さくらの目の前がかっと燃えあがる。


「このっ──」


　身体からだは瞬しゆん時じに動いた。


『大奥』で積み重ねてきた戦闘経験が、『銀狼』の──師の教えが、さくらを突つき動かす。訓練ではない、実戦において、『銀ぎん狼ろう長なが屋や』の『百手姫』は超ちよう一いち流りゆうだった。


　すでに、自分のみしかいないけれど。


　だからこそ、『銀狼長屋』の名に泥を塗るわけにはいかぬ。


　敵の伸びる斬撃を、身体に生傷を刻まれながらも何とか避け──さくらは鞘さやに収まった血刀を次々と抜ばつ刀とうして投げた。敵に向かって。


　四連続で、真紅の流星が宙を駆ける。


「………!?」


　危あやうく避けて、おおきく体勢が泳いだ敵に向かって突っこむ。刀を追いかけるように。鞘を放ほうり捨ててさくらが走る。当然、敵が真っ直ぐに小刀ナイフを突いてきた。だがそうくるのは読めている。不規則にしなる鞭のような斬撃は厄やつ介かいだが、ただの突きぐらいなら。


　通路に飛びだし、さくらは不自然に横に滑すべった。


　敵から外れ、通路に突き刺ささった血刀が床ゆかに苔こけを生育させ、さくらの身体を運んでいる。『百手姫』の異名のとおりに、地を這はう虫のように。


　濁だく流りゆうのように地を滑りながら、さくらは刀のひとつを回収──狭い通路のなか、他の独居房の鉄格子を蹴けりつけ、身体に勢いを乗せてお返しの突き。


　敵はかろうじて避けたが、警けい戒かいしたのかおおきく飛び退すさる。


「所しよ詮せんは暗殺者、正面きっての仕合は苦手のようですね」


　さくらは身構え、余裕げに微笑む。


　挑ちよう発はつは『大奥』の常道だ。


　敵はおおいに引っかかり、「何ですってえ!?」と小刀ナイフを両手に構え、歯は軋ぎしりをしたが。


　そのときである。


「『百手姫』、無事かぁーっ!?」


　通路の果て、外界と監かん獄ごくを区分する出入り口の鉄てつ扉ぴが、おおきく開いた。


　姿を見せたのは、『蛍』である。


　全力で走ってきたのだろう、息を荒あららげ、その豊かな胸むな元もとがおおきく波打っている。大奥女学院の制服。鎧眼鏡ゴーグルに補聴器ヘツドフオン。それに繫つながったぶっとい導線ケーブル。両拳と両足に装そう甲こうもつけ、完全武装の態ていである。


　彼女は通路に立つ己とまるで同じ賊の姿に目を剝むいたが、すぐに身構えて。


「やはり、こっちにきていたか──さっきの借りを返させてもらうよ！」


「あらまあ、本物ですか……」


　偽にせの『蛍』は舌打ちすると、さくらと『蛍』に通路の前後を挟はさまれたかたちになる、形勢不利と見たのか迷うような表情をした。


　だが逃げ場はない、こいつが何者かはわからぬが──ここで仕留める。


『蛍』も同じ気持ちなのか、じりじりと間合いを詰つめながら。


「おまえの目的が何かはわからないけど、『大奥』の生徒が行方ゆくえ不明になっていたのもおまえのせいだな！　そうやって姿を変え、相手の警けい戒かい心しんをなくさせて近づき、襲おそっていたんだ！　下げ衆すめ、狙いは何だ？　この監獄に幽ゆう閉へいされている『吸血姫』か？」


『蛍』は当然、その『吸血姫』が脱だつ獄ごくしていることを知らない。


　というか、もしかしたらこの賊もそうなのだろう──あの突とつ拍ぴよう子しもない少女の行動は誰にも予想できたわけがない。


　狙いの『吸血姫』がおらず、困っていたところでこの状じよう況きようになったのかも。


「やれやれ、下衆呼ばわりとは心外ですわ──立場がちがえば戦法も変わる、猫ねこと犬では狩かりの仕方もちがいますのに？」


　偽の『蛍』は油断なく立ったまま。


「将軍の警護はよろしいんですの？　あなたがたの敵が、わたくしひとりだとは限りませんわよ？　今ごろ別働隊が動いている可能性は考えませんでしたの？」


「こっちを動揺させようたって無む駄だだ」


　雑念を払はらうように、両手を祈いのりのかたちにあわせて。


「ぼくもそこまで間ま抜ぬけじゃない、『鎌かま切きり』を叩たたき起こして将軍の警護に当てたさ。そのへんの段取りのお陰かげで駆けつけるのが遅おくれたんだ──『鎌切』はアホだけどいまの『大奥』じゃあ戦闘力だけなら最強だ、任せて安心のはずだよ？」


　一息に語ると、『蛍』は餌えさを見つけた子犬の表情で。


　尻尾しつぽを振らんばかりに。


「つまり、ここでおまえの相手をするのは──この『大奥』序列三位『蛍』だぁッ！」


　真っ直ぐに、突とつ進しんした。


　怯おびえも躊ちゆう躇ちよもまったくない、清すが々すがしいまでの短たん距きよ離り走そうであった。


　賊はそのきらきら輝かがやくような純粋な突とつ撃げきに「うげ、こういう熱血馬ば鹿かは苦手なんですけど」と嫌いやそうな顔をしつつも、さすがに対応しないわけにもいかず身構える。


　そして小刀ナイフを素す早ばやく振るって──。


「気をつけて『蛍』さん、そいつの斬撃は伸びます！」


　伝わるかわからなかったが、さくらが警告すると、『蛍』は頷うなずいた。すでに彼女も一戦やらかしたあとなのか、その表情に油断はなかった。


　伸びてくる血色の刃を、『蛍』は狭い通路のなか跳ちよう躍やくしてかわした。左右に並ぶ鉄てつ格ごう子しを足場にして、右に跳とび、左に跳び、ぐるりと反転して天てん井じようを蹴った。


　ものすごい運動能力だ。


「僧そう兵へい『蛍』、罷まかりとおる──念仏ぐらいは唱えてやるぞ！」


　吼ほえると、嵐あらしのような斬撃のなか敵に肉にく薄はくしていく。


　賊は顔を歪めて。


「手負いですのによく動きますわね、血が足りないのでしょう？　顔色悪いですわよ？」


「ぼくを侮ぶ辱じよくするつもりかッ、『大奥』の生徒は死ぬまで戦うんだよ！」


　上下左右に跳はねまわり、敵の攻こう撃げきを回かい避ひし──おおきく、『蛍』が地面を蹴った。同時に、その足場が彼女の爆ばく弾だん化能力で炸さく裂れつする。破は壊かい力のない、ただの衝しよう撃げきだ。だがそれは『蛍』の身体を後押しし、ありえない加速をさせる。


　弾だん丸がんの速度で迫せまる彼女を、賊は追いきれない。


　咄嗟に刃を交差させて防ぼう御ぎよの姿勢。


「うおぉおおおっ！」


　少年のように雄お叫たけびをあげると、『蛍』が「爆ばく竜りゆう拳けん！」と必ひつ殺さつ技わざの名前のようなものを口にし、それが引き金だったのか彼女の右の拳が敵に触ふれると同時に大爆ばく発はつを起こした。


　その梵ぼん字じが刻まれた右の手て甲こうが爆ばく裂れつしたのだ。正確にはその表面が、爆弾に変じていたのだろう。『蛍』の右手は装甲に守られ、うまく爆ばく風ふうを逃がす。


　だが無事ではない、その拳は損傷し、血を流した。


　己の拳を潰して放つ『蛍』の右の爆竜拳が炸裂、賊は十字に交差させた小刀ナイフごと鮮あざやかに吹ふっ飛び、さくらの頭上を通過して奥の壁まで舞まった。そのまま激げき突とつ、壁におびただしい亀き裂れつが走った。


　凄すさまじい威い力りよくだ、巨きよ大だいな乗り物にでも体当たりされたようなものか。


「ぐ、ふっ──」


　小刀ナイフが吹っ飛び、けれどそれである程度は衝撃を殺したのだろうが、賊は苦鳴をあげる。その身体は、あろうことか壁にめりこんでいた。どんな速度と重みの打だ撃げきだったのか──『蛍』も、伊達だてや酔すい狂きようで序列三位までのぼりつめたわけではない。


　強い、間ま違ちがいなく──。


「さっきは丸まる腰ごしだった、全ぜん裸らのぼくを圧あつ倒とうしただけで調子にのるのが間違いだよ！」


　そして容よう赦しやもない。


「完全武装のぼくは、ちょっとおっかないよ！　鴨かも川がわの水と賽さいの目と僧兵は、王様にだって左右できない！」


　元気いっぱいに、小動物のように跳ね回って。


「仏敵誅ちゆう滅めつ！」


　叫さけびながら迫り、『蛍』が右と左の連打。拳が潰れていようとお構いなしだ、脳内麻ま薬やくで痛みを無視してるのだろうか。賊は何とか顔を覆おおって致命打を避さけているが、どんどん壁のなかに押しこまれていく。


　破は片へんが散らばり、賊が呻うめく。だが、このまま『蛍』はごり押しするつもりだ。掘くつ削さく機のように、めちゃくちゃに殴なぐり、また蹴った。掌しよう底てい打ち。膝ひざ蹴げり。肘ひじ鉄てつ。頭ず突つき。何でもありのめった打ちだ──目にも留まらぬ乱打である。


　このまま勝負を決めるつもりだ。


「こんの、調子にお乗りですわね──」


　賊ぞくが殴られながらも両手に再び小刀ナイフを出現させる。何本隠かくしもっているのか、その皮ひ膚ふを突き破るようにして無数の血色の刃が生える。針はり鼠ねずみのようになった彼女を殴りつけていた『蛍』が、さすがに怯ひるんで動きを止めた。


「ごめん遊ばせッ！」


　歓かん喜きの声をあげ、賊が両手の小刀ナイフを間近の『蛍』に刺しこもうとする。狙ねらいは彼女の両目だ──一方的に攻めていた『蛍』は勢いがついている、この反はん撃げきに対応しきれない。


　だが、『蛍』は独りで戦っていたのではない。


『蛍』に迫っていた賊の、小刀ナイフを握にぎりしめた右みぎ腕うでが跳ねあがった。その腕の中ちゆう途とを、激しい勢いで飛んできた血刀が貫かん通つう──壁かべに、昆こん虫ちゆう採集のように縫ぬいとめた。


「………!?」


　つづけて、『蛍』に迫っていたもう片方の掌てのひらも、飛来した血刀が抉えぐり抜く。小刀ナイフが落下し、賊が動どう揺ようしているうちに──さくらは真っ直すぐに接近していた。


　いちど独どつ居きよ房ぼうに戻もどり、『蛍』が奮戦してるうちに革帯ベルトを装着してきたのである。最大限の戦力を発揮する今のさくらは、『大奥』に雷らい名めいを轟とどろかせた百ひやく戦せん錬れん磨まの『百手姫』だ。


「その刀は──」


　賊がなぜだか両目を見開き、刹せつ那なのみ硬こう直ちよくしているうちに。


『蛍』が叫んだ。


「『百手姫』！　そいつは将軍を狙った、ぼくらの敵だ──ここで仕留めろ！」


　その言葉に、さくらの脳のう裏りは己おのれでも恐おそろしいほどに冷えた。


　両拳を破壊され、さらに壁に縫いとめられた賊に止とどめとばかりに血刀を投とう擲てき──その胸の中心を貫つらぬき、蹴りつけて深く釘くぎ打ちする。動きを封ふうじられた賊が、最後の抵てい抗こうとして己の身体からだに生やした真しん紅くの刃やいばを真横に振ふるった。


『蛍』が真上に跳躍し、さくらは地面すれすれに這って──。


　上下から、『蛍』の鉄てつ拳けんが、さくらの最後の血刀による斬撃が。


　賊の首を切断し、さらに殴り飛ばして高々と宙に躍おどらせた。


　大奥地下監獄に、生なま臭ぐさい鮮せん血けつの雨が舞い散った。




　第四幕　黒船来襲　ぱわあ・げえむ
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　けっきょく、外でも『大奥』での名前を使うことになった。


『吸血姫ばんぱいあ』の本名はおいそれと口にできないうえ異様に長ったるいし、『大奥』での源氏名は何だか陰いん気きな感じだが、それでも長く付きあってきた名前だ。


『血ち眼まなこ』にも『血ち祭まつり』にも、異論はなかった。


「でぇきた♪」


　ともあれ面めん倒どうなことを考えるのは姉に任せて、基本的にふわふわした性格の妹──『血祭』はのんびりしていた。


　脱獄した直後、まだ時刻はお昼である。


　高価な服や装そう飾しよく品を売り払って得たお金を、当面の生活費として用いている。


　場当たり的だが、今のところはそれで何とかなっていた。


『新しん撰せん組ぐみ』は当面の生せい活かつ基き盤ばんとして、町の片かた隅すみにある長屋を借りた。低所得者用の集合物件だが、大おお阪さか城の地価は日本一だし物価も高い。生活はさほど裕ゆう福ふくではない、というかあの地下監かん獄ごくに比べてずっと貧相だ。


　台所やお風ふ呂ろは兼けん用よう。


　お味み噌そ汁しるをつくっている寸ずん胴どう鍋なべにお玉をいれて、小皿に中身をあけ、味見。うん、と満足して、同時に焼いていた魚もいい具合になってきたので回収。ご飯はすでにお釜かまで炊たき終わっている。


　満足して、『血祭』は盛りつけを始める。家事は好きだ。


「姫さま、お姉ちゃん──ご飯できたよぉ♪」


　料理を器用にお盆ぼんにのせて、『血祭』はいちど外にでると、自分たちの部屋へと向かう。大阪城城下町は活気があって、物売りが多く行き交かう。えへへ、何だかこういうの嬉うれしいな──と『血祭』は微笑ほほえむ。


　比ひ較かく的てき誰だれとでも屈くつ託たくなく話せる『血祭』は近所の奥さまたちとかるく立ち話をしてから、長屋に並んだ木戸のひとつを叩いた。


「ふたりとも、入っていい？」


「あっ、ちょっと待っ──」


　室内からどたんばたんと騒さわがしい音が響ひびいてくる。


　何やら面おも白しろそうな気配。


「どうかしたの？」


　両手が塞ふさがっているので、はしたなく足で扉とびらを開いて、なかを覗のぞきこむ。


　そこでは。


「ほれほれほれ、恥はずかしがってないであんたのすべてをあたくし様に見せなさいよ！　うぶなネンネじゃあるまいし！」


「いやぁあああああ!?」


　真っ赤になって恥じらっている『血眼』の背中に、我らが主あるじ、『吸血姫』が馬乗りになっている。ハァハァとなぜか興奮して息を荒あららげ、部下の衣服に手をかけ強ごう引いんに脱ぬがそうとしているのだった。


『血眼』の中ちゆう華か服はあられもなく脱げ、意外と可愛かわいらしい下着が露ろ出しゆつしている。おおう、予想以上に楽しそうだ……♪


　うずうずしている『血祭』に気づいて、『吸血姫』が目を輝かせる。


「あ！　『血祭』、ご飯？　あたくし様、お腹なかぺっこぺこよ！」


　興きよう味み津しん々しんに。


「『血祭』の料理、好きだわ！　今度あたくし様にも教えなさいよ！」


「それはいいけどぉ」


　とりあえず入室し、卓袱ちやぶ台だいに料理を置いてから、お茶の準備などしつつ。


「何してるの、ふたりとも～？」


「当然、『新撰組』の制服を着せてあげてるのよ！　ついに仕上がったのだからね！」


　言うと、『吸血姫』は『血眼』の上で両手を広げる変な姿勢になった。


　その衣い装しようが、変化している。


　文字どおり、制服姿である。『大奥』のものとは異なる、厚手の学生服だ。その上から『血祭』が手ずからつくった『誠』一文字いりの法はつ被ぴを羽織っている。頭には鉢はち巻まきを、可愛らしく蝶々リボン結びにしている。


　というか、頓とん珍ちん漢かんな服装ではある。


『吸血姫』はその衣装を『血眼』にも着せようとしているようだが、本人はものすごく嫌いやがっていた。


「だから、学校の制服なんて嫌っす～！　あたしの歳としを考えてくださいよ！」


「学校じゃないわよ、『新撰組』の制服よ☆」


「だから、その集団の意味がわからんすよ！　説明を省略して行動しないでください！」


「決まってるじゃない、正義の集団よ！　弱きを助け強きをくじき、この国に希望と未来をもたらす最強の戦せん闘とう集団なのよ！」


「曖あい昧まいっす～！」


　何とか暴君から逃にげてきた『血眼』が、ふたりとも楽しそうだなエヘヘ♪　と傍ぼう観かんしていた『血祭』に縋すがりついてくる。


「うぇええん、『血祭』～。姫さまがくるった～」


「よしよし、わたしはいつでもお姉ちゃんを愛してるよぉ～♪」


　大事な姉をぎゅってしてあげていると、『吸血姫』が不満そうに。


　仁に王おう立だちし、びしぃっ、とこちらを指さして。


「いいこと、ふたりとも！　この際だからいちから説明してあげるわ！」


「あ、ちょっと待って──ご飯冷めちゃうよ、食べながら話そぉ？」


　言うと、『吸血姫』は「そうね」と素す直なおに頷うなずき、みんなで卓袱台を囲んでいただきます♪　半はん裸らでいるのも寒いし着き替がえは『吸血姫』が没ぼつ収しゆうしたし、仕方なく『血眼』は『新撰組』の制服とやらを着ている。


「似合ってるよ、お姉ちゃん♪」


「うう、子供服なんて恥ずかしいっす──それにこれ、動きにくいっすよ」


「勇ましくていいじゃない、かっこいいわよ『血眼』。『血祭』のぶんもあるから、あとで着替えなさいね？」


「はぁい」


「何であんたはこの格好になるのに抵抗感ないの!?」


「お姉ちゃんとお揃そろいなら、わたしはどんな服でも全ぜん裸らでも幸せだよぉ？」


　などと会話しながら、食事。


「でもぉ、ばたばたしていて──ちゃんと聞いてなかったけど」


『血祭』はほっこりしながら。


「これから、いったいどうするのぉ？　もちろん、わたしもお姉ちゃんも姫さまについてくけど。『大奥』からの追っ手もあるだろうし、あまり派手なことはできないよぉ？」


「もちろん、『大奥』と敵対するつもりはないわ」


『吸血姫』はむっつりと腕うで組ぐみして。


「公武合体が父から命じられたあたくし様の役目だしね、『大奥』にいつでも戻れるように、大阪城からあまり離はなれずに暮らしていくつもりよ。だけど、あのまま監獄に引きこもってちゃあできないことを──みんなで、成し遂とげていくのよ」


　まだ漠ばく然ぜんとしているようだったけれど。


「さくらを見ていて、あたくし様はそう思えた」


　胸むな元もとに、手を添そえて。


「あたくし様はまだ、あの娘この友達として認められてはいない──横に立ってすらいない、まだ、ただの憧あこがれだわ。でも、あたくし様は彼女に相応ふさわしくなりたいのよ。何かがしたくてたまらないのよ、せめて、さくらみたいに運命に抗あらがいたい」


　真しん摯しに。


「行動をともなわない理想は空くう虚きよだわ。だから、あたくし様は己の身の丈たけに相応しい──でっかい夢を、この手で摑つかみとるのよ。そのための『新撰組』よ」


「けっきょく曖昧っすね」


『血眼』が茶々をいれると、『吸血姫』は「むうっ」とくちびるを尖とがらせて。


「るっさい、何もかもわかんないんだから仕方ないでしょ──そうね、じゃあまずは人助けをしましょう。政変からこっち民衆の生活は乱れていると聞くわ、あたくし様たちの出番も多いはずよ」


「たしかに、将軍様の膝ひざ元もと──城下町にしちゃあ、治安が悪い感じっすね」


　さすがに町のひとたちも不安そうだし、ちいさな窃せつ盗とうや喧けん嘩かも日常茶さ飯はん事じと聞く。ちんぴらのような無法者の集団が我が物顔で練り歩いているのを見たりもする、……まぁ、世間的には『新撰組』もそのひとつだろうけど。


「つまり、自警団みたいなものっすか？　むしろあたしら、取り締しまられる立場では？」


　すくなくとも、脱だつ獄ごく犯として『大奥』が指名手配してもおかしくない。


　まだ表向きそれをされていないのは、『吸血姫』の地位が高すぎて、それが『大奥』から逃げだしたという事実を表おもて沙ざ汰たにできないだけだろう。


「るっさい、無知な民衆にはわかりやすい物語が必要なのよ。あたくし様たちに実際的な利益があると知れば、みんな応おう援えんしてくれるはずだわ。他ほかの連中にも制服を配るし、それで活動をつづけていれば知名度があがっていくはずよ」


　ちなみに、地下監獄のものたちは同時に集団脱だつ走そうをしたが、多くのものが『吸血姫』に付き従っている。不思議な魅み力りよく、というか一いつ緒しよにいれば面白いことがありそうだと思わせる、前向きな雰ふん囲い気きがある女の子なのだった。


　もちろん『百手むかで姫ひめ』は『大奥』に残ったし、行方ゆくえをくらませたものもいる。


　だが『大奥』の外はそこで暮らしてきたものたちにとって未知なる荒こう野やだ、寄り添う必要があった。一いつ般ぱん人の生活は誰だれの保護もなく面倒で退たい屈くつで残ざん酷こくだ。


「ゴミ拾いとか清せい掃そう活動とか、そういうところから始めましょう。悪党がそう都合よくほいほい出てくるとは思わないしね」


「うぇ～」


『血眼』が嫌そうに、米こめ粒つぶひとつ残さずお茶ちや碗わんを空にして。


「それ、姫さまも一緒にやるんすか？　もうちょっと御おん身みの立場を弁わきまえてくださいよ、汚れ仕事はあたしらに任せてほしいもんすけどね？」


「無理はしないわよ、基本、指示だけだすわ」


　不満そうだったが、『吸血姫』は己の身体に刻まれた宿命についても理解している。


「ごめんね、いつも苦労をかけて。あたくし様の我が侭ままにつきあわせて、立ち去りたかったらそうしてもいいのよ。『血眼』、『血祭』もね……」


　うるんだ両目で、見あげてくる。


　純じゆん粋すいなのだ。


　その思想は幼く厳しい現実を知らないが、希け有うだ。守ってあげたいと、『血祭』は思う。その横で『血眼』はうわぁあ撫なで撫でしてあげたいなぁああ、というように宙で手をさまよわせてから、こほんと咳せき払ばらいした。


「ま、いいっすよ。姫さまの横暴には慣れっこですし、手となり足となり働きましょう」


「そうだよぉ、姫さま。あんまり自分だけで抱かかえこまないで、その身体なんだし──姫さまの負担を減らすための、わたしとお姉ちゃんだよぉ？」


「部下だけに任せてふんぞりかえってるなんて、『大奥』のときと同じだし、あたくし様も何かしたいわ」


　むくれているが、『吸血姫』は溜ため息いきをついて。


「ま、その気持ちは嬉うれしいわ──心配かけてごめんね。あたくし様たちの活動が実を結べばきっと、あんたたちにも楽な生活をさせてあげるからね」


「町を騒がす不届きものとして、成敗されるのがオチじゃないっすかね？」


　嫌みったらしく、でも愛いとしそうに『血眼』が口にした瞬しゆん間かんだった。


　悲鳴が聞こえた。


　壁かべが薄うすいので、外の声がよく響いてくる。


「……何すか？」


『血眼』が身構え、立ちあがると壁にたてかけた青せい竜りゆう刀とうを握にぎりしめた。


「ちょっと様子を見にいってくるっす──って、ちょっと姫さま!?」


「事件よ！　騒そう動どうの気配よ、『新しん撰せん組ぐみ』の伝説の始まりよ～！」


　目を輝かがやかせて、『吸血姫』はすでに木戸に突とつ進しんして思いっきり開いている。


『血祭』はもたもたと立ちあがって。


「あぁん、姫さま！　お食事中だよぉ？」


「うるさい、今よ今！　今が日本の夜明けなのよ！」


　いつもの台詞せりふを口にして、往来に飛びだしていくちいさな背中。


　舞まい踊おどる、彼岸花色の長ちよう髪はつ。


「あぁもう……」


　姉妹は顔を見あわせてから、放ほうっておくわけにもいかず、いつものようにそれを追いかける。
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　長屋の外は、異様な雰囲気であった。


　昼前の日差しすらも重苦しい。


　いちばんに飛びだした『吸血姫』は面めん食くらい、いったい何があったのだろう──と周囲をきょろきょろして。


　その視線が、真上を向く。よく見ると、往来や建物のなかから怖こわ々ごわと外を覗のぞいている民衆も、ひとつの方向を凝ぎよう視ししていた。


　空を。


　いつのまにかそこではぐるぐるとした暗雲が立ちこめ、今にも雨が降りそうだ。不ふ穏おんな天空……。同時に、深く濃こく立ちこめた雲に、ひとつの映像が表示される。


「何よ、あれは──」


『吸血姫』は目をぱちくりと瞬またたかせた。


　雲に、ＴＶ画面のように何かが表示される。分厚い雲を銀幕スクリーンにして、何者かが映像を投写しているのだ。


　じじ、と乱れノイズが発生し、雲は内臓のように不気味に蠢うごめいてから──。


　そこに、ひとりの人物を表示した。


「何よ、誰だれ……？」


『吸血姫』が眉まゆをひそめた。


　それは、少女である。


　かなり幼い、おそらく『吸血姫』と同年代であろう。異人なのだろうか、髪かみ色や目鼻立ちは洋風人形ビスクドールのようだ。冷たい無表情は、西洋衣装ロリータをまとった愛らしい見た目を逆に異様に見せている。透すきとおるような長い髪は虹にじ色いろの光こう沢たくがあって、つくりもののようだ。


　頭には王おう冠かんをかぶり、そこに接続された配線は背後の巨きよ大だいな機械に繫つながっている。複雑な機械や歯車がぐちゃぐちゃと絡からまった玉座にちょこなんと腰こしかけ、打ち捨てられたお人形のように茫ぼう漠ばくとこちらを眺ながめている。


　その生きて動いているのが不思議なぐらい無機質な瞳ひとみが、こちらを向いた。


『吸血姫』と少女の視線が、交差する。歴史の重みとともに。


　火花が飛び散る、おおいなる宿命が遭そう遇ぐうした瞬間だった。


『ふぁお』


　少女は不意に、円盤デイスクが回転するような独特の声をあげる。


『聞いていたより、立派な町だな。だが歪いびつだ、醜みにくいなあ──』


「ちょっと、何よあんた」


『吸血姫』が背せ伸のびして、びしぃっ、と少女に指をつきつけた。


「あたくし様を無視して、高いところで何を独り言してんのよ！　不ふ遜そんよ！　あんた何よ、あたくし様の国で好き放題に振ふる舞っていいのは、あたくし様だけよ！」


『喧やかましいな、小こ娘むすめ』


　さほど興味もなさそうにつぶやく少女に、『吸血姫』は「かぁっ」と赤くなった。


「な、何よ！　小娘って、あんたもちっちゃいじゃない！　ちーび！　ちーび！」


『ぴいちくぱあちく囀さえずるな』


　ほんとに、うるさそうに少女は顔をしかめた。


『こちらは不ふ機き嫌げんなのだ、まだ方針が固まってもいないのに『モモ』のやつが先に仕し掛かけてしまった……。今さら後にはひけぬからと、重おもい腰をあげたのである。あぁ、面めん倒どうで死んでしまいそうなのだ──あまり、無む駄だに喋しやべらせるな』


　肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついて、少女は。


『可愛かわいい部下が、『モモ』がいるからには大おお阪さか城や『大奥』を狙ねらえぬし。あそこには大量の資源がある。直接攻こう撃げきはできぬからと、こうして回りくどくも城下町なんぞを狙っておるのだ。われにとってはこんな場所、価値はない。あまり苛いら々いらさせるなら滅ほろぼすぞ』


　欠伸あくびまじりに、そう言って。


『今さらという感じでもあるが──騎き士し道どう精神に則のつとり、まずは宣戦布告から始めよう』


　その無表情に、ぞっとするような殺意をこめると。


『われは帝てい国こく第一皇女、外商第三艦かん隊たい通つう称しよう『黒船』提てい督とく──『デンキ』である』


　その名前が、この国の歴史に刻まれた瞬間だった。


『吸血姫』は身構える。


「『黒船』ですって……!?」


　それは現在、日本中を騒がしている無法者、長なが崎さきを不法占せん拠きよした謎なぞの集団である。


　提督、というのがどの程度の地位かはわからない──だが、おそらくその頂点なのだろう。その態度は王者のそれで、幼い見た目とはちぐはぐですらあった。


『黒船』の、最高権力者。


　悪の軍団の、親玉。


「あんたが──」


『そう、われが『デンキ』である。われが命じて、『モモ』を……部下を暴れさせた。ゆえに、すべての怨うらみも憎にくしみもわれに向けよ。われがすべての騒動の張本人にして黒幕、否いな──回りくどい言いかたはよそう、われがおぬしらの敵である』


　敵。


　簡潔なその表現は、『デンキ』と名乗った少女の決意表明に思えた。


　その悪意をもって、『黒船』がついに歴史の表おもて舞ぶ台たいに堂々と名乗りをあげたのだ。


『映像で挨あい拶さつをせねばならぬ無礼は、どうか寛かん恕じよしてほしい。われは理由わけあって『黒船』から動けぬ、けしておぬしらを軽かろんじているわけではない』


　形式的にすら思える平へい坦たんな声でそう述べてから、こちらを一いち瞥べつして。


『まずは問おう──おぬしらは、何者か。見たところ、一いつ般ぱん人とも思えぬが』


「あたくし様の名前を聞きたきゃ、身の程ほどを知って頭こうべを垂れなさいよ！」


　超ちよう偉えらそうに、腰に手を当てて『吸血姫』が『デンキ』を睨ねめあげる。


「そうね、お友達じゃないから本名は教えてあげない──でも、覚えていなさい！　あたくし様は『新撰組』組長、『吸血姫』様よ！　異国の暴徒ども、畏おそれおののきひれ伏ふしなさい、あんたはこの国の正統なる王者と会話してるのよ！」


　その言葉に、『デンキ』は目を丸くして、


　口元に手を添そえると、くすくす、と肩かたを震ふるわせて笑った。


「な、何がおかしいのよ!?」


『すまぬ、あまりにも可愛らしいのでな──』


『デンキ』はまたも『ふぁお』と変な声をあげると、脱力リラツクスして背もたれに体重を預けた。


　そして、一丁の銃じゆうを取りだす。


　古式ゆかしき、回転銃リボルバー。


　薄く桃もも色いろがかった銀色の、ちいさな、芸術品のような銃である。殺傷力があるとはとても思えない、華はなやかな彫ちよう刻こくが施ほどこされている。


「何よ、その銃？　やろうっての？」


『ほう、知らんのか。未開の国はこれだから、面倒だなあ』


　興味深そうに、けれど完全にこちらを見下した、傲ごう慢まんな態度のまま。


『これは『才古銃サイコガン』。異能力者のちからを解かい析せきし技術として完成させ、誰だれにでも行使しうる武器として錬れん成せいしたものである』


　異能力の、武器化。


『異能力は才能に因よる。己おのれのちからを選べず、量産もできぬのは武器に向かぬが──その欠点を克こく服ふくしたのが、この『才古銃サイコガン』よ』


　笑えみすら浮うかべず、淡たん々たんと。


『能力は銃じゆう身しんに宿る。ゆえに、持ち主が敗れても、『才古銃サイコガン』さえ回収すれば何度でも使える──誰が用いても効果は同じ。もちろん、ひとつひとつ異なる能力を解析するには長い時間が必要だし、複雑な計算式と研究が必要である、貴重な武器だ』


『黒船』にも数えるほどしかないのだ、と溜息混じりに。


『その動力には、強いちからをもつ異能力者の生命が必要である』


　だんだんと、『黒船』の目的が察せられてくる。


　まさか、こいつら──。


『同様に、いま機関部が破損し長崎から動けぬ『黒船』の動力も、この『才古銃サイコガン』だ。再起動させるには、異能力者の生命がいる。その生命は資源だ、自分たちで生産できない──ゆえに、この地で収しゆう穫かくせねばならぬ』


『吸血姫』は思いだす。


　さくらは地下監かん獄ごくで起きている生徒消失事件を捜そう査さしていると言っていた。実際、長く監獄で暮らしていた『吸血姫』は、いつのまにか姿を消している生徒が増えているのに気づかないわけがなかった。


　こいつらが──攫さらっていたのか、人知れず、何らかの方法で。


　この国の少女は、血統とその濃さにもよるが大なり小なり異能力を発現する。彼女らを何者かが資源として『黒船』に持ち帰り、この『デンキ』に献けん上じようしていたのだ。


『資源を得られれば、『黒船』は再起動する。われらは、故郷に帰れるのだ』


「強い異能力者を、資源として収穫……」


『吸血姫』は、血の気を失ったまま。


「あんた、『大奥』を狙ってるのね」


『すこしは頭がまわるようだな。そう、われらが『黒船』の誇ほこり高き戦士『モモ』が、すでに『大奥』で活動している』


　呆あつ気けなく、『デンキ』は言った。


『あれは血気盛んで何を考えてるかわからんが、強いぞ。きっと、目的を果たして『黒船』に凱がい旋せんするであろう。『大奥』はすでに、風前の灯ともし火びよ』


「そんな、『大奥』が──さくらが危ないわっ」


『デンキ』のことなど忘れたみたいに、大阪城へ向かって走りだそうとする『吸血姫』に、『デンキ』が『おっと』と言い添えた。


『もちろん、ここまで語っておいて──おぬしらを黙だまって放置するわけがないだろう。おぬし、見たところ強大な異能力のちからを感じる……。われら『黒船』が必要とする資源として、これ以上ない素材である』


「何よ、あんた長崎から動けないんでしょ!?　どんだけ距きよ離りがあると思ってんの、いったい何ができるっていうのよ！」


　喧けん嘩か腰ごしで叫さけぶ『吸血姫』に、『デンキ』は溜ため息いきをついた。


『侮あなどってもらっては困る、われは『黒船』提督『デンキ』である』


　その手にした『才古銃サイコガン』とやらを、指先で撫なでて。


『われが父王から受け継ついだ帝国最強の『才古銃サイコガン』の片割れ、刻印No.００１『第一の火オールドエンジン』の能力は、距離など無視する』


　その銃身にくちづけて、愛いとしそうに。


『悪いけれど、おぬしらを『大奥』へ行かせるわけにはいかない──あそこは、後生大事に強い異能力者を囲って保存している、絶好の宝物庫。必ず奪うばう、根こそぎにする。そのためには、おぬしらは邪じや魔まなのだ』


　ゆっくりと、こちらを見み据すえて。


『一方的な虐ぎやく殺さつになるが、謝罪はせんぞ──これは戦争である。『黒船』に盾たて突ついた愚おろかな小娘よ、大言を吐はくならそれに見あった実力を見せてみよ』


『才古銃サイコガン』の、撃げき鉄てつを起こした。


『『第一の火オールドエンジン』発動』


　無造作に、銃じゆう口こうを向けて。


　異様な迫はく力りよくが、ちいさな『デンキ』の全身に渦うず巻まいてくる。不安をおぼえたのか、双ふた子ごが『吸血姫』に「姫さま！」と駆かけ寄り、守るように立った。


『吸血姫』の全身から、冷や汗あせが流れる。


　何だか、やばい──。


『発射』


　てきとうに握にぎっているとしか思えない、幼児が遊ぶような手つきで、『デンキ』が『才古銃サイコガン』の引き金をひいた。


『ば～ん☆』


　無む邪じや気きとも言える、そんな声こわ音ねと同時に。


　空が、目ま映ばゆく輝かがやいた。
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　一いつ瞬しゆん、何が起きたのかわからなかった。


　そのぐらいに、理解しがたい光景だった。


　箱はこ入いり娘むすめである『吸血姫』にとって、そもそも戦せん闘とう行こう為いというものが物語で読むだけの代しろ物ものだったし、いつだって双子に守られてきた。


　だから、それは『吸血姫』が生まれて初めて叩たたきこまれた最前線の空気であった。


　轟ごう音おん。


　同時に、そばにあった民家が数軒けん──まとめて吹ふっ飛んだ。


　衝しよう撃げき波はに立っていられず、真横に倒たおれそうなところを、「姫さま！」と『血祭』が抱だきとめてくれた。彼女のふんわりした胸むな元もとに顔を埋うずめ、目を白黒させて。


『吸血姫』は、それを見た。


　巨きよ大だいな縦穴ができていた。


　何か、でっかくて重いものが、叩きつけられたような跡あとだった。


　一瞬だったのでよく見えなかったが、天空高くから何かが飛来し、地面を殴なぐりつけた──墜つい落らくしてきた、ように見えた。


　むかし何かで読んだ、地球の衛星──月にたくさんある、抉れクレーターのようだった。顔をだし始めていた民衆が悲鳴をあげながら引っこみ、往来には人ひと気けがなくなる。激しい土つち埃ぼこりと火花が朦もう々もうと立ちこめた。


『これぞ『才古銃サイコガン』刻印シリアルNo.００１『第一の火オールドエンジン』──』


　宙空に表示されたままの『デンキ』が、豪ごう華かな銃を見せびらかすように眼前に構えた。


『その能力は、こちらの指定した位置に隕石を落とすこと』


　隕石。


　その単語に、『吸血姫』は全身がけばだつような寒気を覚えた。


『距離が開いていると、命中精度はさがるのだが──おかげで誤ご爆ばくが多いが、威い力りよくは絶大だぞ。隕石を知っているか、未開人ども。はるか宇宙から落下してくる、岩である。摩ま擦さつ熱と重力によって凶きよう器きと化したそれは、大たい砲ほうなんかよりも熱く重く破は滅めつ的だぞ』


　身をもって味わえ、と『デンキ』は再び銃口をこちらに向けて。


『ば～ん☆』


　気が抜ぬけるような声とともに、がちんがちんがちんっ、と引き金をひいた。


　そのたびに、高々度から隕石が迫せまってくる。


　今度は、しっかりと視し認にんできた。空にきらりと輝きの点が生じ、それがぐんぐん巨大になってくる。近づいてくる──おおきさはまちまちで、だがどれもに一いち撃げき必殺の威力がこめられているのは間ま違ちがいがなかった。


　だって、隕石だ。


「そんなっ……！」「ひっ!?」


　さしもの百ひやく戦せん錬れん磨ま、双子もただ恐きよう怖ふに竦すくむだけだ──だって、こんなもの個人が覆くつがえせる災さい禍かではなかった。武器でどうにかなるわけがない。


「こんの！」


『血眼』が奮起し、青せい竜りゆう刀とうを空に表示された『デンキ』に投げつけた。能力を行使するものを倒せば隕石落下を阻そ止しできる、と思ったのだろうけれど。


　青竜刀は、あっさりと『デンキ』を素す通どおりする。


　映像なのだ、それは本のなかの悪党に唾つばを吐きかけるぐらい無意味な行こう為いだった。


　何も変わらない。


　その間にも、隕石は次々と城下町に降り注ぎ、蹂じゆう躙りんし──建物を木こっ端ぱ微み塵じんにし、そのなかで震ふるえていた人々を肉につ塊かいに変え、思うがままに薙なぎ払はらっていく。


　破は壊かい、そのものの光景だった。


　生命も何もかも区別せず、無む慈じ悲ひに未来を奪われていく。


「ちょっと、何よこれ──やめてよ！　ふつうのひとたちは関係ないでしょう！　あんたの敵は、あたくし様たちでしょう！　こっちを狙ねらいなさいよ！」


『吸血姫』が悲鳴をあげたが、『デンキ』は不思議そうに『ふぁお』と声をあげて。


『何を勘かん違ちがいしている』


　嘲あざけるわけでもなく、淡々と。


『われは異人、おぬしらの敵対者──われは、この国のすべてに宣戦布告したのだ。土地も建物も人間も、あらゆるものがわれらの踏ふみつぶすべき害悪だ』


　死ね、と呪のろうように『デンキ』は言う。


『死んで死んで死に尽つくせ、無む知ち蒙もう昧まいなる異国の民たみ草くさよ。『黒船』にひれ伏ふせ、『大奥』の少女たちを寄よ越こすがいい。この要求をのみ、われらのご機き嫌げんをとるならば──皆みな殺ごろしだけは勘かん弁べんしてやってもよい』


「ふ、ふ、ふざけんじゃないわよ！」


『吸血姫』があっさり切れた。


　敵の情なさけ容よう赦しやないやりくちに、拭ぬぐい去られていく生命たちに、その幼い純情は穢けがされた気分だった。双子を振ふり切り、いまだ落下してくる隕石たちに片手を向ける。その手のひらに、先ほど自ら嚙かんでだした血がにじんでいた。


　その全身に真っ直すぐな怒いかりと義ぎ俠きよう心しんが渦巻いていた。


　それを糧かてにして。


「隕石ぐらい何よ、ちっとも怖こわくない！　ぜんぶ撃げき墜ついしてやるわ！」


　その手のひらから、膨ぼう大だいな炎ほのおの塊かたまりが噴ふん出しゆつした。


　それは宙で矢のかたちに寄り集まり、迫っていた隕石のひとつの中央を貫かん通つうした。空で、おおきな花火が咲さく。つづけて、『吸血姫』は何度も炎の矢を放った。


『………!?』


　予想外だったのだろう、『デンキ』の顔色が初めて変わった。


　それは隕石を撃墜された驚おどろきよりも、むしろ──。


『何だ、それは。まさか……』


「ふふん、驚いた？」


　初めて立つ戦場に、足が武む者しや震ぶるいを起こすなか、『吸血姫』は堂々と言った。


「これは『大奥』最強の破壊力をもっていた『赫竜あかとんぼ』の能力よ！」


「ひ、姫さま！　だめ！」「能力を使っちゃあ──」


　双子が慌あわてて縋すがりついてきたが、『吸血姫』は聞かない。次から次へと『赫竜』のあらゆるものを炎にし、操あやつる異能を発揮する。


　隕石は無む作さく為いに落ちてくるだけだ、加速がついているとはいえ、狙い撃うつのは難しくなかった。そして『大奥』最強の破壊力は、隕石にも匹ひつ敵てきする。


　貫通し、粉みじんにする。


　火花が雨のように降ってくる。


『まさか、これは……そんな──』


　けれど、『デンキ』は何だか予想外の反応をした。


　嬉うれしそうだったのだ。


『こんな、ありえぬ。『第二の火ネオロマンサー』……？　帝てい国こくで永らく喪うしなわれていたあの『才古銃サイコガン』がなぜこのような異国に──』


「驚いてる場合じゃないわよ！　どんどん、いっけぇ！」


　炎の矢、炎の弾だん丸がん、炎のくの字ブーメラン、いろんな火の塊をお祭りのように乱らん舞ぶさせ、『吸血姫』が隕石を破壊、あるいは弾はじき飛ばして城下町の外──田畑や草むらなどに落としていく。


『赫竜』の能力は消しよう耗もうが激しい。双子に支えられながらも『吸血姫』は青あお息いき吐と息いきだが。


　その表情には達成感があった。


　自分ががんばればみんなが助かる、そのためなら『吸血姫』は死力を尽くす。


　けれど──。


『ふむ、成る程ほど』


『デンキ』は動どう揺ようから立ち直り、冷静に状じよう況きようを検分する。


『面おも白しろいな、おぬし──他人の能力を模倣コピーするのか。臓器移植などで他人のちからを奪う技術があるのは知っていたが、おぬしは細さい胞ぼう段階で己おのれを改変してあらゆる異能を使し役えきするのか。まさに王者のちから、といったところか』


「そうよ、一目でよくわかったわね」


『『才古銃サイコガン』も似たような仕組みでつくられているからな──ふむ、だが見たところ、連続して短期間に能力を切りかえるのは不可能、といったところか。細胞の急激な変化は身体からだに負担をかけないわけがないしな』


「無理すればできるわよ、見せてあげましょうか。何でもいいわよ、『絲妃あらくね』でも『金きん獅じ子し』でも『銀ぎん狼ろう』でも──とびっきりの『大奥』の異能を、無知なあんたにね！」


　えへんと胸を張って、立ち向かう。


「怯おびえなさい、謝罪なさい──頭こうべを垂れなさい、蛮ばん族ぞく！　あたくし様を誰だれだと思っているの!?　あたくし様は運命に愛されたこの国の正統なる王なのよ！」


　超ちよう人じんふたりの視線が交差する。


　隕石、そしてそれを撃墜する万ばん能のうのちから。


　誰にも立ち入れない、王者の戦いがここにあった。


　けれど──。


『ふ、ふふっ』


『デンキ』は玉座の背もたれに頭を預け、仰のけ反るように。


　その無表情を歪ゆがめて、……哄こう笑しようした。


『あははははははっ』


　生まれて初めて声をあげて笑った、というような──不自然な表情だった。


　涙なみだすら浮うかべ、目元をしきりに拭いながら、「な、何よ！」と威い嚇かくする『吸血姫』を見下ろして──かくり、と人形的に小首を傾かしげた。


　不気味に。


『可愛かわいいなぁ、ほんとうに。おぬしは──抱だきしめてあげたいよ。手のひらのうえで足あ搔がく、ちいさな虫けらよ。おぬしに特別に、『第一の火オールドエンジン』のほんとうの恐おそろしさを見せてやろう。褒ほう美びだ──もう侮あなどったりしない、全力で叩たたきつぶしてやろう』


　銃を構えて、こちらに狙いをつけて。


　続けざまに何度も何度も、引き金をひいた。


『ばばばばばば……☆』


　連射だった。


　同時に、空に無数の──数え切れないぐらいの隕石が出現した。


　絶望そのものの光景だった。


　空を埋うめ尽くす、数百か数千か、それ以上か──豆まきのようにばらまかれた、ひとつひとつが民家を吹ふき飛ばして余りある破壊力の結けつ晶しよう。その圧あつ倒とう的な量に、『吸血姫』は息を呑のんだ。


『ばばばばばばばばばばばばば……☆』


　まだまだ増える。


　恐ろしい数の隕石で、日が陰かげる。地面が闇やみに包まれる、未来が閉とざされる。


　今度こそ──個人ではどうしようもない、破滅が迫ってきた。


「な、な……」


『吸血姫』は一いつ瞬しゆんで血の気を失い、がたがたと震えた。


「何よこれ、どうしろっていうのよ──おかしい、変よ！　ありえないわ！　こんなの、能力の限界を超こえているわ！」


『『才古銃サイコガン』とはそのような武器だ。資源のぶんだけ、どれだけでも多用できる。われも連射はしたくないのだ、この『第一の火オールドエンジン』は『黒船』の動力でもある。使用すればそれだけ故郷へ帰る日が遠ざかる、資源の浪ろう費ひはしたくない』


『デンキ』は引きつったような、ぎこちない笑えみのままに。


『でも、われにも誇ほこりがある。おめおめと、退けはせんのだよ。可愛いおぬしが悪い、われに本気をださせたおぬしが──喧けん嘩かを売ったのはおぬしだ、後こう悔かいで枕まくらを濡ぬらせ』


　銃が熱を帯びているのか、ちいさな手のひらから煙けむりをあげながらも。


『滅ほろびの日だ、ちいさな島国の猿さるども。この『黒船』提てい督とく『デンキ』が引導をくれてやる』


「ぐっ……！」


　迫りくる隕いん石せきに、『吸血姫』は連続で炎をぶつける。だが、焼け石に水だ。何て喩たとえだ──ともに意地と、負けられぬ理由があるふたりの王者。


　だがその緒しよ戦せんは、あきらかに『デンキ』に有利だった。


　遠えん距きよ離りからの多角的な爆ばく撃げき、本人はまったくの安全──対して、『吸血姫』は城下町の人々を見捨てて逃にげることもできない、立ちふさがってその身に悪意を浴びるしかない。


　凌ぎきれなかった隕石が間近で炸さく裂れつし、双ふた子ごが折り重なるようにして倒たおれた。手をだせず、声もだせずに呆ぼう然ぜんとするしかない。


「もうやめて、姫さま！　死んじゃうよぉ！」


　優やさしい『血祭』の声は耳に届いたが、『吸血姫』は一歩だって逃げるわけにはいかなかった。何もできない自分に歯は嚙がみし、『大奥』を飛びだしてきたのではなかったのか。未来のために。けれど、ここで逃げたらこれまでと同じだ。


　だから、退かない。『デンキ』を睨にらみつけ、『吸血姫』は涙目で怒ど鳴なった。


「嫌いやよ！　もう奪うばわせない、あたくし様の世界からひとつだって！」


『その覚かく悟ごだけは褒ほめてやろう』


『デンキ』が頰ほお杖づえをついたまま、のんびりと。


『だがな、自覚しろ──おぬしは脆もろい、弱い、儚はかない、可愛いよ……。この国の民たみに同情するよ、これで王者とは嗤わらわせる。ほぉら、まだまだ増えるぞ』


　引き金を、何度もひく。


　そのたびに、地じ獄ごくが押し寄せてくる。


『絶望しろ、未開人ども。帝国に膝ひざを屈くつすれば、愛めでてやってもよいのだぞ？』


「馬ば鹿かに──すんなぁあああああ!!」


『吸血姫』が吼ほえて、能力を切りかえる。その全身から血管が浮きでて、酷こく使しされた肉体が悲鳴をあげる。同時に、その全身から真しん紅くの輝かがやきが噴出した。


　血色の、それは防ぼう御ぎよ壁へきである。


　おおきく広がったそれは城下町に屋根のように展開し、飛来する隕石を防ぐ。だが、広い城下町全域を網もう羅らしたこの結界の維い持じは、ちいさな『吸血姫』には負担が重すぎた。


　その消耗は推おして知るべしだ。


「姫さま──」「無む茶ちやっすよ、姫さま！」


　双子が呼びかけてくるが、『吸血姫』は「いや、いや」をするように首をふった。


「侵しん略りやく者なんかに負けるもんですか、殺させないわ──これ以上！」


『王者にとって弱さこそ罪、実力をともなわぬ言葉に重みはない』


『デンキ』は何度も何度も何度も、駄だ目め押おしをするように隕石を発射して。


『己のちっぽけさを嚙みしめて、『黒船』にすべてを差しだすがよい』


　城下町を、阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲劇そのものが踏ふみつけにしていく……。
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　どれだけ、時間が経過したか──。


　激しい隕石の雨が、不意にやんだ。


　そのときにはもう『吸血姫』が敷しいた血色の結界はひび割れ、あちこち破損し、住居にも多大な被ひ害がいがでていた。壊かい滅めつはしていないが、酷ひどい有様である。守りきることができなかった──。


　あちこちから火災の煙があがり、悲鳴や嗚お咽えつが聞こえてくる。


　悲ひ惨さん、の一言であった。


　巨きよ人じんに踏みつぶされたように、大おお阪さか城城下町はぐちゃぐちゃになっていた。


「はぁっ……はぁっ──」


『吸血姫』は汗あせだくで息も絶え絶え、それでも凛り々りしく天を睨みつけている。足あし腰こしに限界がきて震ふるえ、けれど跪ひざまずくことを誇りがゆるさず、ふらつきながらも仁に王おう立だち。


　結界がゆるやかに消えて、『吸血姫』の片目から、血の涙がひとしずくだけ──零こぼれた。


　限界だった。


　だが、敵もそれは同じなのか──。


『ふぁお』


　手のひらのなかの『才古銃サイコガン』が熱をおびて、煙をあげる。


　さすがに限界らしい、やはり無む尽じん蔵ぞうに使つかえるわけではないのだ──きっと。


　円盤デイスクを回すような奇き妙みような声をあげ、『黒船』提督『デンキ』は何度か瞬まばたきをした。


『よくぞ凌しのいだ、手加減はしなかったのだけど。われの故郷にも、いいや世界でも、この『第一の火オールドエンジン』の爆撃を防いだものはいなかった』


　けれど満まん身しん創そう痍いを絵に描かいたような『吸血姫』に対して、『デンキ』は揺ゆるぎない。機械の玉座に腰こしかけ、足を組んだまま、のんびりと──。


『脆ぜい弱じやくと誹そしった非礼を詫わびよう、そなたも王者よ』


　無感情な瞳ひとみで『吸血姫』を見み据すえ、傲ごう岸がん不ふ遜そんに。


『けれど、次はない。われの『第一の火オールドエンジン』の射程はこの国の全域を網羅している。そのちいさな手のひらで──独りぼっちで、どこまで防ぎきれる。また相まみえたそのときが、おぬしの命日』


　立ちあがると、ちょこんと衣い装しようの裾すそをつまんで、深々とお辞じ儀ぎをする。


『われは『黒船』提督『デンキ』なり──この国の王よ、その健けん闘とうを称たたえる。いずれまた、死と血の杯さかずきを酌くみ交かわそう』


　顔のみをあげ、最後まで笑みも浮かべずに。


『では、さよならアデユー』


　映像が消えた。


　しんと静まりかえる。


「終わっ、た……んすか？」


　青せい竜りゆう刀とうを構えたままの『血眼』が、周囲を油断なく見据える。だが再度の攻こう撃げきはなく、異国の王族は約定どおりに去ったらしい。


　無傷とはいかない。


　追い払はらっただけだ──それも、敵の情けに縋すがるようにして。


　けれど、勝利と思おう。


　横で、感受性の強い『血祭』がこの悲劇にふらりとよろめき、体重を預けてくる。『血眼』は力強く妹の頭を、胸むな元もとに導いて。


『デンキ』の攻撃を前に何もできず、主あるじを戦わせた恥ち辱じよくに、従士として悔くいる。


　何もできなかった。


　悔くやしくて、血がにじむほど強く下した唇くちびるを嚙かんだ。


『血祭』は何か言いたげだったけど、呼吸を整えるのに精せい一いつ杯ぱいで、声をだすにも難なん儀ぎしている。双子は寄り添そい、敵が消え去った煙で濁にごった空を睨む。


「こらっ！　和なごんでる場合じゃないわよ！」


　瞬しゆん間かん、『吸血姫』が地じ団だん駄だを踏んで怒鳴った。


　ぎりぎりぎり……と憤ふん慨がいを隠かくしもしない歯は軋ぎしりをして。


「あの賊ぞくども、『黒船』だか『デンキ』だか知らないけどあたくし様の国で偉えらそうに──なめんじゃないわよ！　あたくし様に上から目線で喋しやべっていいのは、あたくし様だけよ！　むがぁああ、蛮ばん族ぞくのくせにぃいい！　生意気生意気生意気!!」


　全力で叫さけぶと、大阪城へ向かう城下町の道を、全力疾しつ走そうする。


　猛もう然ぜんと。


「ちょっ、姫さま!?　どこ行くんすか急に!?」


『血眼』がふらついている妹を支えながら、びっくりして追いかける。


『吸血姫』は振ふり向いて、びしぃっ、と大阪城を指さした。


「決まってるじゃない、あいつらの狙ねらいは『大奥』よ！　異能力をもつ少女を資源として収しゆう穫かくするとか言ってたもの──さくらが危ないわ！　助けなくちゃ！」


「えええ!?　また『大奥』に帰るんすか、せっかく脱だつ獄ごくしてきたのに!?」


「敵を倒したらまたすぐ出てくわよ！　火急よ、あんたたちも走りなさいよ!!」


「そんなっ、『大奥』の『執しつ行こう部ぶ』も油断してたから脱獄できたわけで──また捕つかまったら今度こそ逃がしちゃくれませんって！　考え直してください姫さまぁ!?」


「ふんっ、あたくし様が捕まるわけないじゃない！　何も悪いことしてないもの！　いいこと『血眼』、『血祭』も聞きなさい！　あたくし様の行動を誰だれも邪じや魔まなんてできないのよ！　なぜならあたくし様は運命に愛されたこの国の正統なる──」


　そこまでだった。


　叫びながら走っていた『吸血鬼』が、いきなり前のめりに倒れた。


　電池がきれたおもちゃみたいに。


　阿あ呆ほうな法はつ被ぴと彼岸花色の髪かみの毛が、真上に跳はねる。


　そのまま、倒れ伏ふしたままぴくりとも動かない──まるで、屍し体たいのように。


「へ……？　姫さま……？」「きゃああっ、姫さまぁああ!?」


『血眼』は文字どおり血の気を失い、慌あわてて『吸血姫』に駆かけ寄ると抱だき起こす。意識はあるようだが、苦痛に呻うめいている。譫言うわごとで「さくら……さくら……」とつぶやいている。


　その全身が火傷やけどしそうな熱をもち、吐と息いきからは湯気がたつ。


　顔を真っ赤にして、ぜいぜいと喘あえいでいる。


　──いけない、例の発ほつ作さだ。


「『血祭』、そのへんの民家から水をもらってきて！　あと、布ふ団とんも──寝ねかせないと……！　あぁもう、だから戦うなっつったでしょ！　こんな身体からだで、無茶して、汚よごれ仕事はあたしたちに任せてくださいよ！　そのための、あたしたちでしょうが！」


　思わず怒鳴ると、『血眼』の腕うでのなかで、『吸血姫』が薄うす目めを開いて。


　不敵に笑った。


「馬鹿ね」


　そっと震える指先をのばして、こちらの頰ほおをなぞる。


「あたくし様はね、決めたの。『大奥』に、将軍に嫁とつぐように命じられて──運命を、ねじ曲げられて。だから、あたくし様だけはそんな酷いことはしないって誓ちかったの。あたくし様についてくるものには、自由と、幸福を与あたえる。そのためなら血を吐はくわ」


　瞳に、決意が宿る。


「あたくし様は、政治の道具。将軍家への貢みつぎものとして降こう嫁かした、きれいな宝物。子供を産んで死ぬまで、あたくし様の人生は、あたくし様のものじゃない。そんな運命に唾つばを吐きかけるために、立ちあがったの。そのために、ちからを貸してくれるあんたたちの運命を踏みにじったら、ねぇ──ほんまちゅ転てん倒とうでしょ？」


　嚙んでしまった、まだ舌足らずな子供のように。


『血眼』は涙なみだすらでてきて、主をそっとかき抱いだく。


「だからって、無理しないでくださいよ──姫さまに死なれたら、あたしたちはどうすりゃいいんすか……」


「何よ、いつも嫌いや々いやつき従ってるような顔してさ」


　苦く笑しようして、『吸血姫』はこちらを無む垢くに見あげてくる。


「『血眼』はあれね、つんでれね」


「奇妙な日本語を使わんでください」


　ぐすん、と洟はなをすすった。


　治ち療りようの能力が自分にないのが怨うらめしい。否いな、世界中の医者や薬くす師しを集めたって、『吸血姫』のこの状態を治療することはできない。せいぜい、症しよう状じようの緩かん和わが限界だ。


　これは、人体に仕し掛かけられた時限爆ばく弾だん。


　他ほかの病気で死なないものは、必ずこの悪あく魔まに身体を蝕むしばまれ、命を終える。


　寿じゆ命みよう、そのもの。


　つまり──。


『吸血姫』の能力はおそらく、最強だ。誰も勝てない、万ばん能のう無敵のちからだ。あらゆる能力の再現。身体を変化させ、内臓などを含ふくめたあらゆるものを模も倣ほうする。日本で最も高貴なる血族に宿った、史上最高の異能力。


　だが全身の急激な変化は、彼女の細さい胞ぼうを猛もう烈れつな勢いでガン化させる。


　癌がん。避さけ得ぬ死の運命。蝕まれた『吸血姫』の寿命は、常に削けずられている。


　彼女は激痛に苛さいなまれ、細胞を破損しながら戦っていたのだ。


『血眼』も『血祭』も、彼女にそういった無理をさせないために存在しているのに。こうして、彼女を死地に立たせてしまった。


『吸血姫』は、襲しゆう撃げきされる町を見み逃のがせなかった。『新しん撰せん組ぐみ』なんてお遊びめいた集団も、善意からきている。運命に、踏ふみにじられたひとたちを助けたい──それは子供っぽい、けれど優やさしい、愛すべき願いだ。


　放ほうっておけない。


　せめて寄り添い、支えたい。


　だが、神はなぜこんな高潔な魂たましいに、斯か様ような茨いばら道を与えたのか。


「何て顔よ」


　いつのまにか伝っていた『血眼』の頰の涙を、『吸血姫』が指先ですくいとる。


「胸を張っていなさい、あたくし様たちは正しいことをしたの。でも、まだ終わりじゃない。あたくし様は動けない、だからあんたたちだけで『大奥』へ向かいなさい。さくらを助けるの。いいえ、これはこの国の一大事よ」


「嫌いやっす、姫さまを置いていけません」


「命令よ」


「嫌ったら嫌っす！」


　叫ぶと、『吸血姫』をぎゅうっと抱きしめた。もう、とくちびるを尖とがらせて、『吸血姫』は目を瞑つぶる。呼吸が浅い、体力も何もかも限界なのだ。


　ほとんど仮死状態だ。


「お、お姉ちゃん……」


　背後に、いつのまにか『血祭』が立っている。


　不安そうに、おどおどして。


「あの、お水をもらいにそのへんのお宅にお邪魔したらっ──その、このひとが」


　その横に、見知らぬ女がいた。


　奇妙な出いで立ちである。


　和装だ。花魁おいらん風の、肩かたをまろびだしたある意味では下品な格好。布は薄うす手でで毒々しい緑色をしており、されこうべの図案がちりばめられている。画業を生業なりわいにしているのか、指先や服に絵の具の汚れ。


　口元に煙管キセルをくわえ、ふかしている。


　目が見えないのか、顔面をぐるぐる巻きにした包帯で、その双そう眸ぼうは塞ふさがれている。包帯の隙すき間まから飛びだした髪の毛は、何本もの三つ編みに結ゆわえられていた。


　不気味な、盲もう目もくの絵師──。


　誰だ……？


　戸と惑まどう『血眼』は、同時に気づく。町のあちこちから、人々が顔を見せている。『デンキ』の爆ばく撃げきに怯おびえ、住居に逃にげこんだひとたちだ。町ゆくものたち、被ひ害がいを負って倒たおれふしていたものたちも、こちらを眺ながめている。


　不安そうに、でも期待をこめて、熱っぽい視線で。集中するたくさんの目、目、目──不安になって、『血眼』は身じろぎする。


「な、何見てんすか、おうっ!?」


　凄すごんでみたが、意味はなかった。


　居たたまれない気持ちになっていると、すぐそば──絵師が喉のどを震ふるわせて笑った。


　夜鳥のように。


「くくく、とんだ休きゆう暇かだと思やぁ意外な拾いものじゃねぇか。おう、お姉さんよ。そう怖こわい顔をすんじゃねぇよ、美人が台無しだぞ？」


　煙けむりを吐いて、にやにやと。


「わかんねぇか、みんな感謝してんだよ──あんたらぁ、あの恐おそろしい『黒船』の連中から町を救った英えい雄ゆうだ。注目されんのも当然だろ、民衆は義ぎ賊ぞくってのが好きだかんな。今のその子の捨て身の戦いも、みんな見てた──ありゃ憧あこがれるねぇ、まぁともあれ」


　ゆるやかにその場に跪ひざまずき、目が見えないだろうに、首の動きを『吸血姫』に向けて。


「お初にお目もじいたします──あなた様と、こんなところでお会いできるとはね」


　胸むな元もとに手を当て、女は不気味に名乗った。


「あたしは豊臣幕府内務監かん察さつ局通つう称しよう『腐肉食堂ハゲタカ』局長『冥土鳥ほととぎす』──僭せん越えつながら、そのお嬢じようさんの寝ね床どこと医者ぐらいは用意いたしましょう」


　赤いくちびるが、毒鳥の舌のように歪ゆがむ。


「できれば末永くご愛あい顧こを、お願ねげぇしますぜ。くくく……」


　その潰つぶれた両目は、口ほどには笑っていなかった。




　第五幕　百花桜乱　ももかおうらん
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『黒船』提てい督とく『デンキ』が放った災さい厄やくの『才古銃サイコガン』、刻印No.００１『第一の火オールドエンジン』の隕いん石せき落下による地じ響ひびきは、『大奥』地下監かん獄ごくも震しん撼かんさせていた。


　隕石が襲おそったのは大阪城城下町だ──その近くにある大阪城も、『大奥』もその衝しよう撃げきに揺ゆさぶられ、いまだ修復中だったあちこちの建物が軋きしみをあげて崩ほう落らくを始める。


　新将軍を迎むかえ、再び歩き始めたこの国を──。


　蹴け躓つまずかせ、嘲あざ笑わらうような攻こう撃げきであった。


　ぱらぱらと破は片へんが落ち、ぐにゃりと地面に刺ささった鉄てつ格ごう子しが歪んでいく。それを見て、蔦つた植物で繫つないだ血刀を回収して鞘さやに収めたさくらは、青ざめる。


「いけない、ここは地下です──崩くずれたら生き埋うめになりますよ！」


「仕方ない、脱だつ出しゆつしよう。緊きん急きゆう事態だ、一いつ緒しよに行くよ！」


『蛍ほたる』が頷うなずき、出口に視線を向ける。いちおう、さくらは懲ちよう役えき刑けいの最中だが、『蛍』の言うとおりに火急の事態だ、黙だまって生き埋めになって死ぬのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい。


『執しつ行こう部ぶ』副長の太たい鼓こ判ばんをいただき、さくらはいまだ断続的に響ひびく地鳴りのなか、足もとが覚おぼ束つかずにふらつきながらも。


「他のみんなは脱だつ獄ごくしてるはずです、この監獄にはわたししかいませんので──」


「その件についても、あとで詳くわしく説明してもらうからね」


　当然そこには言げん及きゆうしつつも、『蛍』はそれよりも、と倒れ伏ふした賊ぞくの屍し体たいを見やった。首が飛ばされ、血ち溜だまりのなかに沈しずんでいる。


「その前に──せっかく倒したんだ、こいつを回収して、……ッ!?」


　気もそぞろに歩み寄った『蛍』が手を伸のばした先で、不意に、首無し屍体が跳はね起きる。その手のひらに握にぎられた真しん紅くの小刀ナイフが、弾だん丸がんの勢いで伸びた。


「ふぐっ……!?」


　刃やいばが、『蛍』の華きや奢しやな肩を貫かん通つうする。咄とつ嗟さに身をひねって致ち命めい傷しようは避けたようだが、そのまま彼女は先ほどさくらが賊にしたことをなぞるように、仕返しのように、壁かべに縫ぬいとめられて身動きを封ふうじられる。


「あぐうっ──」


　痛みに悶もん絶ぜつしながら『蛍』は、目を見開いた。


「何でまだ動けるのっ、死んでないはずないだろ!?」


「──『蛍』さんっ!?」


　さくらは慌あわてて警けい戒かいしながらも、異様な光景を見た。


　賊の首無し屍体が何事もなかったかのように、糸で吊つられるようにしてぴょこんと起きあがったのだ。立ちあがり、片手の小刀ナイフで『蛍』を封じながら、もう片手の小刀ナイフを伸ばし──鞭むちのごとくしならせて、おおきく吹ふっ飛び転がっていた己おのれの生首を搦からめとる。


　そのまま回収し、玉遊びでもするかのように気軽に受けとめた。


　西洋の死を告げる妖精デユラハーンのごとく、己の首を抱かかえた賊は。


　さすがに言葉もないさくらと『蛍』のそばで、いまだ出血したまま、悠ゆう々ゆうとこちらを睥へい睨げいする。


「そんな──」


　ありえない、さくらは鼻白む。


　首を飛ばされて生きていられる動物がいるわけがない。


　短時間なら、単純な虫などは首だけでも這はい回るけれど──人間だ、脳に血が巡めぐらなくなった時点で意識を失い、死ぬ。だから世界中のどの国でも斬ざん首しゆと絞こう首しゆは有効な処しよ刑けい方法なのだ。


　それなのに。


　見ているうちに、賊の身体からだから「ぴんっ、ぴんっ」と音をたてて、何かが飛びだして床ゆかに乾かわいた音をたて落ちる。見ると、血にまみれたちいさな黒い種子である。さくらにはそれが一目でわかった、己も同じようなものを用いたことがあるからだ。


　身体を骨格から歪め、他人の姿に変化させる珍ちん種しゆ『怪人二十面相カメレオンシード』。


　それと同じか、よく似た種子を身体に仕込み、見た目を変へん貌ぼうさせていたのだ。


　同じ能力の持ち主……？　あるいは似た系統の……？


　ありえない話ではない、異能力は多種多様だが、何かの偶ぐう然ぜんで同じような能力が生まれることもある。三千人の『大奥』のお姫ひめ様さまのなかには、似た能力をもつものもいる。


　けれど、何だか胸むな騒さわぎがした。


　あまりにも、同じだ。


　似ている、どころではない。


　さくらは、もうひとりの自分ドツペルゲンガーとでも遭そう遇ぐうしたかのような寒気をおぼえた。


「あなた、何者ですか？」


　さくらは震えながら、血刀を抜ぬいて突つきつけた。


　得体のしれぬ恐きよう怖ふ感かんがあった。


「なぜ、わたしと同じ能力を……？」


「嫌ですわね」


　己の屍体に抱えられながら、生首が両目を開き、可か憐れんなくちびるを笑えみのかたちに歪ませる。その切断された生首からぬるりと血管が伸びて、己の胴どう体たいに繫がっていた。


　血液が補給され、血が巡り、賊はまるで何事もなかったみたいに。


「能力だなんて、そんな楽しい代しろ物ものをわたくしが持ってるわけがないじゃない──何もないから奪うばうんですわよ、わたくしたちは。うふふ、何の特別な才能もちからもないただの女に、異能力者がよってたかって意地悪するなんてね……♪」


　ぐちゃり、と不快な音を響かせながら、己の生首を元の位置に置いた。


　血管が、神経が繫がり、皮ひ膚ふまで縫ほう合ごうされていく。


　不死身か──こいつ、ありえない。


『大奥』にも『熊くま虫むし』という不死身が売りの女がいたが、戦せん闘とう記録を見るかぎり、首を飛ばされた時点で死んだ。動物とはそのようなものだ、脳と胴体が分ぶん離りされてもなお再生ができるのは、もっと下等な生き物だけだ。


　人間ではないのか──。


「酷ひどいことしますわね、ふつうなら即そく死しでしたわ♪」


　身体を変化させていた種子が飛びだし、賊は本来の姿を取り戻もどしていく。


　少女だ。


　さくらよりも、わずかに年上だろうが──まだ十代に見える。


　その凄せい惨さんな過去を物語るような色の脱けた髪かみはふわふわと癖くせがあって、それを頭の左右で「ちょこん」と結わえている。なぜか大奥女学院の制服を着ているが、細部の型が旧ふるい気がする、似て非なるものである。


　おまけに、女はその制服を左右非対たい称しように着ていた。上着も腰巻きスカートも半分しかない。上着は左上半身のみを覆おおい、それを紐ひもで留めて何とか脱ぬげないようにしている。右上半身は肌はだが露ろ出しゆつし、西洋風のおとなっぽい下着で豊かな胸元を隠かくしていた。


　下半身の腰巻きスカートは逆に右下半身のみを隠していて、同じく紐でかろうじて留めている。左下半身は露出した太ふと股ももと、これも色いろ香かのある下着で、局部のみを隠していた。


　肌靴下タイツも左右で意い匠しようが異なり、よく見れば髪の毛の房ふさも左右でやや異なる位置でまとめてあり、徹てつ底ていして左右がちぐはぐだった。


　見ていて不安になるような、暴漢に襲われたあと何とか体てい裁さいを取りつくろったような、半はん裸らに近い出いで立ちであった。


　両手に血色の小刀ナイフを握りしめ、賊は引きつったように、口くち端はを歪めて笑った。


「ん、んっ……」


　声の調子を整えるように、喉のど元もとに指を添そえて。


「あぁ、すっきりしましたわ──やはり骨格ごと弄いじくっていると、どうにも動きにくくてね、窮きゆう屈くつでしたの。でも『デンキ』様が動き始めたということは、もう素す性じようを隠す必要はありませんものね？」


　いまだ断続的に響く、正体不明の地じ震しんのなか、賊は宙を見あげて。


「うふふ、こうでなくっちゃあ──『デンキ』様も覚かく悟ごを決めたようですわね、独断専行した甲斐かいがあったというものですわ♪　『ピカドール』のやつは怒おこってるでしょうけど」


　独り言のように、こちらの知らない名前を口にしている。


「ふんが！」


『蛍』がその間に、己の肩かたを縫いとめていた小刀ナイフを殴なぐりつけた。刃が粉々になって、彼女は自由を取り戻す。着地し、けれど血を流しすぎている──憔しよう悴すいしたように呼吸を乱し、身構えるのが精せい一いつ杯ぱいのようだった。


「何なんだ、おまえ！　ぼくは馬ば鹿かだから巧うまく言えないけど、……おかしいぞ絶対！」


　曖あい昧まいな物言いに、賊は呆あきれたように。


「あらまぁ、くたばり損ぞこないは黙ってなさいな──あまり強い異能力者は殺したくないから、手加減してあげてたのがわかりませんの？」


　本来の姿を取り戻した賊は、たしかに先ほどまでとは段だん違ちがいの威い圧あつ感かんを放っていた。


　首を飛ばされても生きていられるのだ、こちらの実力を推おし量るため、いくらでも手を抜ける。いちど死んでみせ、油断を誘さそうこともできる。


　でもその奥の手を見せた今、賊に手を抜く理由はない。


『蛍』とさくらに挟はさまれたまま、それでも余よ裕ゆうたっぷりに腰こしを折ってお辞じ儀ぎすると。


「まぁ、それが流りゆう儀ぎのようですしね──騎き士し道どう精神とやらに則のつとり、名乗っておきましょうか。わたくしは帝てい国こく第三艦かん隊たい通つう称しよう『黒船』の大幹部、外交担当大臣『モモ』と申しますわ。あぁ、『百』と書いて『モモ』でしてよ♪」


　どうでもいいことを語る彼女に、さくらは息を呑のんで。


「『黒船』……？　長なが崎さきを占せん拠きよした謎なぞの集団ですか！」


「『黒船』という呼び名はあまり本意ではないのですけどね、まぁ──わかりやすいようですので、それで宜よろしいですのよ？」


『モモ』と名乗った少女は、挑ちよう発はつ的に手のひらで小刀ナイフをゆらゆら揺ゆらしながら。


「本日は『大奥』の皆みなさまに、そうですわね──宣戦布告ということかしら？」


　のらりくらりとした、遊んでいるみたいな口調だった。


　生き真面目まじめなさくらには、聞いているだけで苛いら々いらする。


「ほんとは将軍様や、この地下監かん獄ごくにいたあのやんごとなき御おん方かたを手て土産みやげにして『黒船』に帰参したかったのですけど。どうやら、おふたりともわたくし程度の手が及およぶものでなかったようで。諦あきらめて『ふえ～ん、『デンキ』さま～！　『大奥』のメスブタどもにいじめられたよ～う！』って泣いて帰ることにしようかしら？」


「逃にがすと思っているのですか」


　さくらが血刀を突きつけたまま、できるだけ情報を得ようと。


「あなたたち『黒船』の親玉は、『デンキ』というのですか？」


「ええ、『電姫』と書いて『デンキ』さまですのよ──んふふ、可愛かわいくて哀あわれな子……ちょっとだけ、あなたに似てるかもね」


　視線を向けられ、さくらが「ぎくり」と肩を強こわばらせた一いつ瞬しゆんのうちに。


『モモ』の姿がかき消えた。


　一瞬のうちに、地を滑すべり──こちらの盲もう点てんを移動して接近していた。それは、さくらがよくとる戦法である。先ほどの一戦で学習されたのだ。『モモ』の足あし下もとには先ほどさくらが能力で植えた苔こけが生育している、それを利用された……？


　やはり同じ能力……？


「『百手むかで姫ひめ』!?」


『蛍』が悲鳴をあげたが、彼女は傷だらけで戦える状態ではない。慌てて駆かけ寄ろうとする彼女の目の前で、すでに『モモ』はさくらと手の触ふれる距きよ離りにいた。


「ぐっ──」


　思わず居合抜きで仕留めようと刀の鍔つばに手を置いたさくらの、指先を包みこむように、『モモ』が手のひらを重ねてくる。抜けない、どころか──。


　そのまま、『モモ』はふんわりとさくらを抱だきよせてきた。


　鮮せん烈れつな、花の香かおりがした。


　何だか懐なつかしい気がした。


「えっ……？」


　至近距離すぎて武器が使えないのか、だが『モモ』の小刀ナイフの間合いはむしろこのような零ぜろ距きよ離りである。こちらを生け捕どりにしたいから刃やいばを用いない、というなら体当たりでも肘ひじ打ちでもしてこちらを吹っ飛ばせばよかった、なのに抱ほう擁ようしてきている。


　殺気すら感じない。


　その不可思議な『モモ』の行動に、さくらは啞あ然ぜんとする。


　抱だきしめられ、くちびるを吸われて殺された『水蛇みずち』の姿が脳のう裏りに浮うかび、背筋が凍こおった。けれど、その恐きよう怖ふをむしろ慰なぐさめるように、『モモ』はさくらの後ろ髪がみをそっとすくうようにして撫なでると。


　耳元で、子こ守もり歌うたみたいに。


「さくら」


　まだ名乗っていないはずの、こちらの本名を告げた。


　心臓が止まるほど驚おどろいた。


　なぜこちらの名前を。否いな、どうやら『モモ』は変身することで『大奥』に潜もぐりこんでいたらしい。こちらの本名をあらかじめ調べていたのだろう、そう思うしかない。だって、異国の勢力──『黒船』に、自分の知ち己きがいるはずがない。


　故郷は滅ほろんだ。


　さくらは天てん涯がい孤こ独どくだ。


　だから同じ能力を持っていたとしても、関係なんかあるわけがないのだ。動どう揺ようし、何も考えられない、その束つかの間に。


　その柔やわらかな胸むな元もとにさくらの頭を導いて、『モモ』はつぶやいた。


　これまでの他人を嘲ちよう弄ろうしているような口調とはまるでちがう、たぶん、この少女の心からでた声なのだろう──優やさしそうな、聞いていて安心する囁ささやきだった。
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「さくら、すべてを疑いなさい。この国の成り立ちを、歴史を、幕府を、『大奥』を──あなたにはその権利が、義務がある。ねじ曲げられ、隠された本来の歴史を取り戻すの。それはとても恐おそろしい行こう為いかもしれない、あなたは何度でも傷つき疲つかれ果て裏切られるでしょう、……きれいな桜の根元には、いつだって屍し体たいが埋うまっているから」


　それだけ言うと、彼女はくるりと舞まうようにしてこちらから離はなれる。いかにも攻こう撃げきに失敗して、無意味に行きすぎただけ──という態ていだが、彼女がその気なら今の一瞬のうちにいくらでもさくらに致命打を叩たたきこめた。


　それなのに。


　まるで愛してるみたいに。


「あなた、誰だれ？　誰なんですか……？」


「もう名乗ったでしょう？」


　寂さびしそうに微笑ほほえむ『モモ』の真上で、天てん井じようが炸さく裂れつした。駆け寄ってきていた『蛍』が「!?」と目を見開き、身体からだをかばいながらさくらの横に並ぶ。入り口側に、さくらと『蛍』。通路の奥に、悠ゆう然ぜんと立つ『モモ』。


　その真上が粉ふん砕さいされ、何か巨きよ大だいなものが落ちてくる。


　何だかつまらなそうにくちびるを尖とがらせる『モモ』のそばに、それは着地し、おおきな嘶いななきの声をあげた。


　それは地下監獄の狭せまい通路に収まりきらないぐらいの、巨大な一頭の馬であった。戦場で大暴れする荒あら馬うまの風ふう体ていである。だが奇き妙みようなことに全身が装そう甲こうで覆われており、生身の部分がまるで露出していない。


　頭部すら例外ではなく、光り輝かがやく独眼モノアイが電光を放っているだけであった。


　まるで機械の馬だ。否、そのものなのだろうか──。


「『モモ』！　貴様ぁ！」


　装甲馬は高々と足を踏ふみ鳴らすと、真横に立つ『モモ』を睨にらみつけた。


「勝手な真似まねをしてくれたな、これは問題行為だぞ……！　『デンキ』さまもご立腹だ、すぐに『黒船』に帰参せい馬鹿者めが！」


「喧やかましいですわよ、『ピカドール』。馬のくせに人間様の言葉を喋しやべらないで？」


　さくらを抱きしめたときとは真逆の、他人の神経を逆さか撫なでるような表情と声で、『モモ』がぼやいた。


「いちおう、『大奥』の生徒はそれなりに攫さらって『黒船』に送ったでしょう？　大物は逃のがしてしまいましたけど、お咎とがめなしだと思いますわよ？」


「独断専行を問題にしておるのだ、結果など知るものか！　それに資源といえば──そこにいる連中は、かなり強大な異能力を保持しているように見受けられるが？」


『ピカドール』と呼ばれた装甲馬が、妙みように人間的な仕草でこちらを睨んだ。


　鍛きたえあげられた戦士、といった風ふう貌ぼうである。


　その全身の筋骨は逞たくましく、銀色の装甲も相あい俟まって武器そのもののようだった。


「……やめておきましょう、かなりの手練てだれですわ。ぼやぼやしてると、みんなまとめて生き埋めですしね」


『モモ』が面めん倒どうくさそうに言うと、ひらりと『ピカドール』の背中に跨またがった。腰巻きスカートが膨ふくらみ、眩まぶしい太ふと股ももがすべて露あらわになる。


「逃がすと思ってるの！」


　当然、『蛍』が気合を放って突とつ進しん──まだ無傷の左の拳こぶしを『ピカドール』に放つ。


『モモ』を乗せた直後で姿勢が安定していなかった装甲馬は、この一いち撃げきを避さけられない。抜ばつ群ぐんの瞬間タイミングだ、『蛍』には格かく闘とう戦の才能があった。


　だが、彼女の左拳が触れた瞬間──。


『ピカドール』の全身が銀色に発光した。直後に『蛍』の爆ばく弾だん化能力によってその拳が爆ばく裂れつする。だが『ピカドール』はおおきく後ろにたたらを踏んだだけで、見たところ損傷を負ってはいない。


『蛍』が怯ひるみ、慌あわてて身構えた。


「ぼ、ぼくの爆竜拳が通じないだと!?」


「ほほう、この国にも真っ直すぐな格闘をするものがいるようだな──こんな態でなければ喜んで相手をしたところだが」


　感心するピカドールを睨み、さくらが『蛍』の横に並んで。


「どうやらあの一瞬だけ全身を硬こう化かさせたようです、『銀ぎん狼ろう』姐ねえさんの能力が発動したときに似ていました。生半可な打だ撃げきでは崩くずせないでしょう」


「あれ、馬──そんな器用な真似できましたっけ？」


『モモ』の気楽な問いに、『ピカドール』は「馬と呼ぶな」と嫌いやそうにしながら。


「『デンキ』さまに『才古銃サイコガン』を賜たまわったのだ──これから、『黒船』と『大奥』は戦争になる。貴様にもきっと支給されることであろう、これ以上ない栄えい誉よと思うがよい」


「いりませんわよ、能力なんて。疲つかれるだけです、人間的じゃありませんしね」


『モモ』は血色の小刀ナイフを揺らして、微笑む。


「わたくしにはこの『零ぜろの太刀たち・妖よう刀とう村むら正まさ』があればいい」


　優ゆう雅がに馬の上で足を組み、『黒船』の少女は高らかに呼びかけてくる。


　今度は先ほどの優しさなどどこにもない、嘲あざ笑わらう口調で。


「ねぇ、『百手姫』とか言ったかしら？　ここはそう呼ばせてもらいますわよ？　あなた、国中の噂うわさになってますのね？」


　両手を広げ、楽しそうに。


「哀かなしい過去を背負いながらも、将軍の愛を一身に受ける悲劇のお姫様──とてもとても、素す晴ばらしいですわ！　まるで物語みたい！　きっとその話を聞いた誰ひとりとして想像していないでしょうねえ、……それがあなたの復讐だって！」


「………え？」


　その言葉に、当とう惑わくするさくらに、『モモ』は歌うように語る。


「だってそうでしょう、あなたにとって現政権たる豊臣幕府は故郷を滅ぼした怨おん敵てき！　秀ひで影かげ将軍はその理由をつくった憎にくむべき悪あつ鬼き！　愛してるふりをして、その心を誑たぶらかし──あなたは愛でこの国に復讐をしている！」


　断言的な口調だった。


「あの『絲妃あらくね』のように、夫たる将軍を傀かい儡らいにすれば──骨ほね抜ぬきにし、操あやつってしまえば！　すべてがあなたの思うがまま！　憎むべきこの国を踏みにじることも、秀影将軍を無む惨ざんに殺すことも、その子供を便所に押しこんで吐はき気のする豊とよ臣とみの血脈を絶ってやるのも思うがまま！　わたくし、目から鱗うろこが落ちましたわ！　そんな復讐があったなんて！」


「ち、ちがっ──」


　さくらは青ざめ、必死に訴うつたえた。


「わたしたちは、ほんとに愛しあって……」


「そうかしら？」


『モモ』は無表情になった。


「でもね、どうしようもなく世間は、面おも白しろおかしくあなたたちの愛とやらを解かい釈しやくする。きっと、秀影将軍もすぐに疑いだす。権力を得て、すべてを勝ちとったとき、男は歪ゆがむ。お優しい秀影将軍だけは例外だなんてほんとに思いますの？」


　両手を広げ、血が滲にじむような声こわ音ねで。


　さくらによく似た異国の少女は、両目に憎ぞう悪おを灯ともして。


「いつか裏切られ、すべてを悔くやむ日がきっとくる。その前に、あなたはあなたの復讐を終えるんですわ。わたくしは『黒船』で、あなたは『大奥』で──ともに、この国に破は滅めつをもたらしましょう？　わたくしだけは裏切らない、それを覚えていて！」


　瓦が礫れきが、破は片へんが落下してくる。


　もう限界だ、本格的に地下監かん獄ごくが崩れ始めた。


　よくわからん無む駄だ話はそのへんにしておけ、というように『ピカドール』に睨まれて、『モモ』はくちびるを尖らせると。


　最後に、こちらを優しく見つめて。


「いつか、どうしようもない悲劇があなたを襲おそう。破滅の構図は、すでに覆くつがえせない。涙なみだの海に沈しずみ、すべての希望を断たち切られたとき、わたくしの言葉を思いだして」


　まるで呪のろいのように。


　地じ獄ごくに堕おちた亡もう者じやが、おまえだけ幸せになるのはゆるさない、と縋すがりつくみたいに。


「会えて嬉うれしかった、おおきくなったのね──さくら！」


　でも何だかお母さんみたいに言い放つと、同時に『ピカドール』が力強く地面を蹴けり、不思議な『黒船』の少女は高く高く飛ひ翔しようして見えなくなってしまった。





　この出会いが、幸せになれるはずだったさくらの未来を腐ふ臭しゆうで満たしていく。




　終幕
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　闇やみ市いちを、豊とよ臣とみ黒くろ姫ひめは歩く。


『黒船』勢力によって占せん拠きよされた長なが崎さきの出島だ、さほど広くはない土地に幕府に反感を抱いだく地方勢力による物資が流れこみ、異国のものや犯罪者、様々な人種や思おも惑わくがごったがえして奇妙な活気をつくりあげていた。


　もともと貿易港として栄えた場所だ、食しよく糧りようや生活用品の生産設備も整ってはいる。物資は溢あふれんばかりで、『黒船』が大量の糧りよう秣まつや武器を買いあげもする。一種の軍事特とく需じゆで、誰もが豊かに、幕府の想像以上にちからを蓄たくわえながらも生活をしていた。


「うんしょ、うんしょ」


　黒姫は縫ぬいとめた振ふり袖そでに買い物籠かごをぶらさげ、雑多な人ひと混ごみのなかを歩く。あちこちに掘ほっ立て小屋や露ろ店てんが並び、道はとても汚きたならしい。羽虫が飛び回り、鼻をつく異い臭しゆうが立ちこめ、喧けん嘩かや罵ののしりあいはしょっちゅう。見慣れぬ異国のものや、顔面傷だらけの犯罪者、『黒船』のもの特有の全身を隠かくす怪あやしげな風体と、歩くものたちもいかにも怪しい。


　近づくのもためらうような雑然とした雰ふん囲い気きだが、黒姫はもう慣れた。


　汚い怖こわい嫌じゃと駄だ々だをこねてみても、どうにもならない──そんな甘えた子供は、ここではすぐに野垂れ死ぬ。人混みに揉もまれ、失敗を重ねながら、黒姫は無む垢くな幼い心をゆっくりと逞しく鍛えあげようとしていた。


　弱肉強食なのだ。


　兄もたぶん、このような様々なひとたちの思惑の渦か中ちゆうで、足あ搔がき──生きのびてきたのだ。そう思うと、嬉しくすらあった。黒姫は楽しみながら成長を遂とげようとしていた。


『大奥』で女たちのどろどろした因いん縁ねんのなか、血まみれで這はいあがるさくらとは、また異なるかたちで──。


「えへへ♪」


　買い物籠のなかに詰つめこんだ今日の戦利品、食糧を眺ながめて、黒姫は笑えみを浮うかべる。


「今日は新しん鮮せんな卵がたくさん手に入ったのじゃ、やや吹ふっかけられた気もするが良い買い物じゃ──うむ、おばさまには精をつけて元気になってもらわねばの。こないだ、おばさまがつくってくれたおむらいすとやらは美味であったの……」


　垂れてきたよだれを拭ぬぐい、上じよう機き嫌げんに。


「黒に料理ができればよいのじゃがの、おばさまは黒を厨ちゆう房ぼうに立たせてくれんしの」


　理由はわかる、この両りよう腕うでだ。


　恐おそろしく不器用なこの黒く染まった指先は、買い物籠を抱かかえるのにも難なん儀ぎする。


　けれど。


「料理、教えてもらおうかの」


　厨房に立つ『赫あか竜とんぼ』のそばで、手取り足取り卵の割りかたから、何から教えてもらう自分を空想して──えへへ、と笑った。


「じょうずにつくれば──おばさま、頭を撫なでてくれるじゃろか」


　最近、『赫竜』はすこし優やさしい。


　相変わらず基本的には乱暴で容よう赦しやなくて怖いが、たまに、こちらを穏おだやかに眺めていることがある。黒姫は、それが嬉しい。彼女のことが好きだ。最初は共感だった、同情もあった、でもそれ以上に──たぶん、家族として。


　寝台ベツドがひとつしかないから、夜は抱きあって眠ねむる。ぬくもりを共有すれば情もうつる。それだけが理由ではない、彼女の不器用な親愛を、すこしずつ理解できるようになってきた。その寂さびしさも──。


『赫竜』の体調は戻もどらない、深刻な──死に至るほどの痛手と消しよう耗もうを負っているのだ。でもそれ以上に喪そう失しつ感かんがあるのだろう。彼女は最愛のひとを失ったのだ。


　黒姫だってつらい、いちばん大好きな兄と離はなればなれになっているのだ。死に別れでないぶん、まだ希望があるから、『赫竜』よりましなだけだ。


　自分をなかば誘ゆう拐かいしてきた『赫竜』の真意はわからない。兄から引き離した彼女を怨うらむ気持ちは──けれど、不思議となかった。自分がそばにいないと、あのひとは崩れてしまう。それを思うと、見捨てられはしなかった。


「兄者上……」


　天を見あげ、広い空に兄を想おもった。


　どこかで彼もこの空を見ていればいい、せめて。


「黒は、がんばっておるぞ」


　兄に無事を知らせたいが、『赫竜』は『大奥』から追われている。連れん絡らくをとれば、追っ手が派は遣けんされて生命を奪うばわれるだけだ。今の『赫竜』はとても戦える体調ではない。


　だから、今は砂を嚙かんででも生きる。


　いつか再び兄と巡めぐりあうために、この異い端たんの地──『黒船』の支配地で。


　遠い未来になってもいい。そのころ、さくらにも匹ひつ敵てきするぐらいにうつくしく強くなっていられたら、それ以上望むべくもない。今はまだ、だめだ。兄のそばにいてもつらいだけだ、だから無理やり引き離されたのは、黒姫にとって寂しいけど──よかったのだ。


　そう思おう。


　などと考えごとをしていたら、足あし下もとが疎おろそかになっていた。長崎の道は舗ほ装そうされていない。つきでた石ころに足をとられ、黒姫は「わひゃっ!?」と前のめりに傾かたむいていく。


　──転んだら、卵が!?


　青ざめた瞬しゆん間かんである。


「おっと」


　横合いから手がのばされ、買い物籠ごと黒姫を誰だれかが抱だきとめてくれた。ふんわりと、衝しよう撃げきもなく。黒姫は慌あわてて確かく認にんしたが、藁わらに包まれた卵は無事だ。ほっとする。


「で、でかしたっ」


　喜んで顔をあげ、親切な通行人に目を向ける。


　誰だか知らんが褒ほめてつかわす、卵ひとつぐらい褒ほう美びとしてもっていってもよいのじゃぞ──みたいなことを言おうとして、黒姫は目を見開いた。


「………え？」


　自分を抱きよせている人物が、なぜだろうか──一いつ瞬しゆん、兄に見えた。


　黒姫のすべて、最愛の兄に。


　目元をごしごし擦こする。彼が長崎にいるわけがない。風の噂うわさで、征せい夷い大たい将しよう軍ぐんに就任したと聞いた。こんな危険な土地をのんきにうろつく余よ裕ゆうはないはずだ。


　あらためて見た。


　兄ではなかった。


　べつに似てもいない──何で見み間ま違ちがえたのだろう。兄と同年代だろうが、神経質そうな線の細い青年だった。少女的とすらいえる。書生風の和服をまとい、眼鏡などをかけている。悪相の多い出島では珍めずらしい、純じゆん朴ぼくそうというか、無個性な青年だ。


　彼は困ったように、黒姫をきちんと立たせてくれると、幼い子供にそうするように──しゃがみこんで、こちらと視点をあわせて微笑ほほえんだ。


「だいじょうぶですか？」


「う、うむ」


　まだ動どう揺ようしていた黒姫は、まじまじと青年を見つめる。


　何で兄と間ま違ちがえたのだろう。彼を求めすぎるあまり、おかしくなったのか。目につくものすべて兄者上に見えるのか。目をぐるぐるさせていると、青年は肩かたをすくめる。


「大荷物ですね、こんなちっちゃいのに──お遣つかいですか、偉えらいですね？」


　飴あめちゃんをあげましょう、と懐ふところから飴あめ玉だまの包みを差しだしてくる。


　無礼すぎた。


「く、黒はおとなじゃっ、ちっちゃくない！」


　ふたつに結ゆわえた髪かみを振り乱して主張したが、青年はむしろ面おも白しろかったらしく、口元に手を添そえて笑いを嚙み殺している。


　それから丁てい寧ねいに腰こしをおると、あくまで親切そうに。


「それでは、うつくしい妙みよう齢れいの奥さま──難儀しているようですし、よろしければその荷物を御宅までお運びいたしましょうか？」


　慇いん懃ぎん無礼だったが、優しげであった。


　黒姫はころりと機き嫌げんを直した。


「よいのか？　しょうじき重くて大変だったのじゃ、でも迷めい惑わくではないのかえ？」


「いや、どうせ暇ひまですし。また転んだら、大事な卵が今度こそ割れますよ？」


　それを言われると、弱い。これは、是ぜ非ひとも『赫竜』に食べてほしいのだ──。


「う、うむ。では、任せてやろう」


「承うけたまわりました、御宅はどちらです？」


「こっちじゃ、すぐそこじゃよ」


　青年の礼れい儀ぎ正ただしい態度に満足した黒姫は、長い袖をふりふり、彼を先導する。青年は細身なのに見た目以上にちからもちなのか、男だということなのか──わりと軽々と荷物を抱えてついてくる。


　黒姫は無む邪じや気きに笑った。


「ふふ、この出島にも親切な男がいたものじゃの♪」


　彼を見あげて、素す直なおに問うた。


「おぬし、名は何というのじゃ？」


「私は、そうですね──『ピカドール』とお呼びください」


　青年はあくまでも優しそうに、人好きのする笑顔で。


「できれば末永くよろしく、……豊臣黒姫さま」


『大奥』。『黒船』。『新しん撰せん組ぐみ』。


　因縁を抱えたみっつの勢力、その運命の歯車が──。


　互たがいに削けずりあいながら、猛もう烈れつに廻まわってゆく。




劇終　　





　あとがき







　こんにちは。日あ日き日らです。


　愛と流血の学園ハーレム『大奥のサクラ　現代大奥女学院まるさんっ！』をお届けいたします。


　前回で『大奥』を血ち反吐へどにまみれさせていた巨きよ悪あく『絲妃あらくね』が打だ倒とうされ、単純な勧かん善ぜん懲ちよう悪あくの構図が覆くつがえされ、今回からは『大奥』『黒船』『新しん撰せん組ぐみ』の三みつ巴どもえが描えがかれる新章突とつ入にゆうといった様相です。これまでが初代ガンダムだとしたら、今回からはＺガンダムといったところでしょうか。何だそれは。


　あるいは三国志でしょうか。明確な『こいつが悪党！　こいつを倒たおせばハッピーエンド！』という状じよう況きようが一変し、各勢力がそれぞれの正義のため愛のために絡からみあいながらドラマを紡つむいでいきます。


　それぞれの勢力にひとりずつ『姫ひめ』の属性をもつ主しゆ軸じくとなる人物を配置し、彼女らを中心として登場人物たちが友情を紡いだり陰いん謀ぼうを巡めぐらせたり殺しあったり愛しあったり──そんな混こん沌とんとした愛あい憎ぞう劇を描いていけたら。


『大奥』の『百手むかで姫ひめ』、『黒船』の『デンキ（電姫）』、『新撰組』の『吸血姫ばんぱいあ』、この三人に当然──ダークホースとしての黒くろ姫ひめの因いん縁ねんがくわわり、この歪ゆがんだ歴史の果てに辿たどりついた奇き妙みような現代はどのような悲喜劇を描いていくのか。


　今回はまだ登場人物たちの顔見せとその交流の発ほつ端たんが描かれるだけですが、早くもあちこち不ふ穏おんな火花を散らし始めているので今から彼女らの物語を本格的に書いていくのが楽しみで仕方ありません。いのちをだいじに！





　余談ですが、三国志だとしたら『吸血姫』は当然、蜀しよくの劉りゆう備びでしょうね。各地を放ほう浪ろうし他の勢力の傘さん下かに収まったりしつつも、その人徳と行動力で周りを引っぱって栄光を摑つかんでいく。そばには二人の頼たよりになる腹心が──偉い大だいなる血族の末まつ裔えいだし（劉備は自じ称しようですけど）、そのまんますぎた。


『黒船』は魏ぎでしょうか。強大なる帝てい国こく。他を寄せつけぬ国力と技術力、絶対的な王者に傅かしずく中央集権的な政治体制。けれど国があまりにも広くなりすぎ、地方まで手が回らず僻へき地ち（日本）に派は遣けんした部隊は物資が枯こ渇かつし喘あえぎ、部下たちは帝国の権けん威いをかさにきて暴走を始める。その侵しん略りやく的なふるまいは他の勢力の反発を招いてしまう──みたいな。


　じゃあ消去法的に我らが主人公たちの『大奥』は呉ごなんですが、地味だなあ。肥ひ沃よくな資源をもち独自の文化を形成し、でも不運が重なり何度もおおいなる政変が起きて、当主がすげかわっていく。そのたびに内ない憂ゆう外がい患かんの状況のなか着実に勢力をのばしていく。「豊とよ臣とみ将軍家は代を重ねるごとに豪ごう壮そうになってゆくのだ！」ほんとかよ、がんばれ秀ひで影かげくん。


　この作品はあくまで『大奥のサクラ』、基本的に『大奥』を中心とした物語を描いていきたいですし、あまり軍記モノっぽくしたくないですが──すこし広がりを得た世界観のなかで、不可思議な現代と少女たちの青春と愛を描いていけたらと思います。





　これも余談ですが（今回はあとがきのページ数が多いのだ）、各勢力の『姫』はそれぞれおとぎ話のお姫さまをモチーフにしています。


　髪かみの色にコンプレックスを抱いだき、周囲から虐しいたげられつづけ、けれど愛のため夢のために努力して幸せを勝ちとるさくらは、シンデレラ。


　親に疎うとまれ追放され、ときには命を狙ねらわれながら、頼りになる仲間たちとともに華はな々ばなしく活かつ躍やくしてハッピーエンドをもぎとってくる『吸血姫』は、白雪姫。


『デンキ』は眠ねむり姫、あるいはラプンツェル。安全だけど孤こ独どくな居城に引きこもって、誰だれよりも満ち足りているように見えながら、誰よりも寂さびしい。ぬくもりの宿らぬ玉座で、ただひたすらに運命に殉じゆんじている。彼女におとぎ話のように愛が芽生えることがあるのか。


　黒姫はずっと考えてるんですが、小公女（リトル・プリンセス）しか思いつかない。おとぎ話じゃないじゃん。ミンチン先生みたいなの（『赫あか竜とんぼ』）にいじめられつつ、涙なみだをこらえて健すこやかに成長していく彼女の物語は、ほんとに世界名作劇場みたい。





　以下、謝辞です。


　放っておくと物語を陰いん鬱うつな方向へ転がそうとする（初しよ稿こうでは『蛍ほたる』は二十代後半の陰気な未亡人でした。どうしてこうなった）日日日を上手に誘ゆう導どうしてくれる担当の山口さん、得体のしれぬ造形のキャラクターを魅み力りよくあるデザインで完成させ輝かがやかせてくれる絵師のみやま零ぜろさん、およびこの作品に関かかわってくれたすべてのひとに感謝を。


　読者の皆みなさま、今回は各勢力の登場人物たちの顔見せが中心になったので「流血が足りないよ！」と思われたかもしれませんが、だいじょうぶ、各キャラの因縁が絡みあって次回からはちゃんと次のページで誰が死ぬかわからないいつもの『大奥のサクラ』になりますので！（それもどうかと思いますが）最後に愛だけが残った！







鎖さ国こくされてるはずの日本でなぜ『一本角ゆにこおん』はペンギンを知っていたのか　日日日　





[image: ]


大おお奥おくのサクラ


現げん代だい大おお奥おく女じよ学がく院いんまるさんっ！





日あ日き日ら
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